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SUMMARY

This article draws on the cultural history of the medium of paper and presents a new 
interpretation of Tanizaki Jun'ichirō's novel Yoshino Kuzu ［Yoshino Arrowroot, 1931］, which he 
published after moving to the Kansai region during what is known as the period in his career 
when he returned to “classical literature”．

Tanizaki believed that literary works are completed through book design. In accordance 
with Tanizaki's own belief, I conducted an exhaustive survey of bibliographic information 
about Tanizaki's works and examined the characteristics of Tanizaki's literature. I provide an 
overview of the process of completing and publishing Yoshino kuzu, how it was evaluated at the 
time of publication, and questions about the work that have been raised in previous studies. I 
also provide an overview of the history of washi, or Japanese paper （with which Tanizaki was 
obsessed）, in relation to the expressive form of Yoshino kuzu. Finally, based on this analysis of 
what might appear to be peripheral research, I offer a new interpretation of kakekotoba （play 
on words and double meanings） in the novel to offer a new interpretation of it. 

This paper connects the theme of Haha koi （Longing for Mother） depicted in Yoshino kuzu with 
the motif and material of “paper”, and examines the characteristics of Tanizaki's literature in 
terms of both content and form.

査読論文

An “Idea/ιδέα” is in Regenerated Paper—Tanizaki Jun’ichirō’s 
Yoshino kuzu and the History of Paper

NISHINO Atsushi & MITAMURA Yoshiro
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再生する紙に〈理
イデア

想〉は宿る

る
『
お
艶
殺
し
』（
一
九
一
五
、千
章
館
）

や
竹
久
夢
二
に
よ
る
『
お
才
と
巳
之
介
』

（
同
、
新
潮
社
）
は
、
黄
表
紙
的
な
小
説
世

界
を
視
覚
化
し
た
多
色
刷
り
の
木
版
画
に

包
ま
れ
て
い
る
。
大
型
の
四
六
倍
版
に
ビ

ア
ズ
レ
ー
を
思
わ
せ
る
水
島
爾
保
布
に
よ

る
表
紙
と
扉
絵
、
挿
絵
二
三
葉
（
う
ち
二

枚
は
カ
ラ
ー
）
を
あ
し
ら
っ
た
『
人
魚
の

嘆
き 

魔
術
師
』（
一
九
一
九
、
春
陽
堂
）

は
本
文
に
ア
ー
ト
紙
を
使
用
、
ま
る
で
大

人
向
け
の
絵
本
の
よ
う
だ
。
変
体
仮
名
や
草
書
体
の
混
じ
る
活
字
が
コ
ッ
ト
ン
紙
に
印
刷
さ
れ

た
『
春
琴
抄
』（
一
九
三
三
、
創
元
社
）
は
、
佐
助
が
憧
憬
す
る
春
琴
の
住
ま
う
漆
黒
の
闇
を

凝
固
さ
せ
た
よ
う
な
漆
の
塗
ら
れ
た
表
紙
を
纏
っ
て
い
る
。『
月
と
狂
言
師
』（
一
九
四
九
、
梅

田
書
房
）
は
本
文
用
紙
か
ら
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
ま
で
す
べ
て
和
紙
を
使
っ
た
孔
版
印
刷
の
角
桝
形
本

で
、
山
内
斧
生
に
よ
る
挿
絵
一
〇
葉
が
一
点
ご
と
に
手
作
業
で
彩
色
さ
れ
て
い
る
。
同
書
特
装

本
は
、
本
文
に
登
場
す
る
狂
言
師
（
二
世
茂
山
千
作
）
の
衣
装
の
古
裂
を
表
紙
へ
貼
り
付
け
、

文
中
の
人
物
が
そ
の
ま
ま
書
物
に
な
っ
た
か
の
よ
う
だ
（
図
）。
そ
の
ほ
か
に
も
、
棟
方
志
功

の
装
幀
に
よ
る
晩
年
の
三
部
作
『
鍵
』（
一
九
五
六
、中
央
公
論
社
）、『
夢
の
浮
橋
』（
一
九
六
〇
、

同
）、『
瘋
癲
老
人
日
記
』（
一
九
六
二
、
同
）
な
ど
、
作
品
を
宿
す
書
物
の
装
い
の
美
し
さ
は

や
は
り
変
ら
な
い
２
。

　

書
物
と
い
う
言
葉
が
物
質
と
し
て
定
着
す
る
場
所
へ
と
の
ば
さ
れ
る
、
視
線
と
指
さ
き
。
そ

の
頁
の
手
触
り
に
対
す
る
繊
細
な
感
受
性
を
、虚
構
内
の
存
在
た
ち
も
共
有
し
は
じ
め
る
。「
何

十
年
立
つ
た
か
判
ら
ぬ
木
版
刷
の
極
彩
色
が
、
光
沢
も
褪
せ
な
い
で
鮮
や
か
に
匂
つ
て
ゐ
る
美

濃
紙
の
表
紙
を
開
く
と
、
黴
臭
い
ケ
バ
ケ
バ
の
立
つ
て
居
る
紙
の
面
に
、
旧
幕
時
代
の
美
し
い

男
女
の
姿
が
生
き
〳
〵
と
し
た
目
鼻
立
ち
か
ら
細
か
い
手
足
の
指
先
ま
で
、
動
き
出
す
や
う
に

描
か
れ
て
ゐ
る
」（「
少
年
」『
ス
バ
ル
』
一
九
一
一・
六
）。
こ
の
「
紙
の
面
」、
あ
る
い
は
紙
と
い

う
媒メ
デ
ィ
ア体
の
感
テ
ク
ス
チ
ャ
ー
触
は
、
複
数
の
小テ

ク

ス

ト

説
表
現
の
な
か
に
書
き
こ
ま
れ
て
い
る
。

　
二
組
の
男
女
が
四
つ
巴
に
な
っ
て
関
係
す
る
「
卍
」（『
改
造
』
一
九
二
八
・
三
～

一
九
二
九
・
四
、六
～
一
〇
、一
二
、一
九
三
〇
・
一
、四
）
で
は
、
女
と
女
が
交
換
し
た
艶ラ
ブ
レ
タ
ー書
数

通
が
引
用
さ
れ
る
際
に
、「
縦
四
寸
、
横
二
寸
三
分
」
な
ど
と
い
っ
た
サ
イ
ズ
か
ら
デ
ザ
イ
ン

ま
で
が
事
細
か
に
描
写
さ
れ
る
。「
四
度
刷
り
若
し
く
は
五
度
刷
り
の
竹
久
夢
二
風
の
美
人
画
、

月
見
草
、
す
ゞ
ら
ん
、
チ
ユ
ー
リ
ツ
プ
」
と
い
っ
た
「
な
ま
め
か
し
い
極
彩
色
の
模
様
の
あ
る
、

木
版
刷
り
の
封
筒
」
の
数
々
。
そ
の
う
ち
に
秘
め
ら
れ
た
「
レ
タ
ー
ペ
ー
パ
ー
」
は
「
一
面
に

極
く
う
す
い
緑
で
蔦
の
葉
が
刷
つ
て
あ
る
上
に
銀
の
点
線
で
罫
が
引
い
て
あ
る
」。
あ
る
い
は

「
濃
い
鳶
色
の
無
地
」
に
「
白
絵
の
具
の
ペ
ン
字
」
で
記
さ
れ
、「
白
百
合
の
茎
の
た
わ
め
ら
れ

た
の
が
左
へ
寄
せ
て
描
い
て
あ
り
、
そ
の
周
り
が
う
す
桃
色
に
ぼ
か
し
て
あ
る
」
紙
の
面
を

「
四
号
活
字
よ
り
小
さ
い
文
字
」
が
埋
め
て
い
る
。
ひ
ろ
げ
れ
ば
、「
ま
る
で
千
代
紙
の
あ
ら
ゆ

る
種
類
が
こ
ぼ
れ
出
た
か
の
や
う
」
で
あ
る
。
そ
の
「
毒
々
し
い
あ
く
ど
い
趣
味
」
が
わ
ざ
わ

ざ
「
作
者
註
」
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、「
そ
れ
ら
の
意
匠
の
方
が
時
と
し
て
は
手
紙
の

内
容
よ
り
も
、
二
人
の
恋
の
背
景
と
し
て
一
層
の
価
値
が
あ
る
か
ら
」
だ
。

　
没
落
し
て
ゆ
く
名
家
の
娘
が
相
応
し
い
相
手
を
探
し
て
見
合
い
を
繰
り
返
す
「
細
雪
」（『
中

央
公
論
』
一
九
四
三
・
一
、三
／
私
家
版
『
細
雪
　
上
巻
』
一
九
四
四
／
『
細
雪
　
中
巻
』

一
九
四
七
、
中
央
公
論
社
／
『
婦
人
公
論
』
一
九
四
七
・
三
～
四
八
・
一
〇
）
で
は
、
初
め
て
先

方
か
ら
破
談
に
さ
れ
て
「「
敗
者
」
の
烙
印
を
捺
さ
れ
」
た
と
き
、
見
合
い
相
手
（
澤
崎
）
と

仲
介
者
（
菅
野
未
亡
人
）
の
「
切
り
口
上
」
よ
り
も
、
や
は
り
「
手
紙
の
書
き
方
」、
そ
の
様

式
が
問
題
に
な
る
。「
澤
崎
の
手
紙
は
罫
引
き
の
書
簡
箋
一
枚
へ
（
先
日
幸
子
が
未
亡
人
の
許

で
見
せ
ら
れ
た
の
は
巻
紙
へ
毛
筆
で
し
た
ゝ
め
て
あ
つ
た
の
に
）
一
杯
に
収
ま
る
や
う
に
ペ
ン

字
で
書
い
て
あ
り
、先
づ
そ
の
こ
と
か
ら
し
て
感
じ
が
悪
く
」、「
失
礼
で
は
な
い
で
あ
ら
う
か
」。

ほ
か
に
も
、
末
娘
の
元
恋
人
か
ら
届
い
た
彼
女
の
不
品
行
を
密
告
す
る
「
裏
表
へ
ぎ
つ
し
り
と

書
か
れ
て
ゐ
る
、
紙
質
の
硬
い
三
枚
の
洋
風
書
簡
箋
」
は
、
ひ
ろ
げ
る
と
「
発
声
映
画
の
場
面

で
聴
く
や
う
な
、
バ
リ
バ
リ
と
云
ふ
強
い
音
」
を
発
し
て
、
中
身
を
読
む
前
か
ら
そ
の
不
穏
さ

を
あ
ら
わ
に
す
る
。

　
夫
婦
が
互
い
に
日
記
を
盗
み
読
む
「
鍵
」（『
中
央
公
論
』
一
九
五
六
・
一
、五
～
一
二
）
で
は
、

妻
は
「
表
紙
は
、
も
ゝ
け
易
い
奉
書
に
胡
粉
を
塗
つ
た
や
う
な
紙
」
を
使
っ
て
、「
柔
か
い
薄

い
雁
皮
紙
を
袋
綴
ぢ
に
し
た
小
型
の
和
装
の
帳
面
を
作
り
、
そ
れ
へ
毛
筆
の
細
字
で
し
た
ゝ
め

て
ゐ
る
」。
そ
れ
は
「
西
洋
紙
に
ペ
ン
字
で
書
く
こ
と
」
で
生
じ
る
音
を
立
て
な
い
た
め
だ
が
、

か
え
っ
て
「
雁
皮
の
紙
を
揉
み
く
し
や
に
し
た
」
際
の
「
あ
の
紙
に
特
有
な
ぴ
ら
ぴ
ら
し
た
音
」

か
ら
、
夫
に
「
妻
ガ
、
嵩
張
ラ
ナ
イ
デ
音
ノ
シ
ナ
イ
ア
ノ
紙
ヲ
何
ノ
用
途
ニ
使
ツ
テ
ヰ
ル
カ
ヲ

直
チ
ニ
想
像
ス
ル
ヿ
ガ
出
来
タ
」
と
日
記
の
存
在
を
感
付
か
れ
て
し
ま
う
。
反
対
に
、「
少
し

慇
懃
な
手
紙
を
書
く
に
は
巻
紙
へ
毛
筆
で
し
た
ゝ
め
る
」
は
ず
の
夫
は
「
日
記
帳
は
普
通
に
学

『月と狂言師』特装本奥付

京都精華大学紀要　第五十四号

―
―
今
度
は
わ
れ
わ
れ
二
人
の
見
分
け
が
つ
か
な
く
な
る
よ
う
に
。

　 

（
ジ
ル
・
ド
ゥ
ル
ー
ズ
＆
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
ガ
タ
リ
「
リ
ゾ
ー
ム
」１
）

一
、
は
じ
め
に

　
谷
崎
潤
一
郎
の
文
学
は
、
関
東
大
震
災
後
の
関
西
移
住
を
契
機
に
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
的
傾
向
か

ら
古
典
主
義
へ
と
劇
的
な
変
貌
を
遂
げ
る
。
新
た
な
境
地
を
拓
い
た
の
は
、
彼
我
の
比
較
か
ら

あ
ら
た
め
て
見
出
さ
れ
た
、
異
な
る
〈
美
〉
と
の
遭
遇
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、「
肌
の
白
さ
が

最
高
の
女
性
美
に
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
条
件
」
だ
と
し
て
も
、「
白
皙
人
種
の
白
さ
と
わ
れ
〳
〵

の
白
さ
と
は
何
処
か
違
ふ
」。
あ
る
い
は
、「
同
じ
白
い
の
で
も
、
西
洋
紙
の
白
さ
と
奉
書
や
白

唐
紙
の
白
さ
と
は
違
ふ
」。
別
天
地
で
、
未
知
な
る
〈
美
〉
の
感
触
を
谷
崎
は
さ
ぐ
り
あ
て
る
。

「
西
洋
紙
の
肌
は
光
線
を
撥
ね
返
す
や
う
な
趣
が
あ
る
が
、
奉
書
や
唐
紙
の
肌
は
、
柔
か
い
初
雪

の
面
の
や
う
に
、
ふ
つ
く
ら
と
光
線
を
中
へ
吸
ひ
取
る
」（
以
上
、「
陰
翳
礼
讃
」『
経
済
往
来
』

一
九
三
三・一
二
～
三
四・一
）。

　
様
式
を
一
変
さ
せ
る
前
後
の
代
表
作
に
は
、
谷
崎
文
学
の
あ
と
さ
き
を
う
か
が
わ
せ
る
重
要

な
細
部
が
書
き
こ
ま
れ
て
い
る
。
前
半
生
の
集
大
成
「
痴
人
の
愛
」（『
大
阪
朝
日
新
聞
』

一
九
二
四
・
三
・
二
〇
～
六
・
一
四
、『
女
性
』
一
九
二
四
・
一
一
～
二
五
・
七
）
の
「
私
」（
河
合

譲
治
と
い
う
語
り
手
）
は
、眠
り
こ
け
る
ナ
オ
ミ
の
そ
ば
に
「
有
島
武
郎
の
、「
カ
イ
ン
の
末
裔
」」

が
「
ペ
ー
ジ
を
開
い
た
ま
ゝ
落
ち
て
」
い
る
の
を
見
つ
け
、「
そ
の
仮
綴
ぢ
の
本
の
純
白
な
西

洋
紙
と
、
彼
女
の
胸
の
白
さ
」
に
眼
を
奪
わ
れ
る
。
一
方
、
移
住
後
の
頂
点
の
ひ
と
つ
を
な
す

「
春
琴
抄
」（『
中
央
公
論
』
一
九
三
三
・
六
）
の
「
私
」（
作
者
を
思
わ
せ
る
語
り
手
）
は
、「
鵙

屋
春
琴
伝
」
と
題
す
る
「
生
漉
き
の
和
紙
へ
四
号
活
字
で
印
刷
し
た
三
十
枚
程
の
も
の
」
を
傍

ら
に
、
春
琴
の
「
色
が
抜
け
る
程
白
」
い
肌
に
魅
せ
ら
れ
な
が
ら
文
字
通
り
盲
目
と
な
っ
た
佐

助
の
生
涯
を
、
と
き
に
我
が
こ
と
の
よ
う
に
語
る
。
い
わ
ゆ
る
〈
古
典
回
帰
〉
と
は
、
す
な
わ

ち
「
近
代
的
な
、ハ
イ
カ
ラ
婦
人
」（「
痴
人
の
愛
」）
か
ら
「
御
寮
人
」
様
や
「
こ
い
さ
ん
」（「
春

琴
抄
」）
と
い
う
別
の
女
性
像
へ
の
、
い
や
、
何
よ
り
も
「
洋
紙
」
か
ら
「
和
紙
」
へ
の
転
回

で
は
な
か
っ
た
か
。
女
と
紙
の
二ふ
た
え重

の
「
肌
」
に
魅
せ
ら
れ
て
、
谷
崎
は
変
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ズ

態
す
る
。

　
転
身
後
の
谷
崎
は
、
執
筆
と
い
う
創
造
行
為
の
物
質
的
条
件
で
あ
る
文
具
に
つ
い
て
、
ペ

ン
と
イ
ン
ク
で
は
な
く
毛
筆
と
墨
汁
が
主
流
の
発
達
史
を
仮
想
し
て
み
せ
る
（「
陰
翳
礼
讃
」）。

も
し
そ
う
な
っ
て
い
れ
ば
、
紙
も
「
西
洋
紙
」
で
な
く
「
大
量
生
産
で
製
造
す
る
と
し
て
も
、

和
紙
に
似
た
紙
質
の
も
の
、改
良
半
紙
の
や
う
な
も
の
」
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、

「
文
字
」、「
思
想
や
文
学
さ
へ
も
」、「
も
つ
と
独
創
的
な
新
天
地
へ
突
き
進
ん
で
ゐ
た
か
も
知

れ
な
い
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
だ
が
、「
和
紙
の
肌
理
」
と
「
洋
紙
」
の
そ
れ
と
の
比
較
は
、

和
洋
の
差
異
を
際
立
た
せ
る
と
い
う
よ
り
も
、
表
面
上
の
変
化
の
下
に
一
貫
し
て
潜
在
す
る
、

「
紙
」
の
肌
テ
ク
ス
チ
ャ
ー

理
を
触
知
し
よ
う
と
す
る
手
つ
き
を
む
し
ろ
浮
き
彫
り
に
す
る
。
そ
こ
に
は
、
文

学
表
現
を
単
に
抽
象
的
な
観
念
で
は
な
く
〈
もオ
ブ
ジ
ェの
〉
と
し
て
捉
え
よ
う
と
す
る
美
学
が
あ
る
。

　
谷
崎
は
、
み
ず
か
ら
の
作
品
の
完
成
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　
　  

私
は
自
分
の
作
品
を
単
行
本
の
形
に
し
て
出
し
た
時
に
始
め
て
ほ
ん
た
う
の
自
分
の
も

の
、
真
に
「
創
作
」
が
出
来
上
つ
た
と
云
ふ
気
が
す
る
。
単
に
内
容
の
み
な
ら
ず
形
式
と

体
裁
、
た
と
へ
ば
装
釘
、
本
文
の
紙
質
、
活
字
の
組
み
方
等
、
す
べ
て
が
渾
然
と
融
合
し

て
一
つ
の
作
品
を
成
す
の
だ
と
考
へ
て
ゐ
る
。

 
（「
装
幀
漫
談
」『
読
売
新
聞
』
一
九
三
三
・
六
・
一
六
、一
七
／
の
ち
「
装
釘
漫
談
」
と
改
題
）

　
例
え
ば
、
は
じ
め
の
一
冊
、
橋
口
五
葉
装
幀
の
胡
蝶
本
『
刺
青
』（
一
九
一
一
、
籾
山
書
店
）。

そ
の
表
紙
と
背
表
紙
に
は
、「
誰
も
彼
も
挙
つ
て
美
し
か
ら
む
と
努
め
た
揚
句
は
、（
…
）
芳
烈
な
、

或
は
絢
爛
な
、
線
と
色
と
が
其
頃
の
人
々
の
肌
に
躍
つ
た
」
と
い
う
表
題
作
の
文
章
に
共
鳴
す

る
よ
う
に
、
木
版
多
色
印
刷
の
線
と
色
、
金
文
字
、
蝶
の
図
柄
が
乱
舞
す
る
。
山
村
耕
花
に
よ

西

　野

　厚

　志

　
N

IS
H

IN
O

 A
tsu

sh
i

三
田
村

　慶

　郎

　
M

ITA
M

U
R

A
 Yo

sh
iro

再
生
す
る
紙
に
〈
理イ

デ
ア想
〉
は
宿
る

―
谷
崎
潤
一
郎
「
吉
野
葛
」
と
紙
の
来
歴
―

査
読
論
文
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想〉は宿る

る
『
お
艶
殺
し
』（
一
九
一
五
、千
章
館
）

や
竹
久
夢
二
に
よ
る
『
お
才
と
巳
之
介
』

（
同
、
新
潮
社
）
は
、
黄
表
紙
的
な
小
説
世

界
を
視
覚
化
し
た
多
色
刷
り
の
木
版
画
に

包
ま
れ
て
い
る
。
大
型
の
四
六
倍
版
に
ビ

ア
ズ
レ
ー
を
思
わ
せ
る
水
島
爾
保
布
に
よ

る
表
紙
と
扉
絵
、
挿
絵
二
三
葉
（
う
ち
二

枚
は
カ
ラ
ー
）
を
あ
し
ら
っ
た
『
人
魚
の

嘆
き 

魔
術
師
』（
一
九
一
九
、
春
陽
堂
）

は
本
文
に
ア
ー
ト
紙
を
使
用
、
ま
る
で
大

人
向
け
の
絵
本
の
よ
う
だ
。
変
体
仮
名
や
草
書
体
の
混
じ
る
活
字
が
コ
ッ
ト
ン
紙
に
印
刷
さ
れ

た
『
春
琴
抄
』（
一
九
三
三
、
創
元
社
）
は
、
佐
助
が
憧
憬
す
る
春
琴
の
住
ま
う
漆
黒
の
闇
を

凝
固
さ
せ
た
よ
う
な
漆
の
塗
ら
れ
た
表
紙
を
纏
っ
て
い
る
。『
月
と
狂
言
師
』（
一
九
四
九
、
梅

田
書
房
）
は
本
文
用
紙
か
ら
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
ま
で
す
べ
て
和
紙
を
使
っ
た
孔
版
印
刷
の
角
桝
形
本

で
、
山
内
斧
生
に
よ
る
挿
絵
一
〇
葉
が
一
点
ご
と
に
手
作
業
で
彩
色
さ
れ
て
い
る
。
同
書
特
装

本
は
、
本
文
に
登
場
す
る
狂
言
師
（
二
世
茂
山
千
作
）
の
衣
装
の
古
裂
を
表
紙
へ
貼
り
付
け
、

文
中
の
人
物
が
そ
の
ま
ま
書
物
に
な
っ
た
か
の
よ
う
だ
（
図
）。
そ
の
ほ
か
に
も
、
棟
方
志
功

の
装
幀
に
よ
る
晩
年
の
三
部
作
『
鍵
』（
一
九
五
六
、中
央
公
論
社
）、『
夢
の
浮
橋
』（
一
九
六
〇
、

同
）、『
瘋
癲
老
人
日
記
』（
一
九
六
二
、
同
）
な
ど
、
作
品
を
宿
す
書
物
の
装
い
の
美
し
さ
は

や
は
り
変
ら
な
い
２
。

　

書
物
と
い
う
言
葉
が
物
質
と
し
て
定
着
す
る
場
所
へ
と
の
ば
さ
れ
る
、
視
線
と
指
さ
き
。
そ

の
頁
の
手
触
り
に
対
す
る
繊
細
な
感
受
性
を
、虚
構
内
の
存
在
た
ち
も
共
有
し
は
じ
め
る
。「
何

十
年
立
つ
た
か
判
ら
ぬ
木
版
刷
の
極
彩
色
が
、
光
沢
も
褪
せ
な
い
で
鮮
や
か
に
匂
つ
て
ゐ
る
美

濃
紙
の
表
紙
を
開
く
と
、
黴
臭
い
ケ
バ
ケ
バ
の
立
つ
て
居
る
紙
の
面
に
、
旧
幕
時
代
の
美
し
い

男
女
の
姿
が
生
き
〳
〵
と
し
た
目
鼻
立
ち
か
ら
細
か
い
手
足
の
指
先
ま
で
、
動
き
出
す
や
う
に

描
か
れ
て
ゐ
る
」（「
少
年
」『
ス
バ
ル
』
一
九
一
一・
六
）。
こ
の
「
紙
の
面
」、
あ
る
い
は
紙
と
い

う
媒メ
デ
ィ
ア体
の
感
テ
ク
ス
チ
ャ
ー
触
は
、
複
数
の
小テ

ク

ス

ト

説
表
現
の
な
か
に
書
き
こ
ま
れ
て
い
る
。

　
二
組
の
男
女
が
四
つ
巴
に
な
っ
て
関
係
す
る
「
卍
」（『
改
造
』
一
九
二
八
・
三
～

一
九
二
九
・
四
、六
～
一
〇
、一
二
、一
九
三
〇
・
一
、四
）
で
は
、
女
と
女
が
交
換
し
た
艶ラ
ブ
レ
タ
ー書
数

通
が
引
用
さ
れ
る
際
に
、「
縦
四
寸
、
横
二
寸
三
分
」
な
ど
と
い
っ
た
サ
イ
ズ
か
ら
デ
ザ
イ
ン

ま
で
が
事
細
か
に
描
写
さ
れ
る
。「
四
度
刷
り
若
し
く
は
五
度
刷
り
の
竹
久
夢
二
風
の
美
人
画
、

月
見
草
、
す
ゞ
ら
ん
、
チ
ユ
ー
リ
ツ
プ
」
と
い
っ
た
「
な
ま
め
か
し
い
極
彩
色
の
模
様
の
あ
る
、

木
版
刷
り
の
封
筒
」
の
数
々
。
そ
の
う
ち
に
秘
め
ら
れ
た
「
レ
タ
ー
ペ
ー
パ
ー
」
は
「
一
面
に

極
く
う
す
い
緑
で
蔦
の
葉
が
刷
つ
て
あ
る
上
に
銀
の
点
線
で
罫
が
引
い
て
あ
る
」。
あ
る
い
は

「
濃
い
鳶
色
の
無
地
」
に
「
白
絵
の
具
の
ペ
ン
字
」
で
記
さ
れ
、「
白
百
合
の
茎
の
た
わ
め
ら
れ

た
の
が
左
へ
寄
せ
て
描
い
て
あ
り
、
そ
の
周
り
が
う
す
桃
色
に
ぼ
か
し
て
あ
る
」
紙
の
面
を

「
四
号
活
字
よ
り
小
さ
い
文
字
」
が
埋
め
て
い
る
。
ひ
ろ
げ
れ
ば
、「
ま
る
で
千
代
紙
の
あ
ら
ゆ

る
種
類
が
こ
ぼ
れ
出
た
か
の
や
う
」
で
あ
る
。
そ
の
「
毒
々
し
い
あ
く
ど
い
趣
味
」
が
わ
ざ
わ

ざ
「
作
者
註
」
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、「
そ
れ
ら
の
意
匠
の
方
が
時
と
し
て
は
手
紙
の

内
容
よ
り
も
、
二
人
の
恋
の
背
景
と
し
て
一
層
の
価
値
が
あ
る
か
ら
」
だ
。

　
没
落
し
て
ゆ
く
名
家
の
娘
が
相
応
し
い
相
手
を
探
し
て
見
合
い
を
繰
り
返
す
「
細
雪
」（『
中

央
公
論
』
一
九
四
三
・
一
、三
／
私
家
版
『
細
雪
　
上
巻
』
一
九
四
四
／
『
細
雪
　
中
巻
』

一
九
四
七
、
中
央
公
論
社
／
『
婦
人
公
論
』
一
九
四
七
・
三
～
四
八
・
一
〇
）
で
は
、
初
め
て
先

方
か
ら
破
談
に
さ
れ
て
「「
敗
者
」
の
烙
印
を
捺
さ
れ
」
た
と
き
、
見
合
い
相
手
（
澤
崎
）
と

仲
介
者
（
菅
野
未
亡
人
）
の
「
切
り
口
上
」
よ
り
も
、
や
は
り
「
手
紙
の
書
き
方
」、
そ
の
様

式
が
問
題
に
な
る
。「
澤
崎
の
手
紙
は
罫
引
き
の
書
簡
箋
一
枚
へ
（
先
日
幸
子
が
未
亡
人
の
許

で
見
せ
ら
れ
た
の
は
巻
紙
へ
毛
筆
で
し
た
ゝ
め
て
あ
つ
た
の
に
）
一
杯
に
収
ま
る
や
う
に
ペ
ン

字
で
書
い
て
あ
り
、先
づ
そ
の
こ
と
か
ら
し
て
感
じ
が
悪
く
」、「
失
礼
で
は
な
い
で
あ
ら
う
か
」。

ほ
か
に
も
、
末
娘
の
元
恋
人
か
ら
届
い
た
彼
女
の
不
品
行
を
密
告
す
る
「
裏
表
へ
ぎ
つ
し
り
と

書
か
れ
て
ゐ
る
、
紙
質
の
硬
い
三
枚
の
洋
風
書
簡
箋
」
は
、
ひ
ろ
げ
る
と
「
発
声
映
画
の
場
面

で
聴
く
や
う
な
、
バ
リ
バ
リ
と
云
ふ
強
い
音
」
を
発
し
て
、
中
身
を
読
む
前
か
ら
そ
の
不
穏
さ

を
あ
ら
わ
に
す
る
。

　
夫
婦
が
互
い
に
日
記
を
盗
み
読
む
「
鍵
」（『
中
央
公
論
』
一
九
五
六
・
一
、五
～
一
二
）
で
は
、

妻
は
「
表
紙
は
、
も
ゝ
け
易
い
奉
書
に
胡
粉
を
塗
つ
た
や
う
な
紙
」
を
使
っ
て
、「
柔
か
い
薄

い
雁
皮
紙
を
袋
綴
ぢ
に
し
た
小
型
の
和
装
の
帳
面
を
作
り
、
そ
れ
へ
毛
筆
の
細
字
で
し
た
ゝ
め

て
ゐ
る
」。
そ
れ
は
「
西
洋
紙
に
ペ
ン
字
で
書
く
こ
と
」
で
生
じ
る
音
を
立
て
な
い
た
め
だ
が
、

か
え
っ
て
「
雁
皮
の
紙
を
揉
み
く
し
や
に
し
た
」
際
の
「
あ
の
紙
に
特
有
な
ぴ
ら
ぴ
ら
し
た
音
」

か
ら
、
夫
に
「
妻
ガ
、
嵩
張
ラ
ナ
イ
デ
音
ノ
シ
ナ
イ
ア
ノ
紙
ヲ
何
ノ
用
途
ニ
使
ツ
テ
ヰ
ル
カ
ヲ

直
チ
ニ
想
像
ス
ル
ヿ
ガ
出
来
タ
」
と
日
記
の
存
在
を
感
付
か
れ
て
し
ま
う
。
反
対
に
、「
少
し

慇
懃
な
手
紙
を
書
く
に
は
巻
紙
へ
毛
筆
で
し
た
ゝ
め
る
」
は
ず
の
夫
は
「
日
記
帳
は
普
通
に
学

『月と狂言師』特装本奥付
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想〉は宿る

の
書
の
装
幀
は
作
者
自
身
の
好
み
に
成
る
も
の
だ
が
、
函
、
表
紙
、
見
返
し
、
扉
、
中
扉
等
の

紙
は
、悉
く
「
吉
野
葛
」
の
中
に
出
て
来
る
大
和
の
国
栖
村
の
手
ず
き
の
紙
を
用
ひ
た
」
と
あ
る
。

紙
漉
き
の
里
を
舞
台
に
し
て
、「
紙
」
と
い
う
モ
チ
ー
フ
を
作
中
に
取
り
込
む
。
の
み
な
ら
ず
、

そ
こ
で
漉
か
れ
た
和
紙
を
外
装
に
し
て
、
そ
の
テ
ク
ス
ト
を
包
み
込
む
。
あ
た
か
も
、
内
と
外

が
連
続
す
る
メ
ビ
ウ
ス
の
輪
の
よ
う
に
、
こ
の
書
物
を
な
ぞ
る
う
ち
に
虚
構
の
世
界
へ
と
誘
わ

れ
る
と
い
う
仕
掛
け
だ
。
―
―
「
二
十
年
程
ま
へ
、
明
治
の
末
か
大
正
の
初
め
頃
」、
後
南
朝

を
題
材
に
歴
史
小
説
を
企
む
「
私
」
は
、
旧
友
津
村
に
誘
わ
れ
て
秋
の
吉
野
を
訪
れ
る
。
吉
野

川
を
遡
っ
て
歩
く
う
ち
、
彼
は
お
も
む
ろ
に
身
の
上
話
を
語
り
出
す
。
幼
い
頃
に
亡
く
し
た
母

の
面
影
を
追
っ
て
こ
の
地
に
や
っ
て
き
た
の
だ
と
い
う
。「
自
分
の
場
合
に
は
、
過
去
に
母
で

あ
つ
た
人
も
、
将
来
妻
と
な
る
べ
き
人
も
、
等
し
く
「
未
知
の
女
性
」
で
あ
つ
て
、
そ
れ
が
眼

に
見
え
ぬ
因
縁
の
糸
で
自
分
に
繋
が
つ
て
ゐ
る
」。
実
は
、
母
の
生
地
で
も
あ
る
吉
野
の
紙
郷

国
栖
村
で
そ
の
遠
縁
に
あ
た
る
娘
に
求
婚
す
る
の
が
彼
の
目
的
だ
っ
た
。
結
局
、
意
中
の
娘
・

お
和
佐
を
娶
っ
た
津
村
に
と
っ
て
旅
は
上
首
尾
を
も
た
ら
し
た
が
、「
私
の
計
画
し
た
歴
史
小

説
は
、
や
ゝ
材
料
負
け
の
形
で
と
う
〳
〵
書
け
ず
に
し
ま
つ
た
」
の
で
あ
っ
た
。

　「
私
」
を
見
舞
っ
た
小
説
の
計
画
の
頓
挫
と
い
う
事
態
は
、
本
作
そ
の
も
の
の
執
筆
状
況
と

も
奇
妙
に
符
合
す
る
。「
最
初
あ
の
テ
ー
マ
を
「
葛
の
葉
」
と
云
ふ
題
で
書
き
か
け
て
み
た

が
、
吉
野
の
秋
を
背
景
に
取
り
入
れ
、
国
栖
村
の
紙
す
き
場
の
娘
を
使
ふ
こ
と
が
効
果
的
で

あ
る
こ
と
に
気
が
付
い
て
、
五
十
枚
迄
書
い
て
か
ら
稿
を
捨
て
た
」
と
い
う
の
だ
（「
私
の
貧

乏
物
語
」『
中
央
公
論
』
一
九
三
五
・
一
）。
そ
の
計
画
は
、
中
央
公
論
社
社
長
・
嶋
中
雄
作
へ

宛
て
た
書
簡
で
「
歴
史
物
で
な
く
、
現
代
物
の
百
枚
ぐ
ら
ゐ
の
長
さ
の
物
で
、
非
常
に
目
下

書
き
た
い
も
の
」
が
あ
り
、「
題
は
「
葛
の
葉
」
と
云
ふ
の
で
す
」
と
は
じ
め
て
明
か
さ
れ
る

（
一
九
二
九・
九・二
七
３
）。
そ
の
後
、「「
葛
の
葉
」
の
方
を
書
き
始
め
」
は
し
た
も
の
の
（
一
一
・

二
六
）、「
中
途
か
ら
書
き
直
し
て
手
紙
の
文
の
形
式
に
改
め
」
ら
れ
る
（
一
二・七
）。
こ
の
と
き
、

「
大
体
の
筋
は
此
の
手
紙
の
主
人
公
の
数
代
前
の
母
と
云
ふ
の
は
、
前
身
が
当
時
の
新
町
の
遊

女
で
あ
る
、
そ
の
遊
女
の
実
家
が
今
で
も
吉
野
の
山
の
方
に
百
姓
を
し
て
ゐ
て
、
そ
こ
の
娘
を

嫁
に
貰
ふ
こ
と
に
な
る
、
そ
れ
を
捜
し
あ
て
る
の
に
、
い
ろ
〳
〵
古
い
身
請
の
証
文
や
艶
書
な

ど
を
蔵
の
中
か
ら
引
き
出
し
て
調
べ
る
、と
云
ふ
や
う
な
事
で
す
」
と
内
容
は
固
ま
っ
て
い
た
。

し
か
し
、「「
葛
の
葉
」
は
読
み
返
し
ま
し
た
が
ど
う
も
感
心
し
ま
せ
ん
、
あ
れ
は
童
話
に
書
き

直
し
て
婦
人
雑
誌
か
少
年
雑
誌
へ
出
し
た
い
」と
一
度
は
打
ち
捨
て
ら
れ
そ
う
に
な
る（
翌
・
四
・

二
）。
そ
れ
が
、一
九
二
九
年
秋
と
三
〇
年
秋
の
二
度
の
吉
野
探
訪
か
ら
「
吉
野
の
秋
」
と
「
国

栖
村
の
紙
す
き
場
の
娘
」
を
加
え
て
「
吉
野
葛
」
へ
と
改
作
さ
れ
、
結
局
『
中
央
公
論
』
に
発

表
さ
れ
た
。
経
緯
を
物
語
る
よ
う
に
、
初
出
時
に
は
第
四
章
が
旧
稿
と
同
じ
「
葛
の
葉
」
と
題

さ
れ
て
い
た
（
初
刊
本
で
「
狐
噲
」、
第
五
章
も
「
国
栖
」
に
改
め
ら
れ
る
）。

　
発
表
当
時
の
評
価
は
、「
吉
野
紀
行
の
思
ひ
出
を
書
い
て
ゐ
る
だ
け
」
の
「
随
筆
」
で
（
広

津
和
郎
「
文
藝
時
評
」『
中
央
公
論
』
一
九
三
一・二
）、「
創
作
」
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
「
紀
行
文
」

で
は
な
い
か
（
Ｕ
Ｎ
Ｓ
「
創
作
総
ま
く
り
（
二
）」『
国
民
新
聞
』
同・二・六
）
と
低
調
で
あ
っ
た
。

千
葉
亀
雄
は
、開
幕
に
「
六
百
年
前
の
南
朝
の
史
蹟
を
土
台
」
に
し
た
ド
ラ
マ
を
予
感
し
な
が
ら
、

「
後
篇
は
、案
外
、油
気
の
な
い
、輪
郭
的
な
恋
愛
ロ
マ
ン
ス
で
幕
が
落
ち
た
」（「
文
壇
時
評
」『
東

京
日
日
新
聞
』
同
・
一
・
七
、二
・
一
〇
）
と
遺
憾
の
意
を
表
す
る
。
加
能
作
次
郎
は
、
長
谷
川

誠
也
（
天
渓
）
の
『
文
藝
と
心
理
分
析
』（
一
九
三
〇
、春
陽
堂
）
を
参
照
し
、本
作
を
貫
く
「
無

意
識
心
理
学
に
い
ふ
と
こ
ろ
のM

agna M
ater

（Great M
ather

―
巨
母
）
な
る
も
の
ゝ
偉

大
な
力
」
に
照
準
し
た
が
、
本
人
も
強
調
す
る
よ
う
に
「
吉
野
葛
」
自
体
の
批
評
と
は
言
い
が

た
い
（「
母
子
関
係
と
恋
愛
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
三
一
・
三
・
一
三
～
一
九
）。
見
方
が
一
変
す

る
の
は
、「
建
築
技
師
が
設
計
図
を
引
く
や
う
な
注
意
深
い
組
立
て
」（
水
上
瀧
太
郎
「『
吉
野
葛
』

を
読
て
感
あ
り
」『
三
田
文
学
』
同
・
六
）
や
「
作
者
一
流
の
念
の
入
つ
た
構
想
」（
宇
野
浩
二

「
文
学
の
眺
望
」『
改
造
』
同
・
一
〇
）
と
い
っ
た
構
造
的
美
観
へ
の
注
目
か
ら
で
あ
る
。
そ
の

後
、
佐
藤
春
夫
に
よ
る
「
作
者
が
急
角
度
を
以
て
古
典
的
方
向
に
傾
い
た
記
念
的
作
品
」
に
し

て
「
第
二
の
出
発
点
」
と
い
う
評
価
が
定
着
（「
最
近
の
谷
崎
潤
一
郎
を
論
ず
―
春
琴
抄
を
中

心
と
し
て
」『
文
藝
春
秋
』一
九
三
四
・
一
）、の
ち
に
自
ら
の
文
業
を
総
括
し
た
谷
崎
自
身
が「
愛

着
が
深
い
」
作
品
の
ひ
と
つ
と
し
て
挙
げ
る
ま
で
に
な
っ
た
（「「
細
雪
」
そ
の
他
」『
作
品
』

一
九
四
八
・
一
一
／
の
ち
「「
細
雪
」
回
顧
」
と
改
題
）。

　
し
か
し
、
作
者
の
死
後
の
研
究
で
は
「
谷
崎
文
学
に
お
け
る
『
吉
野
葛
』
の
正
当
な
位

置
づ
け
は
未
だ
行
わ
れ
て
い
な
い
」
と
千
葉
俊
二
「『
吉
野
葛
』
論
」（『
お
べ
り
す
く
』

一
九
七
五
・
四
）
は
断
じ
る
。
同
論
は
、
結
末
の
津
村
と
「
私
」
と
の
距
離
に
、
津
村
に
よ
る

母
子
の
物
語
に
終
止
符
を
打
ち
な
が
ら
松
子
と
の
男
女
の
物
語
へ
と
向
う
作
者
自
身
の
姿
を
読

み
取
り
、
谷
崎
に
と
っ
て
の
本
作
の
意
義
を
強
調
し
た
。
千
葉
は
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
昭
和
初
年

代
の
谷
崎
潤
一
郎
」（『
昭
和
文
学
研
究
』
一
九
七
九
・
一
二
）
で
も
「
吉
野
葛
」
で
の
母
性
思

慕
の
完
成
を
提
示
、
こ
れ
に
対
し
て
笠
原
伸
夫
が
母
の
死
を
幻
想
化
し
た
恋
慕
の
主
題
と
語
り

の
技
法
両
面
の
深
化
を
指
摘
し
、
河
野
多
恵
子
が
創
作
動
機
は
津
村
へ
の
羨
望
で
あ
っ
て
母
恋

い
で
は
な
い
と
自
説
（『
谷
崎
文
学
と
肯
定
の
欲
望
』
一
九
七
六
、
文
藝
春
秋
社
）
を
繰
り
返
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生
が
使
ふ
ノ
ー
ト
ブ
ツ
ク
で
、
表
紙
は
ツ
ル
ツ
ル
の
厚
い
西
洋
紙
」
を
選
び
、
二
人
が
手
に
取

る
紙
の
質
の
違
い
が
肌
の
合
わ
な
い
夫
婦
の
関
係
を
象
徴
す
る
（
妻
は
「
白
イ
美
シ
イ
皮
膚
」

を
持
ち
、
夫
は
「
ツ
ル
ツ
ル
し
た
皮
膚
」
を
し
て
い
る
）。

　
そ
の
他
に
も
、
も
と
も
と
異
な
る
組カ

ッ

プ

ル

み
合
せ
だ
っ
た
男
女
が
「
骨
肉
ト
変
リ
ナ
キ
兄
弟
ノ

交
リ
」
を
結
ぶ
た
め
に
血
判
を
捺
す
「
誓
約
書
」
は
、「
か
ん
ぜ
よ
り
で
綴
ぢ
た
二
枚
の
改

良
半
紙
」（「
卍
」）。
母
な
る
人
の
唯
一
の
詠
歌
を
留
め
る
、「
色
紙
は
越
前
の
武
生
か
ら
取

り
寄
せ
た
、
古
代
の
手
法
に
依
つ
た
本
式
の
墨
流
し
の
紙
」（「
夢
の
浮
橋
」『
中
央
公
論
』

一
九
五
九
・
一
〇
）。
老
痴
人
が
み
ず
か
ら
の
墓
石
に
刻
む
べ
く
息
子
の
嫁
の
足
の
拓
本
を
取

る
の
が
、「
金
デ
縁
ヲ
取
ツ
タ
白
唐
紙
ノ
大
型
ノ
色
紙
」（「
瘋
癲
老
人
日
記
」『
中
央
公
論
』

一
九
六
一
・
一
一
～
六
二
・
五
）。
か
よ
う
に
、
谷
崎
文
学
の
い
た
る
と
こ
ろ
、「
紙
」
が
散
り
ば

め
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。「
少
将
滋
幹
の
母
」（『
毎
日
新
聞
』
一
九
四
九
・
一
一
・
一
六
～

五
〇
・
二
・
九
）
で
、
子
の
元
か
ら
連
れ
去
ら
れ
た
母
と
、
そ
の
旧
い
恋
人
。
再
会
し
た
二
人
の

間
で
は
じ
め
「
陸み
ち
の
く
が
み

奥
紙
」（
引
合
せ
紙
と
も
い
い
、
恋
文
に
用
い
ら
れ
た
）
に
記
さ
れ
て
い
た

恋
歌
は
、「
急
の
場
合
で
紙
な
ど
の
持
ち
合
は
せ
が
な
か
つ
た
の
か
、
紙
で
は
却
つ
て
落
ち
散

る
恐
れ
が
あ
つ
た
か
ら
で
あ
ら
う
か
」、
や
が
て
紙
の
代
り
に
「
母
に
見
せ
奉
れ
と
て
腕か
い
なに

書

き
つ
け
」
ら
れ
た
子
（
滋
幹
）
を
媒
な
か
だ
ちに
し
て
、や
り
取
り
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ほ
か
に
も
、「
武

州
公
秘
話
」（『
新
青
年
』
一
九
三
一
・
一
〇
～
三
二
・
一
一
）
で
、
法
師
丸
（
武
州
公
＝
桐
生
武

蔵
守
輝
勝
の
幼
名
）
に
暗
殺
さ
れ
て
鼻
を
削
が
れ
る
薬
師
寺
弾
正
政
高
は
「
鳥
の
子
紙
の
や
う

に
肌
理
が
細
か
」
く
、
輝
勝
と
共
謀
関
係
を
結
ぶ
桔
梗
の
方
が
「
奉
書
紙
の
や
う
な
白
い
頬
」

を
し
て
い
る
よ
う
に
、
小
説
の
作
中
人
物
た
ち
は
次
第
に
「
紙
」
に
似
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
谷
崎
文
学
は
、「
内
容
」
と
「
形
式
」、「
装
釘
」
や
「
本
文
の
紙
質
」
な
ど
、「
す
べ
て
が
渾

然
と
融
合
し
て
一
つ
の
作
品
を
成
す
」。
こ
の
谷
崎
の
美
意
識
が
書
物
と
し
て
結
晶
し
た
の
が
、

「
四
六
判
和
装
横
本
」
で
「
表
紙
本
文
別
漉
用
紙
使
用
」
と
い
う
仕
様
で
刊
行
さ
れ
た
「
潤
一

郎
六
部
集
」
と
題
さ
れ
た
シ
リ
ー
ズ
だ
（「
潤
一
郎
六
部
集
　
谷
崎
潤
一
郎
超
豪
華
選
集
」
チ

ラ
シ
、
一
九
三
七
）。

本
統
の
完
結
さ
れ
た
創
作
と
云
ふ
も
の
は
、
活
字
、
体
裁
、
装
釘
等
総
て
に
作
家
の
藝
術

的
良
心
を
活
動
さ
せ
、
そ
れ
等
の
持
つ
藝
術
性
が
創
作
と
相
応
し
、
協
力
し
て
、
始
め
て

此
の
藝
術
は
完
成
し
た
の
で
あ
る
。（
…
）
小
社
は
こ
の
度
、
大
谷
崎
氏
の
藝
術
に
多
大

な
尊
敬
を
払
ふ
余
り
、
氏
に
請
う
て
最
近
の
傑
作
と
自
任
さ
れ
る
も
の
六
篇
を
選
び
、
装

釘
そ
の
他
一
切
を
お
任
せ
し
て
、
偉
大
な
る
氏
の

藝
術
を
遺
憾
な
く
表
現
し
て
い
た
ゞ
く
こ
と
に
し

た
。（「
発
行
の
辞
」『
潤
一
郎
六
部
集
も
く
ろ
く
』

一
九
三
六
、
創
元
社
）

　
各
頁
に
小
出
楢
重
の
挿
画
を
掲
載
、
別
刷
口
絵

一
九
点
挿
入
、
和
本
仕
立
て
の
第
一
集
『
蓼
喰
ふ
虫
』

（
一
九
三
六
、
創
元
社
）。
浅
黄
色
の
和
紙
に
銀
の
題
簽

を
配
し
た
表
紙
、
本
文
は
サ
ビ
紙
で
安
田
靫
彦
の
挿
画

が
雁
皮
紙
と
い
う
第
二
集
『
盲
目
物
語
』（
一
九
三
七
、

同
）。
な
か
で
も
、
ひ
と
き
わ
眼
を
惹
く
の
が
第
三
集

『
吉
野
葛
』（
一
九
三
七
、
同
）
で
あ
る
。
樋
口
富
麿
原

画
・
妹
尾
健
太
郎
摺
り
効
果
に
よ
る
中
扉
六
葉
、
北
尾
鐐
之
助
撮
影
の
写
真
二
五
葉
が
挿
入
さ

れ
て
い
る
。
な
に
よ
り
、
そ
の
表
紙
（
図
）。
和
紙
の
お
も
て
に
葛
の
葉
が
漉
き
込
ま
れ
、
白

い
紙
の
繊
維
と
絡
ん
で
美
し
い
。
こ
の
装
幀
に
つ
い
て
は
、
柳
宗
悦
主
催
の
雑
誌
『
工
藝
』
の

用
紙
を
手
が
け
、
吉
井
勇
に
連
作
「
紙
匠
の
家
」
で
詠
わ
れ
、
富
山
に
疎
開
中
の
棟
方
志
功
と

親
交
を
結
ん
だ
、
日
本
画
家
で
表
具
師
か
つ
紙
漉
職
人
の
谷
井
秀
峰
（
三
郎
）
が
「
谷
崎
潤
一

郎
の
「
吉
野
葛
」
の
用
紙
及
び
、
葛
の
葉
を
入
れ
た
表
紙
を
漉
い
た
」
の
だ
と
い
う
（「
あ
る

竹
田
贋
作
も
の
が
た
り
―
紙
匠
・
谷
井
三
郎
の
こ
と
」『
芸
術
新
潮
』
一
九
六
八
・
五
）。
書
物

の
装
い
に
似
つ
か
わ
し
く
、
秋
の
日
に
輝
く
「
障
子
の
紙
」
の
「
白
」
さ
に
「
貧
し
い
な
が
ら

身
だ
し
な
み
の
い
い
美
女
の
や
う
」
な
姿
を
重
ね
、
紙
と
女
の
二
重
の
肌
に
眩
惑
さ
れ
る
「
吉

野
葛
」
の
語
り
手
「
私
」（
そ
し
て
津
村
青
年
）
は
、
谷
崎
文
学
の
住
人
た
る
資
格
を
ま
ち
が

い
な
く
有
し
て
い
る
。

　
本
稿
は
、
谷
崎
文
学
に
お
け
る
「
紙
」
と
い
う
モ
チ
ー
フ
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
、「
吉
野
葛
」

を
論
ず
る
も
の
で
あ
る
。

二
、
テ
ク
ス
ト
の
成
立
と
評
価
史

　「
吉
野
葛
」
は
、『
中
央
公
論
』
一
九
三
一
年
一
月
発
行
の
新
年
特
輯
號
に
「
そ
の
四
（
葛
の

葉
）」
ま
で
、
同
年
二
月
號
に
「
そ
の
五
（
く
ら
が
り
峠
）」
以
降
が
掲
載
さ
れ
た
の
ち
、『
盲

目
物
語
』（
一
九
三
二
・
二
、
中
央
公
論
社
）
に
収
録
さ
れ
た
。
同
書
の
は
し
が
き
に
は
、「
此

『吉野葛』（1937・12、創元社）
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の
書
の
装
幀
は
作
者
自
身
の
好
み
に
成
る
も
の
だ
が
、
函
、
表
紙
、
見
返
し
、
扉
、
中
扉
等
の

紙
は
、悉
く
「
吉
野
葛
」
の
中
に
出
て
来
る
大
和
の
国
栖
村
の
手
ず
き
の
紙
を
用
ひ
た
」
と
あ
る
。

紙
漉
き
の
里
を
舞
台
に
し
て
、「
紙
」
と
い
う
モ
チ
ー
フ
を
作
中
に
取
り
込
む
。
の
み
な
ら
ず
、

そ
こ
で
漉
か
れ
た
和
紙
を
外
装
に
し
て
、
そ
の
テ
ク
ス
ト
を
包
み
込
む
。
あ
た
か
も
、
内
と
外

が
連
続
す
る
メ
ビ
ウ
ス
の
輪
の
よ
う
に
、
こ
の
書
物
を
な
ぞ
る
う
ち
に
虚
構
の
世
界
へ
と
誘
わ

れ
る
と
い
う
仕
掛
け
だ
。
―
―
「
二
十
年
程
ま
へ
、
明
治
の
末
か
大
正
の
初
め
頃
」、
後
南
朝

を
題
材
に
歴
史
小
説
を
企
む
「
私
」
は
、
旧
友
津
村
に
誘
わ
れ
て
秋
の
吉
野
を
訪
れ
る
。
吉
野

川
を
遡
っ
て
歩
く
う
ち
、
彼
は
お
も
む
ろ
に
身
の
上
話
を
語
り
出
す
。
幼
い
頃
に
亡
く
し
た
母

の
面
影
を
追
っ
て
こ
の
地
に
や
っ
て
き
た
の
だ
と
い
う
。「
自
分
の
場
合
に
は
、
過
去
に
母
で

あ
つ
た
人
も
、
将
来
妻
と
な
る
べ
き
人
も
、
等
し
く
「
未
知
の
女
性
」
で
あ
つ
て
、
そ
れ
が
眼

に
見
え
ぬ
因
縁
の
糸
で
自
分
に
繋
が
つ
て
ゐ
る
」。
実
は
、
母
の
生
地
で
も
あ
る
吉
野
の
紙
郷

国
栖
村
で
そ
の
遠
縁
に
あ
た
る
娘
に
求
婚
す
る
の
が
彼
の
目
的
だ
っ
た
。
結
局
、
意
中
の
娘
・

お
和
佐
を
娶
っ
た
津
村
に
と
っ
て
旅
は
上
首
尾
を
も
た
ら
し
た
が
、「
私
の
計
画
し
た
歴
史
小

説
は
、
や
ゝ
材
料
負
け
の
形
で
と
う
〳
〵
書
け
ず
に
し
ま
つ
た
」
の
で
あ
っ
た
。

　「
私
」
を
見
舞
っ
た
小
説
の
計
画
の
頓
挫
と
い
う
事
態
は
、
本
作
そ
の
も
の
の
執
筆
状
況
と

も
奇
妙
に
符
合
す
る
。「
最
初
あ
の
テ
ー
マ
を
「
葛
の
葉
」
と
云
ふ
題
で
書
き
か
け
て
み
た

が
、
吉
野
の
秋
を
背
景
に
取
り
入
れ
、
国
栖
村
の
紙
す
き
場
の
娘
を
使
ふ
こ
と
が
効
果
的
で

あ
る
こ
と
に
気
が
付
い
て
、
五
十
枚
迄
書
い
て
か
ら
稿
を
捨
て
た
」
と
い
う
の
だ
（「
私
の
貧

乏
物
語
」『
中
央
公
論
』
一
九
三
五
・
一
）。
そ
の
計
画
は
、
中
央
公
論
社
社
長
・
嶋
中
雄
作
へ

宛
て
た
書
簡
で
「
歴
史
物
で
な
く
、
現
代
物
の
百
枚
ぐ
ら
ゐ
の
長
さ
の
物
で
、
非
常
に
目
下

書
き
た
い
も
の
」
が
あ
り
、「
題
は
「
葛
の
葉
」
と
云
ふ
の
で
す
」
と
は
じ
め
て
明
か
さ
れ
る

（
一
九
二
九・
九・二
七
３
）。
そ
の
後
、「「
葛
の
葉
」
の
方
を
書
き
始
め
」
は
し
た
も
の
の
（
一
一
・

二
六
）、「
中
途
か
ら
書
き
直
し
て
手
紙
の
文
の
形
式
に
改
め
」
ら
れ
る
（
一
二・七
）。
こ
の
と
き
、

「
大
体
の
筋
は
此
の
手
紙
の
主
人
公
の
数
代
前
の
母
と
云
ふ
の
は
、
前
身
が
当
時
の
新
町
の
遊

女
で
あ
る
、
そ
の
遊
女
の
実
家
が
今
で
も
吉
野
の
山
の
方
に
百
姓
を
し
て
ゐ
て
、
そ
こ
の
娘
を

嫁
に
貰
ふ
こ
と
に
な
る
、
そ
れ
を
捜
し
あ
て
る
の
に
、
い
ろ
〳
〵
古
い
身
請
の
証
文
や
艶
書
な

ど
を
蔵
の
中
か
ら
引
き
出
し
て
調
べ
る
、と
云
ふ
や
う
な
事
で
す
」
と
内
容
は
固
ま
っ
て
い
た
。

し
か
し
、「「
葛
の
葉
」
は
読
み
返
し
ま
し
た
が
ど
う
も
感
心
し
ま
せ
ん
、
あ
れ
は
童
話
に
書
き

直
し
て
婦
人
雑
誌
か
少
年
雑
誌
へ
出
し
た
い
」と
一
度
は
打
ち
捨
て
ら
れ
そ
う
に
な
る（
翌
・
四
・

二
）。
そ
れ
が
、一
九
二
九
年
秋
と
三
〇
年
秋
の
二
度
の
吉
野
探
訪
か
ら
「
吉
野
の
秋
」
と
「
国

栖
村
の
紙
す
き
場
の
娘
」
を
加
え
て
「
吉
野
葛
」
へ
と
改
作
さ
れ
、
結
局
『
中
央
公
論
』
に
発

表
さ
れ
た
。
経
緯
を
物
語
る
よ
う
に
、
初
出
時
に
は
第
四
章
が
旧
稿
と
同
じ
「
葛
の
葉
」
と
題

さ
れ
て
い
た
（
初
刊
本
で
「
狐
噲
」、
第
五
章
も
「
国
栖
」
に
改
め
ら
れ
る
）。

　
発
表
当
時
の
評
価
は
、「
吉
野
紀
行
の
思
ひ
出
を
書
い
て
ゐ
る
だ
け
」
の
「
随
筆
」
で
（
広

津
和
郎
「
文
藝
時
評
」『
中
央
公
論
』
一
九
三
一・二
）、「
創
作
」
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
「
紀
行
文
」

で
は
な
い
か
（
Ｕ
Ｎ
Ｓ
「
創
作
総
ま
く
り
（
二
）」『
国
民
新
聞
』
同・二・六
）
と
低
調
で
あ
っ
た
。

千
葉
亀
雄
は
、開
幕
に
「
六
百
年
前
の
南
朝
の
史
蹟
を
土
台
」
に
し
た
ド
ラ
マ
を
予
感
し
な
が
ら
、

「
後
篇
は
、案
外
、油
気
の
な
い
、輪
郭
的
な
恋
愛
ロ
マ
ン
ス
で
幕
が
落
ち
た
」（「
文
壇
時
評
」『
東

京
日
日
新
聞
』
同
・
一
・
七
、二
・
一
〇
）
と
遺
憾
の
意
を
表
す
る
。
加
能
作
次
郎
は
、
長
谷
川

誠
也
（
天
渓
）
の
『
文
藝
と
心
理
分
析
』（
一
九
三
〇
、春
陽
堂
）
を
参
照
し
、本
作
を
貫
く
「
無

意
識
心
理
学
に
い
ふ
と
こ
ろ
のM

agna M
ater

（Great M
ather

―
巨
母
）
な
る
も
の
ゝ
偉

大
な
力
」
に
照
準
し
た
が
、
本
人
も
強
調
す
る
よ
う
に
「
吉
野
葛
」
自
体
の
批
評
と
は
言
い
が

た
い
（「
母
子
関
係
と
恋
愛
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
三
一
・
三
・
一
三
～
一
九
）。
見
方
が
一
変
す

る
の
は
、「
建
築
技
師
が
設
計
図
を
引
く
や
う
な
注
意
深
い
組
立
て
」（
水
上
瀧
太
郎
「『
吉
野
葛
』

を
読
て
感
あ
り
」『
三
田
文
学
』
同
・
六
）
や
「
作
者
一
流
の
念
の
入
つ
た
構
想
」（
宇
野
浩
二

「
文
学
の
眺
望
」『
改
造
』
同
・
一
〇
）
と
い
っ
た
構
造
的
美
観
へ
の
注
目
か
ら
で
あ
る
。
そ
の

後
、
佐
藤
春
夫
に
よ
る
「
作
者
が
急
角
度
を
以
て
古
典
的
方
向
に
傾
い
た
記
念
的
作
品
」
に
し

て
「
第
二
の
出
発
点
」
と
い
う
評
価
が
定
着
（「
最
近
の
谷
崎
潤
一
郎
を
論
ず
―
春
琴
抄
を
中

心
と
し
て
」『
文
藝
春
秋
』一
九
三
四
・
一
）、の
ち
に
自
ら
の
文
業
を
総
括
し
た
谷
崎
自
身
が「
愛

着
が
深
い
」
作
品
の
ひ
と
つ
と
し
て
挙
げ
る
ま
で
に
な
っ
た
（「「
細
雪
」
そ
の
他
」『
作
品
』

一
九
四
八
・
一
一
／
の
ち
「「
細
雪
」
回
顧
」
と
改
題
）。

　
し
か
し
、
作
者
の
死
後
の
研
究
で
は
「
谷
崎
文
学
に
お
け
る
『
吉
野
葛
』
の
正
当
な
位

置
づ
け
は
未
だ
行
わ
れ
て
い
な
い
」
と
千
葉
俊
二
「『
吉
野
葛
』
論
」（『
お
べ
り
す
く
』

一
九
七
五
・
四
）
は
断
じ
る
。
同
論
は
、
結
末
の
津
村
と
「
私
」
と
の
距
離
に
、
津
村
に
よ
る

母
子
の
物
語
に
終
止
符
を
打
ち
な
が
ら
松
子
と
の
男
女
の
物
語
へ
と
向
う
作
者
自
身
の
姿
を
読

み
取
り
、
谷
崎
に
と
っ
て
の
本
作
の
意
義
を
強
調
し
た
。
千
葉
は
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
昭
和
初
年

代
の
谷
崎
潤
一
郎
」（『
昭
和
文
学
研
究
』
一
九
七
九
・
一
二
）
で
も
「
吉
野
葛
」
で
の
母
性
思

慕
の
完
成
を
提
示
、
こ
れ
に
対
し
て
笠
原
伸
夫
が
母
の
死
を
幻
想
化
し
た
恋
慕
の
主
題
と
語
り

の
技
法
両
面
の
深
化
を
指
摘
し
、
河
野
多
恵
子
が
創
作
動
機
は
津
村
へ
の
羨
望
で
あ
っ
て
母
恋

い
で
は
な
い
と
自
説
（『
谷
崎
文
学
と
肯
定
の
欲
望
』
一
九
七
六
、
文
藝
春
秋
社
）
を
繰
り
返
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想〉は宿る

葉
集
』
巻
一

−

二
七
）
と
詠
っ
た
「
吉よ
し

野
」
と
「
葛く
ず

」（
国
栖
）
と
い
う
修テ
ク
ス
チ
ュ
ア
ル

辞
的
な
地
名
を
含
み
、

「
蘆あ
し

刈
」
と
と
も
に
〈
良
し
／
悪
し
〉
の
対
を
な
す
タ
イ
ト
ル
。
か
つ
て
、「
こ
ん
な
に
掛
詞
を

使
っ
た
題
名
の
作
品
を
書
い
た
作
家
は
他
に
い
る
か
」（
千
葉
俊
二
「
谷
崎
文
学
の
魅
力
―
歌

と
物
語
」『
芦
屋
市
谷
崎
潤
一
郎
記
念
館
ニ
ュ
ー
ス
』
二
〇
〇
二
・
九
、〇
三
・
三
）。
テ
ク
ス
ト

に
も
、「
初
音
の
鼓
」（
鼓
を
打
つ

0

0

／
頼
朝
を
討
つ

0

0

）、「
信
田
の
も
ウ
り
の
う0

ウ
ら
み

0

0

葛
の
葉
」（
裏

見
／
恨
み
）、「「
逃
れ
来
て
身
を
お
く

0

0

や
ま
の
柴
の
戸
に
月
と
心
を
あ
わ
せ
て
ぞ
す
む

0

0

」
と
云

ふ
北
山
宮
の
御
歌
」（
身
を
置
く

0

0

／
奥0

山
、
住
む
／
澄
む
）、
紙
漉
き
の
里
と
稲
荷
の
祠
（
紙
／

神
）
な
ど
、
数
々
の
掛
詞
が
仕
組
ま
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
津
村
の
母
の
実
家
の
「
昆こ
ん
ぶ布
」
と

い
う
姓
に
は
、
地
歌
「
狐こ
ん
か
い噲
」
と
も
絡
ん
で
狐
の
泣
き
声
（
コ
ン
）
が
隠
さ
れ
、
最
後
の
橋
の

場
面
で
閉
幕
の
拍
子
木
の
ご
と
く
鳴
る
「
コ
ー
ン
、
コ
ー
ン
」
と
い
う
下
駄
の
響
き
も
混
じ
っ

て
聴
こ
え
て
く
る
（
細
江
光
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
吉
野
葛
」
を
め
ぐ
っ
て
」）。
そ
し
て
、「
南

朝
の
遺
臣
の
血
統
」
と
母
の
血
筋
を
繋
い
で
ゆ
く
そ
の
家
名
は
ま
さ
に
「
子こ

ん

ぶ
産
婦
」
で
も
あ
る

の
だ
（
小
森
陽
一
『
縁
の
物
語
』）。
以
下
、「
掛
詞
」
や
「
多
義
性
」
が
絡
み
合
う
テ
ク
ス
ト

に
描
か
れ
る
「
母
恋
い
」
の
主
題
と
「
紙
」
の
密
接
な
関
係
を
読
み
解
い
て
い
き
た
い
。

三
、
和
紙
の
来
歴

　
谷
崎
潤
一
郎
の
「
紙
」（
と
り
わ
け
和
紙
）
に
対
す

る
偏

フ
ェ
テ
ィ
シ
ズ
ム
愛
。
そ
れ
が
具
現
化
し
た
『
自
筆
本
蘆
刈
』

（
一
九
三
三
、創
元
社
）
に
は
、「
本
文
の
用
紙
雁
皮
紙
」、

「
表
紙
の
古
代
モ
ミ
紙
」、「
見
返
し
の
染
紙
」、「
署
名

紙
の
黄
紙
」
の
す
べ
て
を
作
者
の
好
み
に
合
わ
せ
て
別

漉
に
し
た
こ
と
、「
題
箋
の
吉
野
紙
を
表
紙
の
モ
ミ
紙

に
は
り
付
け
る
技
術
」
を
用
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
た
紙

片
が
同
封
さ
れ
て
い
る
（
図
）。
ま
た
、
古
典
回
帰
を

象
徴
す
る
『
潤
一
郎
訳
源
氏
物
語
』
全
二
六
巻

（
一
九
三
九
～
四
一
、中
央
公
論
社
）
の
普
及
版
は
「
全

巻
コ
ツ
ト
ン
紙
使
用
」、
表
紙
は
「
型
漉
特
製
紙
」、
見

返
し
は
「
鳥
の
子
紙
」、
総
扉
に
「
生
漉
石
州
半
紙
」、

中
扉
に
「
改
良
半
五
色
紙
」、
序
・
例
言
・
総
目
録
に

は「
生
漉
薄
口
鳥
の
子
紙
」が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
千
部
限
定
愛
蔵
本
は
特
製
桐
箱
入
り
で「
全

巻
鳥
の
子
紙
」
を
使
い
、
そ
の
「
銀
鼠
地
花
襷
模
様
木
版
雲
母
刷
」
の
輝
く
表
紙
に
は
「
半
草

鳥
の
子
紙
」、見
返
し
に
は
「
鳥
の
子
紙
」、総
扉
に
は
「
雲
母
引
生
漉
鳥
の
子
紙
」、中
扉
は
「
生

漉
楮
五
色
紙
」
が
選
ば
れ
て
い
る
（
以
上
、
内
容
見
本
）。
敗
戦
直
後
の
『
都
わ
す
れ
の
記
』

（
一
九
四
八
、
創
元
社
）
は
、「
用
紙
は
和
紙
二
つ
折
と
し
、
絵
も
文
字
も
す
べ
て
木
版
手
摺
」、

「
装
幀
は
和
綴
帙
入
り
」
と
い
っ
た
条
件
が
谷
崎
か
ら
提
示
さ
れ
、「
和
紙
の
入
手
に
福
井
、
鳥

取
を
か
け
廻
り
、
約
一
ヶ
月
を
費
し
て
千
冊
分
の
純
生
漉
紙
を
入
手
す
る
事
が
出
来
た
」
と
い

う
。
ま
た
、「
見
返
し
、
表
紙
、
帙
用
の
紙
は
」、「
疎
開
先
で
危
う
く
難
を
免
れ
た
鳥
の
子
和

紙
を
使
用
す
る
事
に
な
っ
た
」
と
も
い
う
（
以
上
、
品
川
清
臣
編
『〈
鼎
談
〉
餐
』
一
九
八
三
、

柏
書
房
）。
こ
れ
ら
様
々
に
谷
崎
文
学
を
彩
る
「
紙
」
が
、「
吉
野
葛
」
の
作
中
に
は
、
日
光
を

反
射
す
る
「
障
子
の
紙
」、「
紙
が
黒
焦
げ
に
焦
げ
た
如
く
汚
れ
」
た
古
文
書
と
そ
の
「
写
し
」、

「
真
つ
白
な
色
紙
を
散
ら
し
た
や
う
」
に
「
軒
先
に
乾
し
て
あ
る
紙
」
な
ど
、
其
処
彼
処
に
散

り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
、
亡
き
母
の
経
歴
を
記
し
た
戸
籍
、
母
と
父
の
交
わ
し
た
艶

書
、母
方
の
祖
母
の
消
息
と
い
っ
た
故
人
に
ま
つ
わ
る
記
録
や
手
紙
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。

　「
紙
」
と
は
、「
植
物
性
繊
維
を
水
に
分
散
さ
せ
、
脱
水
、
乾
燥
の
工
程
を
経
て
繊
維
を

絡
み
合
わ
せ
て
薄
葉
物
、
す
な
わ
ち
シ
ー
ト
状
に
し
た
も
の
」４
で
あ
る
（
こ
の
点
、
和
洋

の
差
異
は
な
い
）。
そ
の
起
源
は
古
く
、「
紙
と
云
ふ
も
の
は
支
那
人
の
発
明
」（「
陰
翳
礼

讃
」）
で
、
は
じ
ま
り
は
後
漢
時
代
の
宦
官
・
蔡
倫
が
従
来
の
製
紙
技
術
を
改
良
し
た
こ
と

に
よ
る
。『
日
本
書
紀
』
の
推
古
天
皇
一
八
（
六
一
〇
）
年
の
く
だ
り
に
「
曇ど
む
て
う徴
知ご
き
や
う
を
し
れ
り

五
経
」、

「
能
よ
く
さ
い
し
き
と
か
み
す
み
と
を
つ
く
り

作
彩
色
及
紙
墨
」
と
あ
り
、
遅
く
と
も
七
世
紀
初
頭
ま
で
に
は
半
島
経
由
で
製
造
法
が
伝

来
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
産
地
と
し
て
は
越
前
（
福
井
）
や
美
濃
（
岐
阜
）
な
ど
が
名
高

い
が
、
な
か
で
も
製
紙
業
の
定
着
時
に
政
治
の
中
心
で
図
書
寮
が
置
か
れ
た
大
和
（
奈
良
）
は

官
営
造
紙
の
発
祥
地
と
な
り
、
印
刷
技
術
を
駆
使
し
た
百
万
塔
陀
羅
尼
の
よ
う
な
事
業
に
大
量

の
紙
が
費
や
さ
れ
た
。
平
安
遷
都
後
も
、
大
和
産
の
柔
ら
か
な
紙
は
貴
族
階
級
に
懐
紙
と
し
て

愛
用
さ
れ
（
御
簾
紙
、
美
栖
紙
と
称
し
た
）、
そ
の
薄
さ
か
ら
漆
漉
し
紙
に
も
使
わ
れ
た
。
出

版
用
紙
そ
の
他
の
生
活
必
需
品
と
し
て
の
紙
の
需
要
が
拡
大
し
た
近
世
に
は
、
宇
陀
郡
の
紙
商

が
上
方
市
場
に
出
荷
し
た
た
め
に
宇
陀
紙
（
表
装
裏
打
用
紙
）
の
名
で
も
知
ら
れ
た
。
近
代
以

降
、
特
に
「
大
和
国
吉
野
郡
の
国
栖
村
は
関
西
の
紙
の
需
用
を
引
受
て
盛
な
仕
事
ぶ
り
」（
柳

宗
悦
『
手
仕
事
の
日
本
』
一
九
四
八
、
靖
文
社
）
で
あ
っ
た
。

　
　  

吉
野
郡
上
市
町
の
東
三
里
、
吉
野
川
に
沿
ふ
て
上
流
に
進
む
と
翠
巒
に
囲
ま
れ
、
清
流
に
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し
た
。
た
つ
み
都
志
「
実
母
思
慕
構
造
と
し
て
の
「
吉
野
葛
」
―
「
蘆
刈
」
と
の
構
造
上
の
類

似
点
」（『
昭
和
文
学
研
究
』
一
九
八
四
・
七
）
は
、
同
じ
く
母
恋
い
を
描
く
「
蘆
刈
」
と
と
も

に
構
成
を
図
解
し
つ
つ
、
母
を
巡
る
夢
想
者
の
理
想
と
覚
醒
者
の
認
識
と
い
う
葛
藤
の
解
決
策

と
し
て
、
劇
中
劇
の
幻
想
性
と
紀
行
文
的
要
素
の
導
入
を
挙
げ
た
。
三
田
村
雅
子
「
二
股
道
の

果
て
―
「
吉
野
葛
」
の
旅
か
ら
「
蘆
刈
」「
夢
の
浮
橋
」
へ
」（『
日
本
の
文
学
』

一
九
八
八
・
五
）
は
、
分
岐
点
の
通
過
と
中
空
に
掛
け
ら
れ
た
橋
と
い
う
モ
チ
ー
フ
の
反
復
に

注
目
し
、「
母
を
恋
ふ
る
記
」
の
「
白
い
一
す
じ
の
道
」
を
辿
る
物
語
か
ら
始
ま
る
母
恋
い
の

系
譜
が
本
作
を
契
機
に
二
股
の
道
を
行
く
輻
輳
構
造
へ
変
貌
し
た
と
論
じ
た
。
こ
れ
ら
の
成
果

か
ら
、「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
吉
野
葛
」
を
め
ぐ
っ
て
」（
細
江
光
・
た
つ
み
都
志
・
千
葉
俊
二
『
解

釈
と
鑑
賞
』
一
九
九
三
・
六
）
が
開
催
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
。

　
東
郷
克
美
「
狐
妻
幻
想
―
「
吉
野
葛
」
と
い
う
織
物
」（『
日
本
の
文
学
』
一
九
八
七
・
四
）

が
本
作
を
「
一
種
の
異
郷
訪
問
譚
」
と
読
み
つ
つ
「「
吉
野
葛
」
の
世
界
は
、
引
用
と
い
う
織

糸
で
お
ら
れ
た
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
」
と
評
し
て
、小
説
の
構
成
や
話
法
の
分
析
が
本
格
化
す
る
。

『
日
本
近
代
文
学
』（
一
九
九
〇
・
五
）
で
は
、「
吉
野
葛
」
を
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
に
「〈
小
特
集
〉

《
語
り
》
の
位
相
」
が
組
ま
れ
、「〝
語
り
〟
に
よ
る
小
説
殺
し
の
小
説
」
と
論
じ
る
千
葉
俊
二
「
狐

の
レ
ト
リ
ッ
ク
―
「
吉
野
葛
」
の
語
り
を
め
ぐ
っ
て
」
を
は
じ
め
、
論
考
が
並
ん
だ
。
金
子
明

雄
「『
吉
野
葛
』
の
物
語
言
説
と
「
私
」
の
位
相
」
は
、「
語
り
の
水
準
」
や
「
距
離
」（
他
者

の
言
説
の
再
現
度
）、「
順
序
」（
物
語
内
容
と
言
説
の
時
間
的
対
応
関
係
）
な
ど
、ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー

の
観
点
か
ら
分
析
を
施
し
た
。
ま
た
、藤
森
清
「〈
語
り
〉
の
機
能 

―
「
吉
野
葛
」
の
場
合
」
は
、

従
来
の
「
語
り
」
と
い
う
術
語
と
〈
語
り
〉（
物ナ
ラ
シ
オ
ン

語
行
為
）
を
明
確
に
区
別
し
て
、
テ
ク
ス
ト

外
に
形
成
さ
れ
る
コ
ン
テ
ク
ス
ト
（
歴
史
小
説
の
計
画
の
失
敗
自
体
の
小
説
化
）
か
ら
、
一
人

称
回
想
形
式
の
帰
結
と
し
て
の
物
語
の
不
可
能
性
を
導
出
し
た
。

　
時コ
ン
テ
ク
ス
ト

代
背
景
に
つ
い
て
、
は
や
く
に
は
花
田
清
輝
「『
吉
野
葛
』
注
」（『
季
刊
藝
術
』

一
九
七
〇
・
一
）
に
よ
っ
て
、
作
中
で
語
ら
れ
る
後
南
朝
を
描
く
歴
史
小
説
の
企
て
と
明
治
末

の
南
北
朝
正
閏
論
争
と
の
同
シ
ン
ク
ロ
ニ
シ
テ
ィ

期
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
花
田
は
、
作
中
の
「
私
」
と
谷
崎
を

同
一
視
し
な
が
ら
、「
表
現
の
自
由
が
制
限
」
さ
れ
て
い
た
昭
和
初
期
に
そ
の
「
歴
史
小
説
」
は
「
検

閲
の
網
に
ひ
っ
か
か
り
、闇
か
ら
闇
に
葬
り
さ
ら
れ
」
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
こ
れ
を
受
け
て
、

小
森
陽
一
は
『
縁
の
物
語
―
『
吉
野
葛
』
の
レ
ト
リ
ッ
ク
』（
一
九
九
二
、
新
典
社
）
や
『〈
ゆ

ら
ぎ
〉
の
日
本
文
学
』（
一
九
九
八
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
ッ
ク
ス
）
な
ど
で
、
皇
統
を
め
ぐ
る
暦
法
的

時
間
の
遡
行
が
歴
史
の
外
部
に
排
除
さ
れ
た
被
差
別
民
の
出
自
へ
帰
着
す
る
と
い
う
、
中
上
健

次
い
う
と
こ
ろ
の
「
物
語
の
毒
」（『
紀
州
―
木
の
国
・
根
の
国
物
語
』
一
九
七
八
、
朝
日
新
聞

社
）
を
抽
出
し
て
み
せ
た
。
ま
た
、
五
味
渕
典
嗣
「
こ
の
国
で
書
く
こ
と
―
『
吉
野
葛
』
と
南

北
朝
正
閏
論
争
」（『
芸
文
研
究
』
二
〇
〇
〇
・
一
二
）
は
、
南
北
朝
問
題
の
言
説
分
析
を
通
じ

て
、
共
同
体
の
論
理
と
津
村
に
よ
る
自
己
語
り
の
相
同
性
を
析
出
し
、
そ
れ
に
抵
抗
を
示
す
存

在
、
す
な
わ
ち
「
物
語
批
判
と
し
て
の
小
説
」
の
力
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
。

　
こ
の
ほ
か
に
、材
源
や
典
拠
を
明
ら
か
に
し
た
研
究
が
あ
る
。
平
山
城
児
『
考
証
『
吉
野
葛
』

―
谷
崎
潤
一
郎
の
虚
と
実
を
求
め
て
』（
一
九
八
三
、
研
分
出
版
）
は
、
谷
崎
の
吉
野
探
訪
の

足
跡
を
辿
っ
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
は
じ
め
、
南
北
朝
史
関
連
の
文
献
調
査
（
特
に
、
谷
崎

が
参
考
に
し
た
と
お
ぼ
し
き
林
水
月『
吉
野
名
勝
誌
』の
特
定
）、作
中
引
用
さ
れ
る
古
文
書「
菜

摘
邨
来
由
」
や
地
歌
「
狐
噲
」
に
つ
い
て
の
検
討
、
六
部
集
版
に
挿
入
さ
れ
た
亡
母
の
書
簡
の

写
真
の
解
読
な
ど
、
膨
大
な
考
証
の
集
大
成
で
あ
る
。
千
葉
俊
二
「「
よ
し
」
と
「
あ
し
」
―

谷
崎
文
学
の
掛
詞
的
発
想
に
つ
い
て
」（『
比
較
文
学
年
誌
』
二
〇
〇
六
・
三
）
は
、「
狐
噲
」
の

ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
の
比
較
か
ら
谷
崎
の
引
用
に
合
致
す
る
詞
章
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
論
証
し
、

京
都
系
の
歌
詞
を
あ
え
て
誤
読
し
て
自
作
の
世
界
に
取
り
込
ん
だ
引
用
の
手
つ
き
を
明
瞭
化
し

た
。
田
鎖
数
馬
「
谷
崎
潤
一
郎
「
吉
野
葛
」
小
考
」（『
国
語
国
文
』
二
〇
一
七
・
六
）
は
、
津

村
の
母
の
遺
品
に
記
さ
れ
た
和
歌
の
典
拠
が
藤
原
仲
実
の
作
で
、
そ
れ
を
「「
定
か
に
見
え
ぬ
」

母
の
存
在
を
暗
示
す
る
た
め
」
に
改
変
し
た
と
指
摘
し
、過
去
の
表
現
を
「
新
し
く
蘇
ら
せ
て
」

み
せ
る
手
法
と
主
題
を
剔
抉
し
た
。

　
テ
ク
ス
ト
の
注
釈
に
は
、
橋
本
芳
一
郎
（『
日
本
近
代
文
学
大
系
３
０
谷
崎
潤
一
郎
集
』

一
九
七
一
、角
川
書
店
）、細
江
光
（『
吉
野
葛・盲
目
物
語
』
改
版
、二
〇
〇
二
、新
潮
文
庫
）、ジ
ャ

ク
リ
ー
ヌ
・
ピ
ジ
ョ
ー
（Tanizaki: Œ

uvres Tom
e.I, L

a B
ibliothèque de la P

léiade, Paris: 
Éditions Gallim

ard, 1997.

）
ら
の
達
成
が
あ
る
。
成
立
過
程
、
本
文
異
同
、
全
集
類
や
文
庫

へ
の
収
録
状
況
に
つ
い
て
は
、『
谷
崎
潤
一
郎
全
集
』
第
一
五
巻
（
二
〇
一
六
、中
央
公
論
新
社
）

の
安
井
孝
に
よ
る
解
題
に
詳
し
い
。

　
本
稿
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、「
吉
野
葛
」
執
筆
と
同
時
期
に
は
じ
ま
る
「
作
歌
体
験
」
の

意
義
と
「
掛
詞
と
い
う
日
本
語
独
特
の
レ
ト
リ
ッ
ク
」
の
発
見
に
つ
い
て
の
指
摘
で
あ
る
（
千

葉
俊
二
「「
よ
し
」
と
「
あ
し
」」）。
こ
の
「
掛
詞
」
と
い
う
日
常
的
文
法
で
は
無
関
係
で
し
か
な

い
物
と
心
と
を
強
引
に
結
合
す
る
修
辞
法
こ
そ
、
母
恋
い
と
妻
問
い
、
歴
史
小
説
の
構
想
、
古

典
の
引
用
、
紀
行
文
的
要
素
と
い
う
本
来
は
関
係
の
な
い
事
柄
を
接
続
さ
せ
る
技
法
だ
と
い
う

の
だ
。
そ
し
て
、天
武
天
皇
が「
淑よ
き
ひ
と
の
よ
し
と
よ
く
み
て
よ
し
と
い
ひ
し
よ
し
の
よ
く
み
よ
よ
き
ひ
と
よ
く
み

人
乃
良
跡
吉
見
而
好
常
言
師
芳
野
吉
見
与
良
人
四
来
三
」（『
万



98

再生する紙に〈理
イデア

想〉は宿る

葉
集
』
巻
一

−

二
七
）
と
詠
っ
た
「
吉よ
し

野
」
と
「
葛く
ず

」（
国
栖
）
と
い
う
修テ
ク
ス
チ
ュ
ア
ル

辞
的
な
地
名
を
含
み
、

「
蘆あ
し

刈
」
と
と
も
に
〈
良
し
／
悪
し
〉
の
対
を
な
す
タ
イ
ト
ル
。
か
つ
て
、「
こ
ん
な
に
掛
詞
を

使
っ
た
題
名
の
作
品
を
書
い
た
作
家
は
他
に
い
る
か
」（
千
葉
俊
二
「
谷
崎
文
学
の
魅
力
―
歌

と
物
語
」『
芦
屋
市
谷
崎
潤
一
郎
記
念
館
ニ
ュ
ー
ス
』
二
〇
〇
二
・
九
、〇
三
・
三
）。
テ
ク
ス
ト

に
も
、「
初
音
の
鼓
」（
鼓
を
打
つ

0

0

／
頼
朝
を
討
つ

0

0

）、「
信
田
の
も
ウ
り
の
う0

ウ
ら
み

0

0

葛
の
葉
」（
裏

見
／
恨
み
）、「「
逃
れ
来
て
身
を
お
く

0

0

や
ま
の
柴
の
戸
に
月
と
心
を
あ
わ
せ
て
ぞ
す
む

0

0

」
と
云

ふ
北
山
宮
の
御
歌
」（
身
を
置
く

0

0

／
奥0

山
、
住
む
／
澄
む
）、
紙
漉
き
の
里
と
稲
荷
の
祠
（
紙
／

神
）
な
ど
、
数
々
の
掛
詞
が
仕
組
ま
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
津
村
の
母
の
実
家
の
「
昆こ
ん
ぶ布

」
と

い
う
姓
に
は
、
地
歌
「
狐こ
ん
か
い噲
」
と
も
絡
ん
で
狐
の
泣
き
声
（
コ
ン
）
が
隠
さ
れ
、
最
後
の
橋
の

場
面
で
閉
幕
の
拍
子
木
の
ご
と
く
鳴
る
「
コ
ー
ン
、
コ
ー
ン
」
と
い
う
下
駄
の
響
き
も
混
じ
っ

て
聴
こ
え
て
く
る
（
細
江
光
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
吉
野
葛
」
を
め
ぐ
っ
て
」）。
そ
し
て
、「
南

朝
の
遺
臣
の
血
統
」
と
母
の
血
筋
を
繋
い
で
ゆ
く
そ
の
家
名
は
ま
さ
に
「
子こ

ん

ぶ
産
婦
」
で
も
あ
る

の
だ
（
小
森
陽
一
『
縁
の
物
語
』）。
以
下
、「
掛
詞
」
や
「
多
義
性
」
が
絡
み
合
う
テ
ク
ス
ト

に
描
か
れ
る
「
母
恋
い
」
の
主
題
と
「
紙
」
の
密
接
な
関
係
を
読
み
解
い
て
い
き
た
い
。

三
、
和
紙
の
来
歴

　
谷
崎
潤
一
郎
の
「
紙
」（
と
り
わ
け
和
紙
）
に
対
す

る
偏

フ
ェ
テ
ィ
シ
ズ
ム
愛
。
そ
れ
が
具
現
化
し
た
『
自
筆
本
蘆
刈
』

（
一
九
三
三
、創
元
社
）
に
は
、「
本
文
の
用
紙
雁
皮
紙
」、

「
表
紙
の
古
代
モ
ミ
紙
」、「
見
返
し
の
染
紙
」、「
署
名

紙
の
黄
紙
」
の
す
べ
て
を
作
者
の
好
み
に
合
わ
せ
て
別

漉
に
し
た
こ
と
、「
題
箋
の
吉
野
紙
を
表
紙
の
モ
ミ
紙

に
は
り
付
け
る
技
術
」
を
用
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
た
紙

片
が
同
封
さ
れ
て
い
る
（
図
）。
ま
た
、
古
典
回
帰
を

象
徴
す
る
『
潤
一
郎
訳
源
氏
物
語
』
全
二
六
巻

（
一
九
三
九
～
四
一
、中
央
公
論
社
）
の
普
及
版
は
「
全

巻
コ
ツ
ト
ン
紙
使
用
」、
表
紙
は
「
型
漉
特
製
紙
」、
見

返
し
は
「
鳥
の
子
紙
」、
総
扉
に
「
生
漉
石
州
半
紙
」、

中
扉
に
「
改
良
半
五
色
紙
」、
序
・
例
言
・
総
目
録
に

は「
生
漉
薄
口
鳥
の
子
紙
」が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
千
部
限
定
愛
蔵
本
は
特
製
桐
箱
入
り
で「
全

巻
鳥
の
子
紙
」
を
使
い
、
そ
の
「
銀
鼠
地
花
襷
模
様
木
版
雲
母
刷
」
の
輝
く
表
紙
に
は
「
半
草

鳥
の
子
紙
」、見
返
し
に
は
「
鳥
の
子
紙
」、総
扉
に
は
「
雲
母
引
生
漉
鳥
の
子
紙
」、中
扉
は
「
生

漉
楮
五
色
紙
」
が
選
ば
れ
て
い
る
（
以
上
、
内
容
見
本
）。
敗
戦
直
後
の
『
都
わ
す
れ
の
記
』

（
一
九
四
八
、
創
元
社
）
は
、「
用
紙
は
和
紙
二
つ
折
と
し
、
絵
も
文
字
も
す
べ
て
木
版
手
摺
」、

「
装
幀
は
和
綴
帙
入
り
」
と
い
っ
た
条
件
が
谷
崎
か
ら
提
示
さ
れ
、「
和
紙
の
入
手
に
福
井
、
鳥

取
を
か
け
廻
り
、
約
一
ヶ
月
を
費
し
て
千
冊
分
の
純
生
漉
紙
を
入
手
す
る
事
が
出
来
た
」
と
い

う
。
ま
た
、「
見
返
し
、
表
紙
、
帙
用
の
紙
は
」、「
疎
開
先
で
危
う
く
難
を
免
れ
た
鳥
の
子
和

紙
を
使
用
す
る
事
に
な
っ
た
」
と
も
い
う
（
以
上
、
品
川
清
臣
編
『〈
鼎
談
〉
餐
』
一
九
八
三
、

柏
書
房
）。
こ
れ
ら
様
々
に
谷
崎
文
学
を
彩
る
「
紙
」
が
、「
吉
野
葛
」
の
作
中
に
は
、
日
光
を

反
射
す
る
「
障
子
の
紙
」、「
紙
が
黒
焦
げ
に
焦
げ
た
如
く
汚
れ
」
た
古
文
書
と
そ
の
「
写
し
」、

「
真
つ
白
な
色
紙
を
散
ら
し
た
や
う
」
に
「
軒
先
に
乾
し
て
あ
る
紙
」
な
ど
、
其
処
彼
処
に
散

り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
、
亡
き
母
の
経
歴
を
記
し
た
戸
籍
、
母
と
父
の
交
わ
し
た
艶

書
、母
方
の
祖
母
の
消
息
と
い
っ
た
故
人
に
ま
つ
わ
る
記
録
や
手
紙
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。

　「
紙
」
と
は
、「
植
物
性
繊
維
を
水
に
分
散
さ
せ
、
脱
水
、
乾
燥
の
工
程
を
経
て
繊
維
を

絡
み
合
わ
せ
て
薄
葉
物
、
す
な
わ
ち
シ
ー
ト
状
に
し
た
も
の
」４
で
あ
る
（
こ
の
点
、
和
洋

の
差
異
は
な
い
）。
そ
の
起
源
は
古
く
、「
紙
と
云
ふ
も
の
は
支
那
人
の
発
明
」（「
陰
翳
礼

讃
」）
で
、
は
じ
ま
り
は
後
漢
時
代
の
宦
官
・
蔡
倫
が
従
来
の
製
紙
技
術
を
改
良
し
た
こ
と

に
よ
る
。『
日
本
書
紀
』
の
推
古
天
皇
一
八
（
六
一
〇
）
年
の
く
だ
り
に
「
曇ど
む
て
う徴
知ご
き
や
う
を
し
れ
り

五
経
」、

「
能
よ
く
さ
い
し
き
と
か
み
す
み
と
を
つ
く
り

作
彩
色
及
紙
墨
」
と
あ
り
、
遅
く
と
も
七
世
紀
初
頭
ま
で
に
は
半
島
経
由
で
製
造
法
が
伝

来
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
産
地
と
し
て
は
越
前
（
福
井
）
や
美
濃
（
岐
阜
）
な
ど
が
名
高

い
が
、
な
か
で
も
製
紙
業
の
定
着
時
に
政
治
の
中
心
で
図
書
寮
が
置
か
れ
た
大
和
（
奈
良
）
は

官
営
造
紙
の
発
祥
地
と
な
り
、
印
刷
技
術
を
駆
使
し
た
百
万
塔
陀
羅
尼
の
よ
う
な
事
業
に
大
量

の
紙
が
費
や
さ
れ
た
。
平
安
遷
都
後
も
、
大
和
産
の
柔
ら
か
な
紙
は
貴
族
階
級
に
懐
紙
と
し
て

愛
用
さ
れ
（
御
簾
紙
、
美
栖
紙
と
称
し
た
）、
そ
の
薄
さ
か
ら
漆
漉
し
紙
に
も
使
わ
れ
た
。
出

版
用
紙
そ
の
他
の
生
活
必
需
品
と
し
て
の
紙
の
需
要
が
拡
大
し
た
近
世
に
は
、
宇
陀
郡
の
紙
商

が
上
方
市
場
に
出
荷
し
た
た
め
に
宇
陀
紙
（
表
装
裏
打
用
紙
）
の
名
で
も
知
ら
れ
た
。
近
代
以

降
、
特
に
「
大
和
国
吉
野
郡
の
国
栖
村
は
関
西
の
紙
の
需
用
を
引
受
て
盛
な
仕
事
ぶ
り
」（
柳

宗
悦
『
手
仕
事
の
日
本
』
一
九
四
八
、
靖
文
社
）
で
あ
っ
た
。

　
　  

吉
野
郡
上
市
町
の
東
三
里
、
吉
野
川
に
沿
ふ
て
上
流
に
進
む
と
翠
巒
に
囲
ま
れ
、
清
流
に
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想〉は宿る

意
味
も
含
ま
れ
る
。
そ
の
反
故
紙
を
和
紙
の
水
に
溶
け
る
性

質
を
利
用
し
て
融
解
し
、
原
料
に
混
ぜ
込
ん
で
再
び
漉
き
直

し
た
紙
が
〈
宿し
ゅ
く
し紙
〉
で
あ
る
。
古
紙
に
書
か
れ
た
文
字
の
墨

が
混
入
し
て
灰
色
に
な
っ
て
残
存
す
る
こ
と
か
ら
薄
墨
紙
と

も
い
い
、天
皇
の
綸
旨
の
料
紙
に
も
用
い
ら
れ
た
。『
吾
妻
鏡
』

に
よ
れ
ば
、元
慶
四
（
八
八
一
）
年
の
清
和
天
皇
崩
御
の
際
、

そ
の
女
御
が
宸
筆
の
書
状
を
漉
き
返
し
て
追
善
の
た
め
の
写

経
に
用
い
た
の
が
始
ま
り
だ
と
い
う
。
以
来
、
故
人
の
手
紙

や
写
経
し
た
紙
な
ど
を
原
料
に
し
た
漉
き
返
し
紙
は
死
者
を

偲
ぶ
依
り
代
と
な
り
、
ま
た
の
名
を
反
魂
紙
、
あ
る
い
は
還

魂
紙
と
称
し
た
。
し
か
し
、
近
世
以
降
、
屑
紙
拾
い
に
収
集

さ
れ
て
漉
き
返
さ
れ
た
紙
は
、
京
都
で
は
西
洞
院
紙
、
江
戸

で
は
浅
草
紙
と
呼
ば
れ
る
塵
紙
と
し
て
広
ま
り
、
次
第
に
権

威
的
・
宗
教
的
な
意
味
合
い
を
失
っ
て
い
く
。
さ
ら
に
近
代
に
入
る
と
製
紙
業
が
機
械
化
さ
れ
、

生
産
増
大
と
大
量
消
費
に
と
も
な
っ
て
古
紙
回
収
業
も
定
着
し
、
繊
維
の
傷
ん
で
柔
ら
か
く

な
っ
た
使
用
済
み
の
紙
は
鼻
紙
や
落
と
し
紙
と
い
っ
た
日
用
品
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
。
敗
戦
直
後
に
は
仙
花
紙
の
よ
う
な
粗
雑
な
紙
が
出
版
に
も
乱
用
さ
れ
、
再
生
紙
は

悪
質
な
紙
の
代
名
詞
と
な
っ
た
。

　「
吉
野
葛
」
は
、
亡
き
母
に
ま
つ
わ
る
「
紙
」、
死
者
達
の
手
紙
を
重
要
な
モ
チ
ー
フ
と
し
て

用
い
て
い
る
。
津
村
は
、祖
母
の
「
形
見
の
品
」
を
整
理
し
よ
う
と
踏
み
入
っ
た
土
蔵
の
中
で
、

「
祖
母
の
手
蹟
ら
し
い
書
類
」
に
交
っ
て
、「
古
い
書
付
け
や
文
反
古
」
を
見
つ
け
る
。
そ
れ
は
、

亡
き
母
が
花
街
に
い
た
頃
の
「
父
と
母
と
の
間
に
交
さ
れ
た
艶
書
」、「
琴
、
三
味
線
、
生
け
花
、

茶
の
湯
等
の
奥
許
し
の
免
状
」
で
あ
っ
た
。
津
村
は
、
な
か
で
も
「
大
和
の
国
の
実
母
ら
し
い

人
か
ら
母
へ
宛
て
た
手
紙
」
に
眼
を
留
め
る
（
図
）。

　
　  

も
う
三
四
十
年
は
立
つ
て
ゐ
る
筈
の
そ
の
紙
は
、
こ
ん
が
り
と
遠
火
に
あ
て
た
や
う
な
色
に

変
つ
て
ゐ
た
が
、
紙
質
は
今
の
も
の
よ
り
も
き
め
が
緻
密
で
、
し
つ
か
り
し
て
ゐ
た
。
津
村

は
そ
の
中
に
通
つ
て
ゐ
る
細
か
い
丈
夫
な
繊
維
の
筋
を
日
に
透
か
し
て
見
て
、「
か
ゝ
さ
ん

も
お
り
と
も
此
か
み
を
す
く
と
き
は
ひ
び
あ
か
ぎ
れ
に
指
の
さ
き
ち
ぎ
れ
る
よ
ふ
に
て
た

ん
と
〳
〵
苦
ろ
ふ
い
た
し
候
」
と
云
ふ
文
句
を
想
ひ
浮
か
べ
る
と
、
そ
の
老
人
の
皮
膚
に
も

似
た
一
枚
の
薄
葉
の
中
に
、
自
分
の
母
を
生
ん
だ
人
の
血
が
籠
つ
て
ゐ
る
の
を
感
じ
た
。

　
そ
の
文
面
か
ら
津
村
は
「
母
の
生
家
が
紙
す
き
を
業
と
し
て
ゐ
た
」
の
を
知
り
、
そ
こ
で
漉

か
れ
た
こ
の
「
二
ひ
ろ
に
も
余
る
長
い
巻
紙
」
に
導
か
れ
る
よ
う
に
妣
の
国
で
あ
る
紙
郷
へ
と

向
か
う
の
で
あ
る
。

　
津
村
が
「
私
」
と
同
道
し
た
際
の
菜
摘
村
の
「
秋
蚕
の
仕
事
」
と
同
様
、
吉
野
を
単
独
で
訪

れ
た
冬
に
見
た
「
紙
を
す
く
の
は
娘
や
嫁
の
手
業
」
に
よ
る
副
業
で
、
原
料
が
泳
ぐ
水
の
冷
た

さ
に
肌
を
晒
す
過
酷
な
労
苦
の
担
い
手
は
主
に
女
性
だ
っ
た
。
貧
村
で
は
、
若
い
女
た
ち
を
「
年

期
奉
公
」
に
や
り
、
さ
ら
に
「
何
か
暮
ら
し
向
き
に
困
る
事
情
」
が
あ
る
と
「
娘
を
金
に
替
へ

た
」。
ま
さ
に
、
津
村
の
母
が
演
じ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
受
難
劇
の
よ
う
に
。
お
和
佐
も
「
生

家
の
暮
ら
し
向
き
が
思
は
し
く
な
い
」
た
め
に
一
時
は
「
下
女
奉
公
」
に
ゆ
き
、「
そ
の
ゝ
ち

ず
つ
と
農
事
の
助
け
を
し
て
ゐ
る
の
だ
が
、
冬
に
な
る
と
仕
事
が
な
く
な
る
と
こ
ろ
か
ら
、
昆

布
の
家
へ
紙
す
き
の
手
伝
ひ
に
や
ら
さ
れ
」、
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
津
村
と
巡
り
あ
う
。
津
村

は
「
生
計
の
援
助
」
の
み
な
ら
ず
、「
紙
す
き
の
工
場
を
拡
げ
」
も
す
る
。「
そ
の
お
蔭
で
昆
布

の
家
は
、
さ
ゝ
や
か
な
手
工
業
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
目
立
つ
て
手
広
く
仕
事
を
す
る
や
う
に

な
つ
た
の
で
あ
る
」。
こ
れ
は
、「
漉
槽
一
個
及
び
之
に
伴
ふ
少
許
の
器
具
」
を
所
有
す
る
の
み

で
（
も
し
く
は
そ
れ
す
ら
な
く
）
原
料
の
購
入
や
製
造
販
売
ま
で
す
べ
て
が
資
本
主
の
紙
商
配

下
に
あ
る
「
家
内
的
製
造
業
者
」
か
ら
、「
多
く
の
漉
槽
を
備
へ
、
職
工
を
使
役
し
て
製
造
を

営
む
」
よ
う
な
独
立
自
営
の
「
工
場
的
製
造
業
者
」
へ
の
転
身
を
意
味
す
る
だ
ろ
う
（『
日
本

紙
業
総
覧
』
一
九
三
七
、
王
子
製
紙
株
式
会
社
販
売
部
）。
み
ご
と
階
級
上
昇
を
果
し
た
娘
の

お
伽
噺
は
、「
幼
少
の
頃
大
阪
の
色
町
へ
売
ら
れ
」
て
の
ち
に
「
大
家
の
御
料
人
様
に
出
世
し
た
」

と
い
う
亡
母
の
物
語
の
異
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト

本
、ま
た
は
異
同
を
含
む
写コ
ピ
ーし

で
あ
る
。
津
村
は
、落
魄
し
た
母
（
の

分
身
）
を
救
済
す
べ
く
、
こ
の
「
山
村
の
シ
ン
デ
レ
ラ
」（
花
田
清
輝
「『
吉
野
葛
』
注
」）
の

筋
書
を
改
訂
し
、幸ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド

せ
な
結
末
に
差
し
替
え
よ
う
と
す
る
。
お
和
佐
の
生
を
、母
方
の
祖
母
、「
お

り
と
」
や
「
お
え
い
」、
そ
し
て
「
津
村
の
母
の
お
す
み
」
も
生
き
た
か
も
し
れ
な
い

0

0

0

0

0

0

。
彼
女

0

0

の
生
き
る
物
語
は
、
こ
の
地
に
生
を
受
け
た
す
べ
て
の
彼
女
た
ち

0

0

0

0

の
人
生
の
再リ
プ
リ
ン
ト版さ
れ
た
別
の

版エ
デ
ィ
シ
ョ
ンに

な
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
物
語
の
結
末
の
先
に
は
ま
だ
続
き
が
あ
る
。

　
谷
崎
が
取
材
の
た
め
に
「
国
栖
村
の
紙
す
き
場
」
を
訪
れ
た
の
は
一
九
二
九
年
６
の
こ
と
。

そ
の
前
年
の
調
査
報
告
に
よ
れ
ば
、
奈
良
県
の
国
栖
村
（
と
衰
退
期
に
あ
っ
た
同
県
丹
生
村
）

で
は
計
一
七
二
戸
が
製
紙
業
を
営
み
、
五
六
六
人
が
紙
漉
き
に
従
事
し
て
い
た
。
紙
商
人
か
ら

提
供
さ
れ
た
原
料
の
楮
を
国
栖
紙
業
組
合
が
共
同
購
入
し
、
加
工
賃
の
協
定
か
ら
、
製
造
期
間

や
製
品
の
等
級
の
決
定
、
共
同
販
売
ま
で
を
差
配
す
る
。
そ
う
し
て
国
栖
村
で
生
産
さ
れ
た
吉

六部集版『吉野葛』に挿入された母宛ての手紙の写真
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臨
む
平
和
な
村
落
に
達
す
る
。
こ
れ
即
ち
紙
郷
国
栖
村
で
あ
る
。（
…
）
紙
業
は
主
と
し

て
窪
垣
内
以
下
の
四
ケ
所
で
行
は
れ
、（
…
）こ
の
地
方
で
は
若
い
女
が
漉
い
て
ゐ
る（
…
）。

 

（
禿
氏
祐
祥
「
吉
野
地
方
の
製
紙
業
」『
郷
土
研
究 

上
方
』
一
九
四
二
・
三
）

　
こ
の
「
吉
野
郡
」
は
「
紙
郷
国
栖
村
」
の
「
窪
垣
内
」
こ
そ
、
津
村
の
見
い
出
し
た
亡
母

宛
て
の
手
紙
が
発
信
さ
れ
た「
大
和
国
吉
野
郡
国
栖
村
窪
垣
内
昆
布
助
左
衛
門
内
」の
所
在
地
、

す
な
わ
ち
「
吉
野
葛
」
の
描
く
母
を
恋
う
る
旅
の
最
終
目
的
地
で
あ
る
（「
昆
布
」
家
も
実
在

す
る
。
図
参
照
）。

　
　  

国
栖
の
方
で
は
、
村
人
の
多
く
が
紙
を
作
つ
て
生
活
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
も
今
時
に
珍
し
い

原
始
的
な
方
法
で
、
吉
野
川
の
水
に
楮
の
繊
維
を
晒
し
て
は
、
手
ず
き
の
紙
を
製
す
る
の

で
あ
る
。
そ
し
て
此
の
村
に
は
「
昆
布
」
と
云
ふ
変
つ
た
姓
が
非
常
に
多
い
の
だ
さ
う
だ

が
、
津
村
の
親
戚
も
亦
昆
布
姓
を
名
の
り
、
矢
張
り
製
紙
を
業
と
し
て
ゐ
て
、
村
で
は
一

番
手
広
く
や
つ
て
ゐ
る
家
で
あ
つ
た
。

　
吉
野
川
の
「
東
か
ら
西
へ
流
下
す
る
水
流
」
は
「
紙
料
を
浸
し
こ
れ
を
日
光
に
晒
す
に
便

利
」
で
、「
北
岸
の
山
麓
た
る
傾
斜
面
に
建
並
ぶ
家
々
は
、
干
板
を
配
列
す
る
に
都
合
が
よ
い
」

（
禿
氏
祐
祥
「
吉
野
紙
雑
考
」『
和
紙
研
究
』
一
九
三
九
・
一
）。
そ
し
て
、「
吉
野
の
国
栖
地
方

は
神
代
か
ら
知
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
紙
漉
の
技
術
も
そ
の
頃
か
ら
知
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
ら
う

と
の
自
負
心
を
村
人
が
持
つ
て
ゐ
る
」
の
だ
と
い
う
。
こ
の
地
は
、『
日
本
書
紀
』
の
神
武
即

位
前
紀
に
「
有お
あ
り
て

尾
而
披い
は
を
お
し
わ
け
て

磐
石
而
出い
づ
る
も
の

者
」、「
此
こ
れ
す
な
わ
ち則

吉よ
し
の
の
く
に
す
ら
が

野
国
樔
部
始は
じ
め
の
お
や祖

也な
り

」
と
記
さ
れ
、「
万
葉

に
、「
天
皇
幸
于
吉
野
宮
」
と
あ
る
天
武
天
皇
の
吉
野
の
離
宮
、
―
―
―
笠
朝
臣
金
村
の
所
謂

「
三み
よ
し
ぬ
の
た
ぎ
つ
か
ふ
ち
の
お
ほ
み
や
ど
こ
ろ

吉
野
乃
多
芸
都
河
内
之
大
宮
所
」」（「
吉
野
葛
」）
が
構
え
ら
れ
た
場
所
で
あ
る
。「
壬
申
の

乱
に
は
村
国
庄
司
男
依
な
る
者
天
武
帝
の
お
味
方
を
申
し
て
大
友
皇
子
を
討
ち
奉
つ
た
」（「
吉

野
葛
」）
と
い
う
真
偽
定
か
な
ら
ぬ
古
文
書
「
菜
摘
邨
来
由
」
が
実
際
に
伝
わ
る
の
み
な
ら
ず
、

そ
の
大
海
人
皇
子
（
の
ち
の
天
武
天
皇
）
こ
そ
紙
漉
き
の
業
を
授
け
た
者
だ
と
い
う
古
潭
も

遺
っ
て
い
る
５
。
叛
逆
の
皇
子
が
齎
し
た
と
い
う
吉
野
紙
は
薄
く
柔
ら
か
く
、
南
北
朝
時
代
に

は
南
朝
方
の
天
皇
の
指
令
書
を
伝
え
る
密
使
が
束
ね
た
髪
に
隠
し
て
運
ん
だ
「
髻
も
と
ど
りの
綸
旨
」
に

も
用
い
ら
れ
た
。
天
武
統
治
期
を
神
代
と
讃
え
る
笠
朝
臣
金
村
が
養
老
七
（
七
二
三
）
年
の
吉

野
行
幸
に
同
道
し
た
際
の
作
「
山や
ま

高た
か

三み

白し
ら
ゆ
ふ
は
な
に

木
綿
花
落お
ち

多た

ぎ

つ
芸
追
滝た
き

之の

河か
ふ
ち内

者は

雖み
れ
ど見

不あ
か
ぬ飽

香か

も聞
」（
巻

六

−
九
〇
九
）
は
吉
野
川
の
激
流
を
白
木
綿
花
（
細
く
紐
状
に
割
い
て
花
弁
の
よ
う
に
広
げ
た

楮
の
白
皮
）
に
見
立
て
た
も
の
だ
が
、
土
地
の
伝
承
を
踏
ま
え
れ
ば
、
古
代
の
光
景
と
「
吉
野

川
の
水
に
楮
の
繊
維
を
晒
し
て
」
紙
料
を
洗
う
小
説
の
描
写
が
二
重
写
し
に
見
え
て
く
る
だ
ろ

う
。

　
紙
を
「
漉
く
」
と
い
う
語
が
定
着
す
る
の
は
、「
漉
紙
」（『
延
喜
式
』
巻
一
三
）、「
紙
屋
の

人
を
召
し
て
（
…
）
漉
か
せ
給
へ
る
」（『
源
氏
物
語
』「
鈴
虫
」）
な
ど
平
安
時
代
以
降
、
唐
紙

の
模
倣
か
ら
日
本
特
有
の
技
法
へ
と
移
行
し
て
い
く
中
で
独
自
の
語
彙
が
生
ま
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
（
中
国
語
で
は
「
造
紙
」、
英
語
で
はpaper m

aking 

と
い
い
、
日
本
語
の
「
漉
く
」

の
よ
う
に
紙
を
作
る
こ
と
を
示
す
た
め
だ
け
の
言
葉
は
存
在
し
な
い
）。「
す
く
」
と
い
う
語
に

は
、
木
の
枝
を
透
く

0

0

、
畑
を
鋤
く

0

0

、
髪
を
梳
く

0

0

な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
隙
間
を
作
る
、
混
ぜ

か
え
す
、
美
し
く
並
べ
整
え
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
植
物
の
繊
維
を
ば
ら
ば
ら
に
解
い
て
水

の
中
で
混
ぜ
、
再
び
取
り
集
め
て
均
一
に
整
え
る
と
い
う
紙
漉
き
の
工
程
に
、「
す
く
」
と
い

う
言
葉
の
響
き
に
織
り
込
ま
れ
た
多
層
的
な
意
味
を
透
か
し
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　「
吉
野
葛
」
は
、
そ
の
作
業
の
様
子
を
生
き
い
き
と
描
き
出
し
て
い
る
。

　
　  

母
家
の
右
手
に
、
納
屋
の
や
う
な
小
屋
が
建
つ
て
ゐ
て
、
そ
こ
の
板
敷
の
上
に
十
七
八
に

な
る
娘
が
つ
く
ば
ひ
な
が
ら
、
米
の
研
ぎ
汁
の
や
う
な
色
を
し
た
水
の
中
へ
両
手
を
漬
け

て
、
木
の
枠
を
篩
つ
て
は
さ
つ
と
掬
ひ
上
げ
て
ゐ
る
。
枠
の
中
の
白
い
水
が
、
蒸
籠
の
や

う
に
作
つ
て
あ
る
簾
の
底
へ
紙
の
形
に
沈
殿
す
る
と
、
娘
は
そ
れ
を
順
繰
り
に
板
敷
に
並

べ
て
は
、
や
が
て
又
枠
を
水
の
中
へ
漬
け
る
。
表
に
向
い
た
小
屋
の
板
戸
が
明
い
て
ゐ
る

の
で
、
津
村
は
一
と
叢
の
野
菊
の
す
が
れ
た
垣
根
の
外
に
彳
み
な
が
ら
、
見
る
間
に
二
枚

三
枚
と
漉
い
て
行
く
娘
の
あ
ざ
や
か
な
手
際
を
眺
め
た
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
漉
き
上
げ
た
段
階
の
紙
を
〈
生き
が
み紙

〉
と
呼
ぶ
。
技
術
が
未
発
達
な
頃
の
紙

は
表
面
が
滑
ら
か
で
な
く
、
裏
写
り
す
る
な
ど
書
写
材
と
し
て
問
題
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
叩

く
、
磨
く
な
ど
様
々
な
加
工
を
施
し
た
。
こ
れ
を
〈
熟じ
ゅ
く
し紙
〉
と
呼
ぶ
。
貴
重
品
で
あ
っ
た
紙
は

使
用
後
も
裏
返
し
て
使
っ
た
が
、
書
き
損
じ
を
指
す
反ほ

ぐ故
（
反
古
）
は
も
と
も
と
表
裏
を
反か
え

す

こ
と
か
ら
出
た
言
葉
で
、
古
い
紙
を
繰
り
返
し
使
用
す
る
、
紙
を
解ほ
ぐ

し
て
漉
き
返
す
と
い
っ
た

「大和国国栖大字窪垣内」

「同村昆布宇之吉氏方漉場」
（すべて『和紙研究』1939・1）

「同村昆布庄次郎氏方乾場」
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想〉は宿る

意
味
も
含
ま
れ
る
。
そ
の
反
故
紙
を
和
紙
の
水
に
溶
け
る
性

質
を
利
用
し
て
融
解
し
、
原
料
に
混
ぜ
込
ん
で
再
び
漉
き
直

し
た
紙
が
〈
宿し
ゅ
く
し紙
〉
で
あ
る
。
古
紙
に
書
か
れ
た
文
字
の
墨

が
混
入
し
て
灰
色
に
な
っ
て
残
存
す
る
こ
と
か
ら
薄
墨
紙
と

も
い
い
、天
皇
の
綸
旨
の
料
紙
に
も
用
い
ら
れ
た
。『
吾
妻
鏡
』

に
よ
れ
ば
、元
慶
四
（
八
八
一
）
年
の
清
和
天
皇
崩
御
の
際
、

そ
の
女
御
が
宸
筆
の
書
状
を
漉
き
返
し
て
追
善
の
た
め
の
写

経
に
用
い
た
の
が
始
ま
り
だ
と
い
う
。
以
来
、
故
人
の
手
紙

や
写
経
し
た
紙
な
ど
を
原
料
に
し
た
漉
き
返
し
紙
は
死
者
を

偲
ぶ
依
り
代
と
な
り
、
ま
た
の
名
を
反
魂
紙
、
あ
る
い
は
還

魂
紙
と
称
し
た
。
し
か
し
、
近
世
以
降
、
屑
紙
拾
い
に
収
集

さ
れ
て
漉
き
返
さ
れ
た
紙
は
、
京
都
で
は
西
洞
院
紙
、
江
戸

で
は
浅
草
紙
と
呼
ば
れ
る
塵
紙
と
し
て
広
ま
り
、
次
第
に
権

威
的
・
宗
教
的
な
意
味
合
い
を
失
っ
て
い
く
。
さ
ら
に
近
代
に
入
る
と
製
紙
業
が
機
械
化
さ
れ
、

生
産
増
大
と
大
量
消
費
に
と
も
な
っ
て
古
紙
回
収
業
も
定
着
し
、
繊
維
の
傷
ん
で
柔
ら
か
く

な
っ
た
使
用
済
み
の
紙
は
鼻
紙
や
落
と
し
紙
と
い
っ
た
日
用
品
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
。
敗
戦
直
後
に
は
仙
花
紙
の
よ
う
な
粗
雑
な
紙
が
出
版
に
も
乱
用
さ
れ
、
再
生
紙
は

悪
質
な
紙
の
代
名
詞
と
な
っ
た
。

　「
吉
野
葛
」
は
、
亡
き
母
に
ま
つ
わ
る
「
紙
」、
死
者
達
の
手
紙
を
重
要
な
モ
チ
ー
フ
と
し
て

用
い
て
い
る
。
津
村
は
、祖
母
の
「
形
見
の
品
」
を
整
理
し
よ
う
と
踏
み
入
っ
た
土
蔵
の
中
で
、

「
祖
母
の
手
蹟
ら
し
い
書
類
」
に
交
っ
て
、「
古
い
書
付
け
や
文
反
古
」
を
見
つ
け
る
。
そ
れ
は
、

亡
き
母
が
花
街
に
い
た
頃
の
「
父
と
母
と
の
間
に
交
さ
れ
た
艶
書
」、「
琴
、
三
味
線
、
生
け
花
、

茶
の
湯
等
の
奥
許
し
の
免
状
」
で
あ
っ
た
。
津
村
は
、
な
か
で
も
「
大
和
の
国
の
実
母
ら
し
い

人
か
ら
母
へ
宛
て
た
手
紙
」
に
眼
を
留
め
る
（
図
）。

　
　  

も
う
三
四
十
年
は
立
つ
て
ゐ
る
筈
の
そ
の
紙
は
、
こ
ん
が
り
と
遠
火
に
あ
て
た
や
う
な
色
に

変
つ
て
ゐ
た
が
、
紙
質
は
今
の
も
の
よ
り
も
き
め
が
緻
密
で
、
し
つ
か
り
し
て
ゐ
た
。
津
村

は
そ
の
中
に
通
つ
て
ゐ
る
細
か
い
丈
夫
な
繊
維
の
筋
を
日
に
透
か
し
て
見
て
、「
か
ゝ
さ
ん

も
お
り
と
も
此
か
み
を
す
く
と
き
は
ひ
び
あ
か
ぎ
れ
に
指
の
さ
き
ち
ぎ
れ
る
よ
ふ
に
て
た

ん
と
〳
〵
苦
ろ
ふ
い
た
し
候
」
と
云
ふ
文
句
を
想
ひ
浮
か
べ
る
と
、
そ
の
老
人
の
皮
膚
に
も

似
た
一
枚
の
薄
葉
の
中
に
、
自
分
の
母
を
生
ん
だ
人
の
血
が
籠
つ
て
ゐ
る
の
を
感
じ
た
。

　
そ
の
文
面
か
ら
津
村
は
「
母
の
生
家
が
紙
す
き
を
業
と
し
て
ゐ
た
」
の
を
知
り
、
そ
こ
で
漉

か
れ
た
こ
の
「
二
ひ
ろ
に
も
余
る
長
い
巻
紙
」
に
導
か
れ
る
よ
う
に
妣
の
国
で
あ
る
紙
郷
へ
と

向
か
う
の
で
あ
る
。

　
津
村
が
「
私
」
と
同
道
し
た
際
の
菜
摘
村
の
「
秋
蚕
の
仕
事
」
と
同
様
、
吉
野
を
単
独
で
訪

れ
た
冬
に
見
た
「
紙
を
す
く
の
は
娘
や
嫁
の
手
業
」
に
よ
る
副
業
で
、
原
料
が
泳
ぐ
水
の
冷
た

さ
に
肌
を
晒
す
過
酷
な
労
苦
の
担
い
手
は
主
に
女
性
だ
っ
た
。
貧
村
で
は
、
若
い
女
た
ち
を
「
年

期
奉
公
」
に
や
り
、
さ
ら
に
「
何
か
暮
ら
し
向
き
に
困
る
事
情
」
が
あ
る
と
「
娘
を
金
に
替
へ

た
」。
ま
さ
に
、
津
村
の
母
が
演
じ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
受
難
劇
の
よ
う
に
。
お
和
佐
も
「
生

家
の
暮
ら
し
向
き
が
思
は
し
く
な
い
」
た
め
に
一
時
は
「
下
女
奉
公
」
に
ゆ
き
、「
そ
の
ゝ
ち

ず
つ
と
農
事
の
助
け
を
し
て
ゐ
る
の
だ
が
、
冬
に
な
る
と
仕
事
が
な
く
な
る
と
こ
ろ
か
ら
、
昆

布
の
家
へ
紙
す
き
の
手
伝
ひ
に
や
ら
さ
れ
」、
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
津
村
と
巡
り
あ
う
。
津
村

は
「
生
計
の
援
助
」
の
み
な
ら
ず
、「
紙
す
き
の
工
場
を
拡
げ
」
も
す
る
。「
そ
の
お
蔭
で
昆
布

の
家
は
、
さ
ゝ
や
か
な
手
工
業
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
目
立
つ
て
手
広
く
仕
事
を
す
る
や
う
に

な
つ
た
の
で
あ
る
」。
こ
れ
は
、「
漉
槽
一
個
及
び
之
に
伴
ふ
少
許
の
器
具
」
を
所
有
す
る
の
み

で
（
も
し
く
は
そ
れ
す
ら
な
く
）
原
料
の
購
入
や
製
造
販
売
ま
で
す
べ
て
が
資
本
主
の
紙
商
配

下
に
あ
る
「
家
内
的
製
造
業
者
」
か
ら
、「
多
く
の
漉
槽
を
備
へ
、
職
工
を
使
役
し
て
製
造
を

営
む
」
よ
う
な
独
立
自
営
の
「
工
場
的
製
造
業
者
」
へ
の
転
身
を
意
味
す
る
だ
ろ
う
（『
日
本

紙
業
総
覧
』
一
九
三
七
、
王
子
製
紙
株
式
会
社
販
売
部
）。
み
ご
と
階
級
上
昇
を
果
し
た
娘
の

お
伽
噺
は
、「
幼
少
の
頃
大
阪
の
色
町
へ
売
ら
れ
」
て
の
ち
に
「
大
家
の
御
料
人
様
に
出
世
し
た
」

と
い
う
亡
母
の
物
語
の
異
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト

本
、ま
た
は
異
同
を
含
む
写コ
ピ
ーし

で
あ
る
。
津
村
は
、落
魄
し
た
母
（
の

分
身
）
を
救
済
す
べ
く
、
こ
の
「
山
村
の
シ
ン
デ
レ
ラ
」（
花
田
清
輝
「『
吉
野
葛
』
注
」）
の

筋
書
を
改
訂
し
、幸ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド

せ
な
結
末
に
差
し
替
え
よ
う
と
す
る
。
お
和
佐
の
生
を
、母
方
の
祖
母
、「
お

り
と
」
や
「
お
え
い
」、
そ
し
て
「
津
村
の
母
の
お
す
み
」
も
生
き
た
か
も
し
れ
な
い

0

0

0

0

0

0

。
彼
女

0

0

の
生
き
る
物
語
は
、
こ
の
地
に
生
を
受
け
た
す
べ
て
の
彼
女
た
ち

0

0

0

0

の
人
生
の
再リ
プ
リ
ン
ト版さ
れ
た
別
の

版エ
デ
ィ
シ
ョ
ンに

な
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
物
語
の
結
末
の
先
に
は
ま
だ
続
き
が
あ
る
。

　
谷
崎
が
取
材
の
た
め
に
「
国
栖
村
の
紙
す
き
場
」
を
訪
れ
た
の
は
一
九
二
九
年
６
の
こ
と
。

そ
の
前
年
の
調
査
報
告
に
よ
れ
ば
、
奈
良
県
の
国
栖
村
（
と
衰
退
期
に
あ
っ
た
同
県
丹
生
村
）

で
は
計
一
七
二
戸
が
製
紙
業
を
営
み
、
五
六
六
人
が
紙
漉
き
に
従
事
し
て
い
た
。
紙
商
人
か
ら

提
供
さ
れ
た
原
料
の
楮
を
国
栖
紙
業
組
合
が
共
同
購
入
し
、
加
工
賃
の
協
定
か
ら
、
製
造
期
間

や
製
品
の
等
級
の
決
定
、
共
同
販
売
ま
で
を
差
配
す
る
。
そ
う
し
て
国
栖
村
で
生
産
さ
れ
た
吉

六部集版『吉野葛』に挿入された母宛ての手紙の写真
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想〉は宿る

る
も
の
は
整
序
づ
け
ら
れ
た
厳
格
な
「
意
味
」
の
拘
束
を
逃
れ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ヴ
ェ
ル
で

の
結
び
つ
き
が
可
能
と
な
る
」
の
で
あ
る
（
千
葉
俊
二
「
狐
の
レ
ト
リ
ッ
ク
」）。

　「
私
」
が
「
亡
く
な
つ
た
母
を
偲
び
」
つ
つ
歩
を
踏
み
出
せ
ば
、
津
村
は
「
自
分
の
記
憶
の

中
に
あ
る
唯
一
の
母
の
俤
」を
胸
に
抱
い
て
こ
の
地
を
歩
む
。
二
人
は
、「
母
を
恋
ふ
る
気
持
ち
」

を
分
有
し
て
い
る
。
旅
の
始
発
点
近
く
の
「
六
田
の
淀
の
橋
の
上
」
に
か
つ
て
あ
っ
た
「
私
の
母
」

と
「
頑
是
な
い
私
」
の
姿
は
、
小
説
末
尾
の
旅
の
終
点
で
「
吊
り
橋
の
上
」
に
立
つ
「
私
」
の

半
身
・
津
村
と
母
の
分
身
・
お
和
佐
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
再
現
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
反
復

さ
れ
る
の
が
、「
母
を
恋
ふ
る
記
」（『
東
京
日
日
新
聞
』『
大
阪
毎
日
新
聞
』
一
九
一
九
・
一
・

一
八
～
二
・
二
二
）
に
は
じ
ま
り
、「
蘆
刈
」（『
改
造
』
一
九
三
二
・
一
一
、一
二
）、「
少
将
滋

幹
の
母
」、「
夢
の
浮
橋
」
へ
と
連
な
る
、
唯
一
の
理
想
的
な
女
性
像
と
し
て
の
〈
母
〉
の
面

影
を
宿
す
異
性
へ
の
思
慕
、
い
わ
ゆ
る
〈
母
恋
い
〉
の
主
題
で
あ
る
。
こ
の
リ
ス
ト
に
、
戦

時
下
版「
谷
崎
源
氏
」で
削
除
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
禁
断
の
恋
を
蘇
生
さ
せ
た「
藤
壺
―「
賢

木
」
の
巻
補
遺
」（『
中
央
公
論
　
文
藝
特
集
』
一
九
四
九
・
一
〇
）
を
加
え
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

　『
源
氏
物
語
』（
谷
崎
は
生
涯
で
三
度
も
そ
の
現
代
語
訳
に
手
を
染
め
た
）
の
主
人
公
・
光
源

氏
が
求
め
る
幼
少
期
に
亡
く
し
た
母
の
身
代
わ
り
に
は
、二
つ
の
類
型
が
あ
る
（
三
谷
邦
明
『
源

氏
物
語
躾
糸
』
一
九
九
一
、
有
精
堂
出
版
）。
す
な
わ
ち
、
実
物
と
代
替
物
が
類
似

0

0

す
る
こ
と

で
隠メ
タ
フ
ァ
ー喩の

関
係
に
あ
る
よ
う
な
〈
形
代
〉
と
、
そ
の
二
つ
が
近
接

0

0

す
る
こ
と
で
換メ
ト
ニ
ミ
ー喩の

関
係
に

あ
る
よ
う
な
〈
縁ゆ
か
り〉

で
あ
る
。
例
え
ば
、
実
母
・
桐
壺
と
義
母
・
藤
壺
は
母
と
い
う
家
族
内
で

同
一

0

0

の
位
置
を
占
め
る
こ
と
で
〈
形メ
タ
フ
ァ
ー代〉
と
な
り
、
藤
壺
と
そ
の
姪
・
若
紫
は
血
縁
で
結
ば
れ

て
家
系
図
内
で
近
接

0

0

し
て
い
る
こ
と
か
ら
〈メ
ト
ニ
ミ
ー

縁
〉
と
な
る
。
谷
崎
作
品
で
い
え
ば
、「
夢
の
浮
橋
」

で
実
母
・
茅
渟
と
同
名
で
し
か
も
足
ま
で
「
同
じ
形
」
と
い
う
瓜
二
つ
の
継
母
・
茅
渟
（
経
子
）

は
〈
形
代
〉、「
吉
野
葛
」
で
津
村
の
母
・
お
え
い
の
姪
に
あ
た
る
お
和
佐
は
〈
縁
〉
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
結
末
で
実
母
と
再
会
す
る
「
母
を
恋
ふ
る
記
」
や
「
少
将
滋
幹
の
母
」
と

は
異
な
り
、
主
体
は
最
後
ま
で
本
物
の
対
象
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
欲
望
は
暗
示
的

に
成
就
さ
れ
る
に
と
ど
ま
る
。
し
か
し
、「
重
ね
ら
れ
る
と
同
時
に
微
妙
に
ず
ら
さ
れ
」
る
こ

と
で
、
か
え
っ
て
「
そ
の
ズ
レ
の
あ
わ
い
に
こ
れ
ま
で
見
え
て
い
た
世
界
と
は
、
お
の
ず
か
ら

異
な
っ
た
相
貌
の
新
た
な
幻
想
空
間
が
現
出
す
る
」だ
ろ
う（
千
葉
俊
二「
狐
の
レ
ト
リ
ッ
ク
」）。

　
母
の
〈
縁ゆ
か
り〉

で
あ
る
お
和
佐
に
つ
い
て
、
津
村
は
こ
う
評
し
て
い
る
。

　
　  「（
…
）
そ
の
女
の
児
は
丸
出
し
の
田
舎
娘
で
決
し
て
美
人
で
も
な
ん
で
も
な
い
。
あ
の

寒
中
に
そ
ん
な
水
仕
事
を
す
る
ん
だ
か
ら
、
手
足
も
無
細
工
で
、
荒
れ
放
題
に
荒
れ
て
ゐ

る
。
け
れ
ど
も
僕
は
、
大
方
あ
の
手
紙
の
文
句
、『
ひ
び
あ
か
ぎ
れ
に
指
の
さ
き
ち
ぎ
れ

る
よ
ふ
に
て
』
と
云
ふ
―
―
―
あ
れ
に
暗
示
を
受
け
た
せ
ゐ
か
、
最
初
に
一
と
眼
水
の
中

に
漬
か
つ
て
ゐ
る
赤
い
手
を
見
た
時
か
ら
、妙
に
そ
の
娘
が
気
に
入
つ
た
ん
だ
。
そ
れ
に
、

さ
う
云
へ
ば
斯
う
、
何
処
か
面
ざ
し
が
写
真
で
見
る
母
の
顔
に
共
通
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。

育
ち
が
育
ち
だ
か
ら
、
女
中
タ
イ
プ
な
の
は
仕
方
が
な
い
が
、
研
き
や
う
に
依
つ
た
ら
も

つ
と
母
ら
し
く
な
る
か
も
知
れ
な
い
。」

　
ま
ず
、
津
村
が
「
母
の
俤
」
を
偲
ぶ
媒メ
デ
ィ
ア体
は
「
母
が
晩
年
に
撮
影
し
た
手
札
型
の
胸
像
」
の

「
複
写
」
で
あ
る
。「
彼
の
青
春
期
は
母
へ
の
思
慕
で
過
ぐ
さ
れ
」、「
い
つ
で
も
彼
の
眼
に
止
ま

る
相
手
は
、
写
真
で
見
る
母
の
俤
に
何
処
か
共
通
な
感
じ
の
あ
る
顔
の
主
で
あ
つ
た
」。
写
真

は
母
の
姿
を
写
し
た
似イ
コ
ン像
と
し
て
、
幼
少
時
に
母
を
亡
く
し
た
津
村
の
記
憶
を
代
補
す
る
一
種

の
〈
形
代
〉
で
あ
る
（
一
方
、
お
和
佐
は
「
母
の
顔
に
共
通
な
と
こ
ろ
」
は
あ
る
も
の
の
、「
美

人
で
も
何
で
も
な
い
」
と
理
想
上
の
母
と
の
類
似
性
が
否
定
さ
れ
る
）。

　
も
う
一
つ
、
津
村
の
母
を
恋
う
る
よ
す
が
と
な
る
の
が
、
母
の
遺
し
た
「
紙
」
だ
。
例
え
ば
、

「
母
が
十
七
八
の
時
に
手
写
し
た
と
云
ふ
琴
唄
の
稽
古
本
」。「
そ
れ
は
半
紙
を
四
つ
折
り
に
し

た
物
へ
横
に
唄
の
詞
を
列
ね
、
行
間
に
琴
の
譜
を
朱
で
丹
念
に
書
き
入
れ
て
あ
る
、
美
し
い
お

家
流
の
筆
蹟
で
あ
つ
た
」。
こ
の
紙
束
は
母
の
姿
の
写
し
で
も
似
像
で
も
な
い
が
、
母
の
走
ら

せ
た
筆
の
軌
跡
を
留
め
、母
の
存
在
の
痕
跡
を
保
存
し
て
い
る
。
あ
る
い
は
、母
の
遺
品
で
あ
る
、

祖
母
か
ら
の
手
紙
。
津
村
は
、「
此
か
み
も
か
ゝ
さ
ん
と
お
り
と
の
す
き
た
る
紙
な
り
か
な
ら

ず
か
な
ら
ず
は
だ
み
は
な
さ
ず
大
せ
つ
に
お
も
ふ
べ
し
」
と
い
う
文
句
の
と
お
り
に
、
そ
の
巻

紙
を
「
肌
身
に
つ
け
て
押
し
頂
い
」
て
み
る
。「
母
も
恐
ら
く
は
新
町
の
館
で
此
の
文
を
受
け

取
つ
た
時
、
矢
張
り
自
分
が
今
し
た
や
う
に
此
れ
を
肌
身
に
つ
け
、
押
し
頂
い
た
で
あ
ら
う
こ

と
を
思
へ
ば
、「
む
か
し
の
人
の
袖
の
香
ぞ
す
る
」
そ
の
文
殻
は
、
彼
に
は
二
重
に
床
し
く
も

貴
い
形
見
で
あ
つ
た
」。
こ
の
紙
片
は
、
か
つ
て
そ
の
肌
が
重
ね
ら
れ
た
と
い
う
近
接
関
係
に

よ
っ
て
母
へ
の
想
い
を
燃
え
上
が
ら
せ
る
「
形
見
」、
い
わ
ば
〈
縁ゆ
か
り〉
な
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
手
紙
に
記
さ
れ
た
「
く
ら
が
り
峠
の
か
た
ぞ
こ
ひ
し
き
」
と
い
う
和
歌
に
触
発
さ

れ
て
、
奈
良
と
大
阪
の
境
に
あ
る
暗
く
ら
が
り
と
う
げ
峠
の
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
名
所
（
慈
光
寺
）
で
一
夜
を
過
ご

し
た
「
中
学
時
代
」
の
記
憶
が
再
生
さ
れ
る
。

　
　  

暁
の
四
時
か
五
時
頃
だ
つ
た
ら
う
、
障
子
の
外
が
ほ
ん
の
り
白
み
初
め
た
と
思
つ
た
ら
、

何
処
か
う
し
ろ
の
山
の
方
で
、
不
意
に
一
と
声
ほ
と
ゝ
ぎ
す
が
啼
い
た
。
す
る
と
つ
ゞ
い

て
、
そ
の
同
じ
鳥
か
、
別
な
ほ
と
ゝ
ぎ
す
か
、
二
た
声
も
三
声
も
、
―
―
―
し
ま
ひ
に
は
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野
紙
・
大
美
須
紙
・
宇
陀
紙
、
さ
ら
に
「
漉
返
」
紙
が
、
近
畿
近
県
以
外
に
も
東
京
か
ら
北
陸
、

九
州
地
方
ま
で
全
国
に
供
給
さ
れ
て
い
っ
た
（
以
上
、『
副
業
参
考
資
料
（
三
十
一
）
手
漉
製

紙
ニ
関
ス
ル
調
査
』
一
九
二
八
、
農
林
省
農
務
局
）。
と
こ
ろ
が
、
一
九
三
一
年
九
月
の
満
洲

事
変
と
一
九
三
七
年
七
月
の
日
中
戦
争
の
勃
発
以
降
、
戦
局
の
悪
化
で
物
資
が
不
足
す
る
と
、

日
用
品
と
し
て
の
紙
や
出
版
用
紙
の
み
な
ら
ず
、
漉
返
紙
の
原
料
で
あ
る
紙
屑
ま
で
が
国
家
に

押
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
（「
和
紙
屑
も
配
給
統
制
」『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
四
一・四・一
五
）。

一
九
四
一
年
一
二
月
の
日
米
開
戦
前
夜
、
そ
れ
ま
で
洋
紙
と
新
聞
紙
に
対
し
て
実
施
さ
れ
て
い

た
管
理
が
和
紙
に
ま
で
「
統
制
を
拡
大
」、
日
本
和
紙
統
制
株
式
会
社
の
も
と
で
配
給
が
一
元

化
さ
れ
る
（「
和
紙
、
板
紙
も
配
給
統
制 

一
日
か
ら
実
施
」『
東
京
朝
日
新
聞
』
同
・
一
一
・

三
〇
）。
さ
ら
に
、
当
初
、
機
械
抄
和
紙
を
対
象
と
し
た
「
紙
ノ
製
造
業
者
、
輸
入
業
者
又
ハ

移
入
業
者
ハ
其
ノ
製
造
シ
、
輸
入
シ
又
ハ
移
入
シ
タ
ル
紙
ヲ
使
用
シ
又
ハ
商
工
大
臣
ノ
指
定
シ

タ
ル
会
社
（
以
下
統
制
会
社
ト
称
ス
）
以
外
ノ
者
ニ
譲
渡
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ
」
と
い
う
「
紙
配

給
統
制
規
則
」
は
、
一
九
四
二
年
四
月
か
ら
手
漉
和
紙
に
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ

の
リ
ス
ト
に
は
「
表
装
紙
（
国
樔
美
栖
紙
、
表
装
紙
）」
と
国
栖
産
の
和
紙
も
含
ま
れ
、
か
つ

て
谷
崎
が
訪
ね
た
奥
吉
野
の
紙
郷
も
戦
時
総
動
員
体
制
に
飲
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
（
以
上
、『
和

紙
商
業
組
合
及
組
合
員
提
出
表
に
就
て
』
一
九
四
二
、
日
本
和
紙
統
制
株
式
会
社
業
務
部
統
計

課
）。
そ
ん
な
な
か
、ペ
ー
ジ
に
よ
っ
て
様
々
な
用
紙
を
使
い
分
け
る
な
ど
贅
を
凝
ら
し
た
「
潤

一
郎
六
部
集
」（
図
）
も
、『
吉
野
葛
』
に
つ
づ
く
『
聞
書
抄
』（
一
九
四
三
、
創
元
社
）
を
も
っ

て
、『
春
琴
抄
』
と
『
武
州
公
秘
話
』
を
残
し
た
ま

ま
、「
時
局
に
鑑
み
、
一
先
づ
こ
れ
を
以
て
刊
行
を

中
止
」
と
な
る
（「
聞
書
抄
断
書
」）。「
且
今
回
は

限
定
版
と
せ
ず
に
普
及
版
と
し
、
型
も
規
格
の
Ｂ

五
版
に
従
つ
た
の
で
、
前
の
三
部
集
と
は
い
く
ら

か
体
裁
の
違
ふ
も
の
に
な
つ
た
」（
奥
付
に
は
出
版

用
紙
の
配
給
元
に
よ
る
「
日
本
出
版
会
承
認
い

三
三
〇
六
六
五
」
の
記
載
が
あ
る
）。
こ
う
し
て
、
理
想
の
書
物
と
い
う
谷
崎
の
夢
は
潰
え
て

し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
紙
と
深
い
縁
を
む
す
ぶ
谷
崎
文
学
の
な
か
で
も
、「
吉
野
葛
」
に
は
、
製
紙
技
術
や
そ
れ
に

関
わ
る
人
々
の
生
な
ど
「
紙
」
に
纏
わ
る
言
葉
が
叩
解
さ
れ
て
分
散
し
、再
び
縒
り
集
め
ら
れ
、

絡
み
合
い
、漉
き
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
葛
の
葉
の
子
別
れ
の
場
」（『
芦
屋
道
満
大
内
鑑
』）

で
母
狐
が
自
分
の
居
場
所
に
つ
い
て
「
我
が
子
に
名
残
り
を
惜
し
み
つ
ゝ
「
恋
ひ
し
く
ば
訪
ね

来
て
み
よ
和
泉
な
る
―
―
―
」
と
障
子

0

0

へ
記
す
あ
の
歌
」
の
よ
う
に
、
本
作
で
は
母
に
宛
て
ら

れ
た
手
紙0

が
母
の
正
体
（
狐
憑
き
の
家
系
）
と
妣
の
国
の
所
在
（
紙
郷
・
国
栖
村
）
を
明
か
す
。

こ
の
テ
ク
ス
ト
は
、
喪
わ
れ
た
母
を
恋
う
る
縁よ
す
がと

し
て
「
紙
」
と
い
う
媒メ
デ
ィ
ア体

を
効
果
的
に
用
い

た
小
説
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
、
そ
の
紙
面
を
捲
っ
て
物
語
世
界
へ
踏
み
入
ろ
う
。

四
、「
吉
野
葛
」
読
解

　
皇
統
が
南
北
二
つ

0

0

に
分
裂
し
た
時
代
を
描
く
歴
史
小
説
の
題
材
を
求
め
て
、
友
人
の
津
村
を

道
連
れ
に
、「
私
」
は
「
吉
野
川
の
源
流
」
を
目
指
す
。
そ
の
語
り
手
と
し
て
の
役
割
は
途
中

で
津
村
と
分
け
持
た
れ
、
彼
の
過
去
を
遡
り
な
が
ら
物
語
は
展
開
す
る
。
つ
ま
り
、「
空
間
的

な
移
動
が
、
そ
の
ま
ま
、
時
間
的
な
移
動
と
し
て
受
け
と
ら
れ
、
現
在
か
ら
出
発
し
て
、
一
歩
、

一
歩
、
過
去
に
む
か
っ
て
さ
か
の
ぼ
っ
て
い
く
よ
う
な
錯
覚
を
お
こ
さ
せ
る
」
と
い
う
設
定
だ

（
花
田
清
輝
「『
吉
野
葛
』
注
」）。
数
々
の
歴
史
と
記
憶
、
物
語
と
歌
の
痕
跡
を
留
め
る
地
で
、

こ
こ

0

0

で
は
な
い
ど
こ
か

0

0

0

（
異
界
）
へ
の
憧
憬
と
い
ま

0

0

で
は
な
い
い
つ
か

0

0

0

（
い
に
し
え
）
へ
の
情

熱
が
二
重
写
し
に
な
っ
て
ゆ
く
。

　
二
人

0

0

0

の
向
か
う
先
に
は
、「
葛
」
村
と
「
国
栖
」
村
と
い
う
同
じ
響
き
を
持
つ
場
所
が
二
箇

0

0

所0

存
在
す
る
。
後
景
に
は
『
妹
背
山
婦
女
庭
訓
』
で
一
組0

の
男
女
が
「
一
方
は
背
山
に
、
一
方

は
妹
山
に
、
谷
に
臨
ん
だ
高
楼
を
構
へ
て
住
ん
で
ゐ
る
」
と
い
う
対0

に
な
っ
た
「
妹
背
山
」
が

見
え
る
。
立
ち
寄
っ
た
菜
摘
の
里
は
謡
曲
『
二
人

0

0

静
』
の
舞
台
で
、『
義
経
千
本
桜
』
で
名
高

い
「
初
音
の
鼓
」
を
所
有
す
る
と
い
う
旧
家
所
蔵
の
古
文
書
「
菜
摘
邨
来
由
」
に
は
本
文
と
そ

の
写
し
の
二
通

0

0

が
あ
る
。
奥
吉
野
ま
で
分
け
入
っ
た
「
私
」
が
聴
き
取
っ
た
南
朝
に
ま
つ
わ
る

口
碑
で
は
「
影
武
者
が
二
人

0

0

お
供
し
て
ゐ
て
、
ど
れ
が
王
様
か
見
分
け
が
つ
か
な
い
」。
こ
れ

ら
数
々
の
歴イ
ス
ト
ワ
ー
ル

史
＝
物
語
の
舞
台
で
あ
り
、
対
に
な
っ
て
増
殖
し
て
ゆ
く
事
物
の
氾
濫
す
る
地
が

吉
野
と
い
う
場
所
な
の
だ
。
さ
ら
に
、「
雪
中
よ
り
血
を
噴
き
上
げ
る
王
の
御
首
」
が
赤
く
染

め
る
純
白
の
雪
原
と
、「
ひ
び
あ
か
ぎ
れ
に
指
の
さ
き
ち
ぎ
れ
る
よ
ふ
に
」
し
て
漉
い
た
血
の

滲
ん
だ
白
紙
。「
創
作
」
を
志
し
な
が
ら
「
一
向
物
を
書
い
て
ゐ
る
ら
し
い
様
子
も
な
か
つ
た
」

と
い
う
「
津
村
」
と
、結
末
で
「
計
画
し
た
歴
史
小
説
」
が
「
と
う
〳
〵
書
け
ず
に
し
ま
つ
た
」

と
い
う
「
私
」。
こ
の
「
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
二
重
化
さ
れ
て
、
存
在
の
両
義
性
が
露
に
さ
れ
る
」

よ
う
な
テ
ク
ス
ト
で
は
、「
ホ
ン
モ
ノ
と
ニ
セ
モ
ノ
を
隔
て
る
境
界
領
域
は
失
わ
れ
、
あ
ら
ゆ

六部集版『蓼喰ふ蟲』添付紙
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想〉は宿る

る
も
の
は
整
序
づ
け
ら
れ
た
厳
格
な
「
意
味
」
の
拘
束
を
逃
れ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ヴ
ェ
ル
で

の
結
び
つ
き
が
可
能
と
な
る
」
の
で
あ
る
（
千
葉
俊
二
「
狐
の
レ
ト
リ
ッ
ク
」）。

　「
私
」
が
「
亡
く
な
つ
た
母
を
偲
び
」
つ
つ
歩
を
踏
み
出
せ
ば
、
津
村
は
「
自
分
の
記
憶
の

中
に
あ
る
唯
一
の
母
の
俤
」を
胸
に
抱
い
て
こ
の
地
を
歩
む
。
二
人
は
、「
母
を
恋
ふ
る
気
持
ち
」

を
分
有
し
て
い
る
。
旅
の
始
発
点
近
く
の
「
六
田
の
淀
の
橋
の
上
」
に
か
つ
て
あ
っ
た
「
私
の
母
」

と
「
頑
是
な
い
私
」
の
姿
は
、
小
説
末
尾
の
旅
の
終
点
で
「
吊
り
橋
の
上
」
に
立
つ
「
私
」
の

半
身
・
津
村
と
母
の
分
身
・
お
和
佐
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
再
現
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
反
復

さ
れ
る
の
が
、「
母
を
恋
ふ
る
記
」（『
東
京
日
日
新
聞
』『
大
阪
毎
日
新
聞
』
一
九
一
九
・
一
・

一
八
～
二
・
二
二
）
に
は
じ
ま
り
、「
蘆
刈
」（『
改
造
』
一
九
三
二
・
一
一
、一
二
）、「
少
将
滋

幹
の
母
」、「
夢
の
浮
橋
」
へ
と
連
な
る
、
唯
一
の
理
想
的
な
女
性
像
と
し
て
の
〈
母
〉
の
面

影
を
宿
す
異
性
へ
の
思
慕
、
い
わ
ゆ
る
〈
母
恋
い
〉
の
主
題
で
あ
る
。
こ
の
リ
ス
ト
に
、
戦

時
下
版「
谷
崎
源
氏
」で
削
除
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
禁
断
の
恋
を
蘇
生
さ
せ
た「
藤
壺
―「
賢

木
」
の
巻
補
遺
」（『
中
央
公
論
　
文
藝
特
集
』
一
九
四
九
・
一
〇
）
を
加
え
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

　『
源
氏
物
語
』（
谷
崎
は
生
涯
で
三
度
も
そ
の
現
代
語
訳
に
手
を
染
め
た
）
の
主
人
公
・
光
源

氏
が
求
め
る
幼
少
期
に
亡
く
し
た
母
の
身
代
わ
り
に
は
、二
つ
の
類
型
が
あ
る
（
三
谷
邦
明
『
源

氏
物
語
躾
糸
』
一
九
九
一
、
有
精
堂
出
版
）。
す
な
わ
ち
、
実
物
と
代
替
物
が
類
似

0

0

す
る
こ
と

で
隠メ
タ
フ
ァ
ー喩の

関
係
に
あ
る
よ
う
な
〈
形
代
〉
と
、
そ
の
二
つ
が
近
接

0

0

す
る
こ
と
で
換メ
ト
ニ
ミ
ー喩の

関
係
に

あ
る
よ
う
な
〈
縁ゆ
か
り〉

で
あ
る
。
例
え
ば
、
実
母
・
桐
壺
と
義
母
・
藤
壺
は
母
と
い
う
家
族
内
で

同
一

0

0

の
位
置
を
占
め
る
こ
と
で
〈
形メ
タ
フ
ァ
ー代〉
と
な
り
、
藤
壺
と
そ
の
姪
・
若
紫
は
血
縁
で
結
ば
れ

て
家
系
図
内
で
近
接

0

0

し
て
い
る
こ
と
か
ら
〈メ
ト
ニ
ミ
ー

縁
〉
と
な
る
。
谷
崎
作
品
で
い
え
ば
、「
夢
の
浮
橋
」

で
実
母
・
茅
渟
と
同
名
で
し
か
も
足
ま
で
「
同
じ
形
」
と
い
う
瓜
二
つ
の
継
母
・
茅
渟
（
経
子
）

は
〈
形
代
〉、「
吉
野
葛
」
で
津
村
の
母
・
お
え
い
の
姪
に
あ
た
る
お
和
佐
は
〈
縁
〉
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
結
末
で
実
母
と
再
会
す
る
「
母
を
恋
ふ
る
記
」
や
「
少
将
滋
幹
の
母
」
と

は
異
な
り
、
主
体
は
最
後
ま
で
本
物
の
対
象
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
欲
望
は
暗
示
的

に
成
就
さ
れ
る
に
と
ど
ま
る
。
し
か
し
、「
重
ね
ら
れ
る
と
同
時
に
微
妙
に
ず
ら
さ
れ
」
る
こ

と
で
、
か
え
っ
て
「
そ
の
ズ
レ
の
あ
わ
い
に
こ
れ
ま
で
見
え
て
い
た
世
界
と
は
、
お
の
ず
か
ら

異
な
っ
た
相
貌
の
新
た
な
幻
想
空
間
が
現
出
す
る
」だ
ろ
う（
千
葉
俊
二「
狐
の
レ
ト
リ
ッ
ク
」）。

　
母
の
〈
縁ゆ
か
り〉

で
あ
る
お
和
佐
に
つ
い
て
、
津
村
は
こ
う
評
し
て
い
る
。

　
　  「（
…
）
そ
の
女
の
児
は
丸
出
し
の
田
舎
娘
で
決
し
て
美
人
で
も
な
ん
で
も
な
い
。
あ
の

寒
中
に
そ
ん
な
水
仕
事
を
す
る
ん
だ
か
ら
、
手
足
も
無
細
工
で
、
荒
れ
放
題
に
荒
れ
て
ゐ

る
。
け
れ
ど
も
僕
は
、
大
方
あ
の
手
紙
の
文
句
、『
ひ
び
あ
か
ぎ
れ
に
指
の
さ
き
ち
ぎ
れ

る
よ
ふ
に
て
』
と
云
ふ
―
―
―
あ
れ
に
暗
示
を
受
け
た
せ
ゐ
か
、
最
初
に
一
と
眼
水
の
中

に
漬
か
つ
て
ゐ
る
赤
い
手
を
見
た
時
か
ら
、妙
に
そ
の
娘
が
気
に
入
つ
た
ん
だ
。
そ
れ
に
、

さ
う
云
へ
ば
斯
う
、
何
処
か
面
ざ
し
が
写
真
で
見
る
母
の
顔
に
共
通
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。

育
ち
が
育
ち
だ
か
ら
、
女
中
タ
イ
プ
な
の
は
仕
方
が
な
い
が
、
研
き
や
う
に
依
つ
た
ら
も

つ
と
母
ら
し
く
な
る
か
も
知
れ
な
い
。」

　
ま
ず
、
津
村
が
「
母
の
俤
」
を
偲
ぶ
媒メ
デ
ィ
ア体
は
「
母
が
晩
年
に
撮
影
し
た
手
札
型
の
胸
像
」
の

「
複
写
」
で
あ
る
。「
彼
の
青
春
期
は
母
へ
の
思
慕
で
過
ぐ
さ
れ
」、「
い
つ
で
も
彼
の
眼
に
止
ま

る
相
手
は
、
写
真
で
見
る
母
の
俤
に
何
処
か
共
通
な
感
じ
の
あ
る
顔
の
主
で
あ
つ
た
」。
写
真

は
母
の
姿
を
写
し
た
似イ
コ
ン像

と
し
て
、
幼
少
時
に
母
を
亡
く
し
た
津
村
の
記
憶
を
代
補
す
る
一
種

の
〈
形
代
〉
で
あ
る
（
一
方
、
お
和
佐
は
「
母
の
顔
に
共
通
な
と
こ
ろ
」
は
あ
る
も
の
の
、「
美

人
で
も
何
で
も
な
い
」
と
理
想
上
の
母
と
の
類
似
性
が
否
定
さ
れ
る
）。

　
も
う
一
つ
、
津
村
の
母
を
恋
う
る
よ
す
が
と
な
る
の
が
、
母
の
遺
し
た
「
紙
」
だ
。
例
え
ば
、

「
母
が
十
七
八
の
時
に
手
写
し
た
と
云
ふ
琴
唄
の
稽
古
本
」。「
そ
れ
は
半
紙
を
四
つ
折
り
に
し

た
物
へ
横
に
唄
の
詞
を
列
ね
、
行
間
に
琴
の
譜
を
朱
で
丹
念
に
書
き
入
れ
て
あ
る
、
美
し
い
お

家
流
の
筆
蹟
で
あ
つ
た
」。
こ
の
紙
束
は
母
の
姿
の
写
し
で
も
似
像
で
も
な
い
が
、
母
の
走
ら

せ
た
筆
の
軌
跡
を
留
め
、母
の
存
在
の
痕
跡
を
保
存
し
て
い
る
。
あ
る
い
は
、母
の
遺
品
で
あ
る
、

祖
母
か
ら
の
手
紙
。
津
村
は
、「
此
か
み
も
か
ゝ
さ
ん
と
お
り
と
の
す
き
た
る
紙
な
り
か
な
ら

ず
か
な
ら
ず
は
だ
み
は
な
さ
ず
大
せ
つ
に
お
も
ふ
べ
し
」
と
い
う
文
句
の
と
お
り
に
、
そ
の
巻

紙
を
「
肌
身
に
つ
け
て
押
し
頂
い
」
て
み
る
。「
母
も
恐
ら
く
は
新
町
の
館
で
此
の
文
を
受
け

取
つ
た
時
、
矢
張
り
自
分
が
今
し
た
や
う
に
此
れ
を
肌
身
に
つ
け
、
押
し
頂
い
た
で
あ
ら
う
こ

と
を
思
へ
ば
、「
む
か
し
の
人
の
袖
の
香
ぞ
す
る
」
そ
の
文
殻
は
、
彼
に
は
二
重
に
床
し
く
も

貴
い
形
見
で
あ
つ
た
」。
こ
の
紙
片
は
、
か
つ
て
そ
の
肌
が
重
ね
ら
れ
た
と
い
う
近
接
関
係
に

よ
っ
て
母
へ
の
想
い
を
燃
え
上
が
ら
せ
る
「
形
見
」、
い
わ
ば
〈
縁ゆ
か
り〉
な
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
手
紙
に
記
さ
れ
た
「
く
ら
が
り
峠
の
か
た
ぞ
こ
ひ
し
き
」
と
い
う
和
歌
に
触
発
さ

れ
て
、
奈
良
と
大
阪
の
境
に
あ
る
暗
く
ら
が
り
と
う
げ
峠
の
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
名
所
（
慈
光
寺
）
で
一
夜
を
過
ご

し
た
「
中
学
時
代
」
の
記
憶
が
再
生
さ
れ
る
。

　
　  

暁
の
四
時
か
五
時
頃
だ
つ
た
ら
う
、
障
子
の
外
が
ほ
ん
の
り
白
み
初
め
た
と
思
つ
た
ら
、

何
処
か
う
し
ろ
の
山
の
方
で
、
不
意
に
一
と
声
ほ
と
ゝ
ぎ
す
が
啼
い
た
。
す
る
と
つ
ゞ
い

て
、
そ
の
同
じ
鳥
か
、
別
な
ほ
と
ゝ
ぎ
す
か
、
二
た
声
も
三
声
も
、
―
―
―
し
ま
ひ
に
は
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想〉は宿る

一
九
四
六
、
中
央
公
論
社
／
現
代
日
本
小
説
大
系
第
四
〇
巻
、
河
出
書
房
、
一
九
五
五
）、「
一

枚
の
薄
い
物
質
」（
岩
波
文
庫
、一
九
五
〇
／
新
潮
文
庫
、一
九
五
一
／
創
元
社
版
作
品
集
、同
）、

「
一
枚
の
薄
い
紙
片
」（
昭
和
文
学
全
集
第
一
五
巻
、
一
九
五
三
、
角
川
書
店
／
潤
一
郎
文
庫
第

六
巻
、
同
、
中
央
公
論
社
／
角
川
文
庫
、
一
九
五
六
／
新
書
判
全
集
第
一
九
巻
、
一
九
五
八
、

中
央
公
論
社
）
と
何
度
も
書
き
換
え
ら
れ
る
な
ど
、
テ
ク
ス
ト
の
重
要
な
結
び
目
に
な
っ
て
い

る
。
で
は
、「
吉
野
の
秋
」
と
は
何
か
。
吉
野
探
訪
の
道
中
で
「
私
」
た
ち
が
出
会
う
秋
の
味

覚
が
あ
る
。

　
　「
何
も
お
構
い
出
来
ま
せ
ぬ
が
、
づ
く
し

0

0

0

を
召
し
上
つ
て
下
さ
い
ま
せ
」

　
　  

と
、
主
人
は
茶
を
入
れ
て
く
れ
た
り
し
て
、
盆
に
盛
つ
た
柹
の
実
に
、
灰
の
這
入
つ
て
ゐ

な
い
空
の
火
入
れ
を
添
へ
て
出
し
た
。
／
づ
く
し

0

0

0

は
け
だ
し
熟じ
ゅ
く
し柹
で
あ
ら
う
。（
…
）
円

錐
形
の
、
尻
の
尖
っ
た
大
き
な
柹
で
あ
る
が
、
真
つ
赤
に
熟
し
切
つ
て
半
透
明
に
な
つ
た

果
実
は
、
恰
も
ゴ
ム
の
袋
の
如
く
膨
ん
で
ぶ
く
ぶ
く
し
な
が
ら
、
日
に
透
か
す
と
琅
玕
の

珠
の
や
う
に
美
し
い
。（
…
）
し
か
し
眺
め
て
も
美
し
く
、
た
べ
て
も
お
い
し
い
の
は
、

丁
度
十
日
目
頃
の
わ
ず
か
な
期
間
で
、
そ
れ
以
上
日
が
経
て
ば
づ
く
し

0

0

0

も
遂
に
水
に
な
つ

て
し
ま
ふ
と
云
ふ
。（
…
）
私
が
も
し
誰
か
ゝ
ら
、
吉
野
の
秋
の
色
を
問
は
れ
た
ら
、
此

の
柹
の
実
を
大
切
に
持
ち
帰
つ
て
示
す
で
あ
ら
う
。

　
そ
れ
は
、
中
身
が
半
流
動
体
に
な
る
ま
で
熟
れ
切
っ
た
柿
の
こ
と
だ
。
そ
の
わ
ず
か
な
賞
味

期
限
の
象
徴
性
に
つ
い
て
、
小
森
陽
一
は
「
言
葉
と
事
実
、
言
葉
と
指
示
対
象
と
の
結
合
が
保

証
さ
れ
る
の
は
、「
十
日
間
」
位
な
の
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
。
そ
し
て
、
意シ
ニ
フ
ィ
エ味と
記
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
号
の
関
係

を
融
解
す
る
吉
野
と
い
う
風
土
の
産
ん
だ
こ
の
果
実
が
「『
吉
野
葛
』
と
い
う
テ
ク
ス
ト
全
体

に
わ
た
る
、言
葉
で
表
出
さ
れ
た
も
の
全
て
の
比
喩
と
し
て
機
能
し
て
い
る
」と
指
摘
す
る（『
縁

の
物
語
』）。
実
際
に
、
初
出
誌
・
初
刊
本
以
来
、
六
部
集
版
、『
新
版
春
琴
抄
』（
一
九
三
四
、

創
元
社
）、『
吉
野
葛
』（
一
九
三
九
、
創
元
選
書
）
な
ど
、
一
貫
し
て
、「
づ0

く
し
」
と
な
っ
て

い
た
表
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
記
は
、
洋
紙
を
使
っ
た
た
め
に
「
国
栖
村
の
手
ず
き
の
紙
を
用
ひ
た
」
と
い
う
序
文
が

削
除
さ
れ
た
改
訂
版
『
盲
目
物
語
』（
一
九
四
六
、中
央
公
論
社
）
で
「
ず0

く
し
」
に
変
更
さ
れ
、

テ
ク
ス
ト
に
は
「
づ
」
と
「
ず
」
が
混
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
時
の
経
過
の
な
か
で
、「「
熟
柿
」

と
い
う
語
が
担
う
意
味
内
容
」
と
記
号
と
の
対
応
関
係
の
恣
意
性
と
変
更
可
能
性
が
露
わ
に
な

り
、「〝
た
だ
の
文
字
の
羅
列
〟
と
い
う
〝
も
の
〟
と
し
て
の
姿
」
が
浮
上
す
る
（
大
野
亮
司
「「
ず

く
し
」
と
「
熟
柿
」
―
谷
崎
潤
一
郎
『
吉
野
葛
』
に
つ
い
て
」『
立
教
大
学
日
本
文
学
』

二
〇
〇
六
・
一
二
）。
い
ま
や
単
語
と
し
て
の
ま
と
ま
り
も
解
体
さ
れ
た
〈
ず
・
く
・
し
〉
の
文

字
は
、「
葛く
ず

の
葉
」、
国く

ず栖
、
静し
ず
か御

前
な
ど
他
の
言
葉
へ
と
形
を
か
え
て
本テ
ク
ス
ト文

の
其
処
彼
処
に
散

種
さ
れ
る
。
の
み
な
ら
ず
、「
甘
美
な
腐ア
ブ
ジ
ェ蝕
そ
の
も
の
と
し
て
「
山
間
の
霊
気
と
日
光
」
と
を

半
液
状
化
す
る
こ
の
食
物
の
名
に
は
、
果
た
し
て
、
一
篇
の
表
題
が
裏
返
さ
れ
て
「
凝
り
固
つ
」

て
い
る
」（
渡
部
直
己
「
不
着
の
遡
行
―
新
「
吉
野
葛
」
注
」『
群
像
』
一
九
九
〇
・
八
）。
す
な

わ
ち
、「
吉
（
よ
）・
し
・（
の
）・
く
・
ず

野
葛
」
と
し
て
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

　「
づ
く
し
」、「
ず
く
し
」、―
―「
じ
ゅ
く
し
」。
私
た
ち

0

0

0

は
、こ
の
響
き
を
知
っ
て
い
る
。「
じ
ゅ

く
し
」
と
は
、
す
な
わ
ち
〈
熟
紙
〉
で
あ
る
。
こ
れ
は
生
漉
き
の
紙
を
加
工
し
た
も
の
で
、
と

く
に
故
人
の
手
紙
な
ど
を
漉
き
返
し
た
再
生
紙
を
〈
宿
し
ゅ
く
し
・
す
く
し
紙
〉
と
い
い
、
故
人
の
追
福
の
た
め

に
使
わ
れ
た
背
景
か
ら
反
魂
紙
や
還
魂
紙
と
も
呼
ば
れ
た
の
だ
っ
た
。
多
重
化
し
た
事
物
の
氾

濫
す
る
「
吉
野
葛
」
の
世
界
で
、〈
熟じ
ゅ
く
し柿
〉（「
吉
野
の
秋
」）
と
い
う
作
品
成
立
に
不
可
欠
だ
っ

た
モ
チ
ー
フ
は
、
そ
の
裏
側
に
掛
詞
と
し
て
〈
熟じ
ゅ
く
し紙
／
宿し
ゅ
く
し紙
〉（「
紙
す
き
場
の
娘
」）
と
い
う

も
う
一
つ
の
モ
チ
ー
フ
を
隠
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
つ
ま
り
、
こ
う
い
う
こ
と
だ
。
南
北
朝
を
め
ぐ
る
歴
史
小
説
の
題
材
を
求
め
て
吉
野
を
探
索

す
る
語
り
手
が
思
い
が
け
ず
得
た
秘
宝
が
「
仏
典
中
に
あ
る
菴あ
ん
も
ら
か

摩
羅
果
」
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
る

熟じ
ゅ
く
し柿

だ
っ
た
。
対
し
て
、
母
の
俤
を
追
っ
て
未
知
の
女
性
を
求
め
る
旅
路
の
果
て
に
語
り
手
の

片
割
れ
・
津
村
が
紙
郷
・
国
栖
村
（
漉
返
紙
の
産
地
）
で
出
逢
う
の
が
、
母
の
魂
（
蜀ほ
と
と
ぎ
す魂）
の

転
生
し
た
紙
漉
き
娘
、
す
な
わ
ち
漉
き
返
さ
れ
て
再
生
し
た
宿し
ゅ
く
し紙

（
還
魂
紙
）
で
あ
っ
た
。
こ

の
分ダ
ブ
ル身

の
主
題
（
二
人
の
語
り
手
・
主
人
公
、
二
つ
の
皇
統
、
母
の
身
代
わ
り
な
ど
）
と

掛ダ
ブ
ル・
ミ
ー
ニ
ン
グ

詞
の
手
法
は
、
本
文
で
は
二
つ
の
「
葛く

ず

／
国
栖
」
と
い
う
物
語
の
舞
台
の
地
名
と
し
て

二ダ
ブ
ル重

に
表
記
さ
れ
つ
つ
題
名
「
吉
（
よ
）し（
の
）く
ず

野
葛
」
の
綴ア
ナ
グ
ラ
ム

り
換
え
と
な
っ
て
、
テ
ク
ス
ト
へ
漉
き
込
ま
れ

て
い
る
。
ま
さ
に
、
い
っ
た
ん
解
き
ほ
ぐ
さ
れ
た
植
物
の
繊
維
が
再
び
絡
み
合
っ
て
で
き
た
紙

の
お
も
て
の
よ
う
に
、
文す
が
た
か
た
ち

字
面
を
か
え
な
が
ら
。
そ
の
響
き
は
現
実
に
は
無
関
係
な
事
物
を
結

び
合
わ
せ
る
言
葉
の
か
た
ち

0

0

0

と
ち
か
ら

0

0

0

を
解
放
し
、旧
稿
「
葛
の
葉
」
と
書
か
れ
な
か
っ
た
「
歴

史
小
説
」
に
「
吉
野
葛
」
と
い
う
別
の
姿
と
新
た
な
生
を
与
え
る
の
で
あ
る
。

五
、
お
わ
り
に

　
文
学
的
転
回
の
契
機
と
な
っ
た
関
東
大
震
災
に
遭
難
し
た
谷
崎
は
「
突
然
私
の
脳
裡
に
は
昔

の
母
の
俤
が
浮
か
ん
だ
」と
い
う
。
そ
れ
は
、ま
だ
九
つ
の
頃
に
母
と
罹
災
し
た
記
憶
―
―
、「
親

子
は
余
震
が
止
ん
で
し
ま
ふ
ま
で
互
に
し
つ
か
り
抱
き
合
つ
て
ゐ
た
が
、（
…
）
ど
う
云
ふ
訳
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珍
し
く
も
な
く
な
つ
た
程
啼
き
し
き
つ
た
。
津
村
は
此
の
歌
を
読
む
と
、
ふ
と
、
あ
の
時

は
何
で
も
な
く
聞
い
た
ほ
と
ゝ
ぎ
す
の
声
が
、
急
に
た
ま
ら
な
く
な
つ
か
し
い
も
の
に
想

ひ
出
さ
れ
た
。そ
し
て
昔
の
人
が
あ
の
鳥
の
啼
く
音
を
故
人
の
魂
に
な
ぞ
ら
へ
て
、「
蜀
魂
」

と
云
ひ
「
不
如
帰
」
と
云
つ
た
の
が
、い
か
に
も
尤
も
な
連
想
で
あ
る
や
う
な
気
が
し
た
。

　〈
母
恋
い
〉
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
「
母
を
恋
ふ
る
記
」
に
は
、
エ
ピ
グ
ラ
フ
と
し
て
『
万
葉

集
』
か
ら
「
い
に
し
へ
に
恋
ふ
る
鳥
か
も
ゆ
づ
る
葉
の
三
井
の
上
よ
り
な
き
渡
り
行
く
」（
巻

二

−

一
一
一
）
が
引
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
亡
き
先
帝
（
天
智
天
皇
）
の
治
世
を
懐
旧
し
て
詠

ま
れ
た
「
幸
よ
し
の
の
み
や
に
み
ゆ
き
し
た
ま
ひ
し
と
き
に

于
吉
野
宮
時
、
弓
ゆ
げ
の
み
こ
の
ぬ
か
た
の
お
ほ
き
み
に
お
く
り
あ
た
へ
し

削
皇
子
贈
与
額
田
王
歌う
た

一い
っ
し
ゅ首
」（
詞
書
）
で
、
そ
の
返

歌
の
と
お
り
「
古
い
に
し
へ

尓に

恋こ
ふ

良ら

武む

鳥と
り

者は

霍ほ
と
と
ぎ
す

公
鳥
」（
巻
二

−

一
一
二
）
で
あ
る
。
ほ
か
に
も
「
山や
ま
と跡

庭に
は

啼な
き
て
か
く
ら
む

而
香
将
来
霍ほ
と
と
ぎ
す

公
鳥
汝な
が
な
く
ご
と
に

鳴
毎
無な
き
ひ
と
お
も
ほ
ゆ

人
所
念
」（
巻
一
〇

−

一
九
五
六
）
な
ど
故
人
を
偲
ぶ
歌
の

例
は
数
多
あ
る
が
、
も
と
は
他
郷
で
客
死
し
た
蜀
王
望
帝
・
杜
宇
の
魂
が
鳥
に
化
身
し
て

不ふ
じ
ょ
き
き
ょ

如
帰
去
と
鳴
い
た
と
い
う
故
事
に
由
来
し
、
蜀ほ
と
と
ぎ
す魂・
杜ほ
と
と
ぎ
す宇・
杜ほ
と
と
ぎ
す鵑・
不ほ
と
と
ぎ
す

如
帰
と
様
々
に
表
記

さ
れ
る
７
。「
障
子

0

0

の
外
が
ほ
ん
の
り
白
み
初
め
」
る
彼か

は
誰た
れ
ど
き時

に
木こ
だ
ま魂

し
た
「
ほ
と
ゝ
ぎ
す

の
声
」
が
「
た
ま
ら
な
く
な
つ
か
し
い
」
の
は
、
障
子
紙
を
介
し
て
聴
こ
え
る
声
が
生
き
て
再

び
こ
の
地
を
踏
む
こ
と
の
な
か
っ
た
亡
母
の
魂
の
帰
郷
を
告
げ
知
ら
せ
る
か
ら
だ
。さ
ら
に「
尋

常
二
三
年
の
頃
」
の
記
憶
を
手
繰
れ
ば
、「
葛
の
葉
の
芝
居
」
の
主
人
公
「
安
倍
の
童
子
」
に

自
分
を
重
ね
て
物
語
の
舞
台
「
信
田
の
森
」
を
訪
ね
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る
。
そ
こ
で
「
母

狐
が
秋
の
夕
ぐ
れ
に
障
子

0

0

の
中
で
機
を
織
つ
て
ゐ
る
、
と
ん
か
ら
り
、
と
ん
か
ら
り
と
云
ふ
筬

の
音
」
が
実
際
に
「
百
姓
家
の
障
子

0

0

の
蔭
か
ら
」
洩
れ
て
く
る
の
を
「
此
の
上
も
な
く
な
つ
か

し
く
聞
い
た
」
と
い
う
の
も
、
障
子
紙
を
通
し
て
聴
こ
え
る
音
が
母
の
存
在
を
暗
示
す
る
か
ら

だ
。
そ
の
時
々
に
、「
障
子
の
蔭
」
に
、
す
ぐ
そ
こ
に
、
母
は
い
た
。
だ
が
、「
障
子
の
外
」
あ

る
い
は
「
障
子
の
中
」
と
、
い
つ
も
紙0

一
重
を
隔
て
た
向
う
側
に
現
わ
れ
る
〈
母
〉
は
、
い
っ

た
い
何
処
に
い
る
と
い
う
の
か
…
…
。

　
つ
い
に
「
長
い
あ
ひ
だ
夢
に
見
て
ゐ
た
母
の
故
郷
の
土
を
踏
ん
だ
」
と
き
、
初
め
て
の
土
地

が
「
な
つ
か
し
い
」
の
は
、
や
は
り
「
紙
」
が
そ
の
向
こ
う
側
に
〈
母
〉
を
隠
し
な
が
ら
も
仄

め
か
す
か
ら
で
あ
る
。

　
　  

な
つ
か
し
い
村
の
人
家
が
見
え
出
し
た
と
き
、
何
よ
り
先
に
彼
の
眼
を
惹
い
た
の
は
、
此

処
彼
処
の
軒
先
に
乾
し
て
あ
る
紙
で
あ
つ
た
。
恰
も
漁
師
町
で
海
苔
を
乾
す
や
う
な
工
合

に
、
長
方
形
の
紙
を
行
儀
よ
く
板
に
並
べ
て
立
て
か
け
て
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
真
つ
白
な

色
紙
を
散
ら
し
た
や
う
な
の
が
、
街
道
の
両
側
や
、
丘
の
段
々
の
上
な
ど
に
、
高
く
低
く
、

寒
さ
う
な
日
に
き
ら
〳
〵
と
反
射
し
つ
ゝ
あ
る
の
を
眺
め
る
と
、
彼
は
何
が
な
し
に
涙
が

浮
か
ん
だ
。（
…
）
津
村
は
「
昔
」
と
壁
一
と
重
の
隣
り
へ
来
た
気
が
し
た
。
ほ
ん
の
一

瞬
間
眼
を
つ
ぶ
つ
て
再
び
見
開
け
ば
、
何
処
か
そ
の
辺
の
籬
の
内
に
、
母
が
少
女
の
群
れ

に
交
つ
て
遊
ん
で
ゐ
る
か
も
知
れ
な
か
つ
た
。

　
し
か
し
、「
母
を
恋
ふ
る
記
」
の
夢
幻
の
世
界
と
は
異
な
り
、
亡
き
母
本
人
が
元
の
ま
ま
の

姿
で
現
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
そ
の
か
わ
り
、「
伯
母
の
家
の
垣
根
の
外
に
立
つ
た
時
に
、
中

で
紙
を
す
い
て
ゐ
た
十
七
八
の
娘
が
あ
つ
た
」の
だ
っ
た
。津
村
が
彼
女
を
垣
間
見
た
の
は「
私
」

と
吉
野
へ
出
か
け
た
「
明
治
の
末
か
大
正
の
初
め
」（
一
九
一
二
年
）
か
ら
さ
ら
に
「
二
三
年

前
に
遡
」
り
（
一
九
〇
九
～
一
〇
年
）、当
時
「
十
七
八
」
だ
っ
た
娘
は
明
治
二
四
（
一
八
九
一
）

年
前
後
の
生
ま
れ
で
、
そ
れ
は
「
明
治
二
十
四
年
に
二
十
九
歳
で
死
亡
」
し
た
母
の
没
年
で
も

あ
る
（
田
沢
基
久
「「
吉
野
葛
」
二
面
観
―
別
格
小
説
と
い
う
呼
称
」、
紅
野
敏
郎
編
『
論
考
谷

崎
潤
一
郎
』
一
九
八
二
、
お
う
ふ
う
）。
生
没
年
を
分
有
す
る
彼
女
た
ち
の
生
は
重
な
り
な
が

ら
も
す
れ
違
い
、
死
ん
だ
母
は
次
々
に
生
成
し
て
ゆ
く
「
紙
」
の
そ
ば
近
く
で

0

0

0

0

0

立
ち
働
く
紙
漉

き
娘
と
い
う
別
の
姿
に
転
生
す
る
。反
故
が
解ほ
ぐ

さ
れ
漉
き
返
さ
れ
て
、こ
の
地
で
生
ま
れ
か
わ
っ

た
再
生
紙
の
ご
と
く
。
思
い
か
え
せ
ば
、
母
の
所
在
を
予
め
知
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
、
こ
こ

で
漉
か
れ
た
「
老
人
の
皮
膚
に
も
似
た

0

0

一
枚
の
薄
葉
の
中
に
、
自
分
の
母
を
生
ん
だ
人
の
血
が

籠
つ
て
ゐ
る
」
の
を
津
村
は
感
じ
取
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
理イ
デ
ア想
と
し
て
の
母
は
紙

一
重
の
彼
方
に
居
る
の
で
は
な
い
。
薄
葉
状
の
切
片
の
内
に
こ
そ
宿
っ
て
い
る
。〈
母
〉は「
紙
」

に
な
る

0

0

0

。
そ
れ
は
形メ
タ
フ
ァ
ー代で

も
縁
メ
ト
ニ
ミ
ーで

も
な
く
、「
初
音
の
鼓
」
に
張
ら
れ
た
「
親
狐
の
皮
」
と
同

じ
く
、
別
の
姿
に
変へ
ん
げ化
し
た
母
そ
の
も
の
で
あ
る

0

0

0

。「
自
分
は
今
度
、
ほ
ん
た
う
に
初
音
の
鼓

に
惹
き
寄
せ
ら
れ
て
此
の
吉
野
ま
で
来
た
や
う
な
も
の
な
ん
だ
よ
」。
こ
う
し
て
、
妣
の
国
の

紙
郷
で
亡
母
の
漉う
ま
れ
か
わ
り

返
紙
と
し
て
の
娘
（「
成
る
程
、
で
は
そ
れ
が
君
の
初
音
の
鼓
か
」
！
）
を

見
初
め
、
津
村
は
〈
母
〉
と
の
再
会
を
果
た
す
の
だ
。

　
一
方
、「
私
」
は
と
い
え
ば
、
歴
史
小
説
を
「
と
う
〳
〵
書
け
ず
」
じ
ま
い
で
あ
る
。
実
際

に
楠
氏
遺
族
を
描
く
一
〇
〇
枚
ほ
ど
の
歴
史
物
が
旧
稿
「
葛
の
葉
」
と
と
も
に
本
作
へ
変
形
・

吸
収
さ
れ
た
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
（『
谷
崎
先
生
の
書
簡
』）、
当
初
立
て
ら
れ
た
計
画
の
頓
挫

と
い
う
事
態
は
谷
崎
の
執
筆
状
況
と
も
重
な
っ
て
見
え
る
。
未
完
の
ま
ま
破
棄
さ
れ
か
け
た
旧

稿
の
生
ま
れ
か
わ
る
契
機
が
「
吉
野
の
秋
」
と
「
紙
す
き
場
の
娘
」
の
導
入
で
あ
っ
た
。
後
者

は
母
の
化
身
で
あ
る
お
和
佐
の
こ
と
で
、
こ
れ
に
関
わ
っ
て
母
方
の
祖
母
の
「
皮
膚
に
も
似

た
一
枚
の
薄
葉

0

0

0

0

0

」（
初
出
・
初
刊
本
な
ど
）
が
「
一
枚
の
紙
片
」（『
盲
目
物
語
』
改
訂
版
、
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イデア

想〉は宿る

一
九
四
六
、
中
央
公
論
社
／
現
代
日
本
小
説
大
系
第
四
〇
巻
、
河
出
書
房
、
一
九
五
五
）、「
一

枚
の
薄
い
物
質
」（
岩
波
文
庫
、一
九
五
〇
／
新
潮
文
庫
、一
九
五
一
／
創
元
社
版
作
品
集
、同
）、

「
一
枚
の
薄
い
紙
片
」（
昭
和
文
学
全
集
第
一
五
巻
、
一
九
五
三
、
角
川
書
店
／
潤
一
郎
文
庫
第

六
巻
、
同
、
中
央
公
論
社
／
角
川
文
庫
、
一
九
五
六
／
新
書
判
全
集
第
一
九
巻
、
一
九
五
八
、

中
央
公
論
社
）
と
何
度
も
書
き
換
え
ら
れ
る
な
ど
、
テ
ク
ス
ト
の
重
要
な
結
び
目
に
な
っ
て
い

る
。
で
は
、「
吉
野
の
秋
」
と
は
何
か
。
吉
野
探
訪
の
道
中
で
「
私
」
た
ち
が
出
会
う
秋
の
味

覚
が
あ
る
。

　
　「
何
も
お
構
い
出
来
ま
せ
ぬ
が
、
づ
く
し

0

0

0

を
召
し
上
つ
て
下
さ
い
ま
せ
」

　
　  

と
、
主
人
は
茶
を
入
れ
て
く
れ
た
り
し
て
、
盆
に
盛
つ
た
柹
の
実
に
、
灰
の
這
入
つ
て
ゐ

な
い
空
の
火
入
れ
を
添
へ
て
出
し
た
。
／
づ
く
し

0

0

0

は
け
だ
し
熟じ
ゅ
く
し柹

で
あ
ら
う
。（
…
）
円

錐
形
の
、
尻
の
尖
っ
た
大
き
な
柹
で
あ
る
が
、
真
つ
赤
に
熟
し
切
つ
て
半
透
明
に
な
つ
た

果
実
は
、
恰
も
ゴ
ム
の
袋
の
如
く
膨
ん
で
ぶ
く
ぶ
く
し
な
が
ら
、
日
に
透
か
す
と
琅
玕
の

珠
の
や
う
に
美
し
い
。（
…
）
し
か
し
眺
め
て
も
美
し
く
、
た
べ
て
も
お
い
し
い
の
は
、

丁
度
十
日
目
頃
の
わ
ず
か
な
期
間
で
、
そ
れ
以
上
日
が
経
て
ば
づ
く
し

0

0

0

も
遂
に
水
に
な
つ

て
し
ま
ふ
と
云
ふ
。（
…
）
私
が
も
し
誰
か
ゝ
ら
、
吉
野
の
秋
の
色
を
問
は
れ
た
ら
、
此

の
柹
の
実
を
大
切
に
持
ち
帰
つ
て
示
す
で
あ
ら
う
。

　
そ
れ
は
、
中
身
が
半
流
動
体
に
な
る
ま
で
熟
れ
切
っ
た
柿
の
こ
と
だ
。
そ
の
わ
ず
か
な
賞
味

期
限
の
象
徴
性
に
つ
い
て
、
小
森
陽
一
は
「
言
葉
と
事
実
、
言
葉
と
指
示
対
象
と
の
結
合
が
保

証
さ
れ
る
の
は
、「
十
日
間
」
位
な
の
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
。
そ
し
て
、
意シ
ニ
フ
ィ
エ味と
記
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
号
の
関
係

を
融
解
す
る
吉
野
と
い
う
風
土
の
産
ん
だ
こ
の
果
実
が
「『
吉
野
葛
』
と
い
う
テ
ク
ス
ト
全
体

に
わ
た
る
、言
葉
で
表
出
さ
れ
た
も
の
全
て
の
比
喩
と
し
て
機
能
し
て
い
る
」と
指
摘
す
る（『
縁

の
物
語
』）。
実
際
に
、
初
出
誌
・
初
刊
本
以
来
、
六
部
集
版
、『
新
版
春
琴
抄
』（
一
九
三
四
、

創
元
社
）、『
吉
野
葛
』（
一
九
三
九
、
創
元
選
書
）
な
ど
、
一
貫
し
て
、「
づ0

く
し
」
と
な
っ
て

い
た
表
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
記
は
、
洋
紙
を
使
っ
た
た
め
に
「
国
栖
村
の
手
ず
き
の
紙
を
用
ひ
た
」
と
い
う
序
文
が

削
除
さ
れ
た
改
訂
版
『
盲
目
物
語
』（
一
九
四
六
、中
央
公
論
社
）
で
「
ず0

く
し
」
に
変
更
さ
れ
、

テ
ク
ス
ト
に
は
「
づ
」
と
「
ず
」
が
混
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
時
の
経
過
の
な
か
で
、「「
熟
柿
」

と
い
う
語
が
担
う
意
味
内
容
」
と
記
号
と
の
対
応
関
係
の
恣
意
性
と
変
更
可
能
性
が
露
わ
に
な

り
、「〝
た
だ
の
文
字
の
羅
列
〟
と
い
う
〝
も
の
〟
と
し
て
の
姿
」
が
浮
上
す
る
（
大
野
亮
司
「「
ず

く
し
」
と
「
熟
柿
」
―
谷
崎
潤
一
郎
『
吉
野
葛
』
に
つ
い
て
」『
立
教
大
学
日
本
文
学
』

二
〇
〇
六
・
一
二
）。
い
ま
や
単
語
と
し
て
の
ま
と
ま
り
も
解
体
さ
れ
た
〈
ず
・
く
・
し
〉
の
文

字
は
、「
葛く
ず

の
葉
」、
国く

ず栖
、
静し
ず
か御

前
な
ど
他
の
言
葉
へ
と
形
を
か
え
て
本テ
ク
ス
ト文

の
其
処
彼
処
に
散

種
さ
れ
る
。
の
み
な
ら
ず
、「
甘
美
な
腐ア
ブ
ジ
ェ蝕

そ
の
も
の
と
し
て
「
山
間
の
霊
気
と
日
光
」
と
を

半
液
状
化
す
る
こ
の
食
物
の
名
に
は
、
果
た
し
て
、
一
篇
の
表
題
が
裏
返
さ
れ
て
「
凝
り
固
つ
」

て
い
る
」（
渡
部
直
己
「
不
着
の
遡
行
―
新
「
吉
野
葛
」
注
」『
群
像
』
一
九
九
〇
・
八
）。
す
な

わ
ち
、「
吉
（
よ
）・
し
・（
の
）・
く
・
ず

野
葛
」
と
し
て
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

　「
づ
く
し
」、「
ず
く
し
」、―
―「
じ
ゅ
く
し
」。
私
た
ち

0

0

0

は
、こ
の
響
き
を
知
っ
て
い
る
。「
じ
ゅ

く
し
」
と
は
、
す
な
わ
ち
〈
熟
紙
〉
で
あ
る
。
こ
れ
は
生
漉
き
の
紙
を
加
工
し
た
も
の
で
、
と

く
に
故
人
の
手
紙
な
ど
を
漉
き
返
し
た
再
生
紙
を
〈
宿
し
ゅ
く
し
・
す
く
し

紙
〉
と
い
い
、
故
人
の
追
福
の
た
め

に
使
わ
れ
た
背
景
か
ら
反
魂
紙
や
還
魂
紙
と
も
呼
ば
れ
た
の
だ
っ
た
。
多
重
化
し
た
事
物
の
氾

濫
す
る
「
吉
野
葛
」
の
世
界
で
、〈
熟じ
ゅ
く
し柿

〉（「
吉
野
の
秋
」）
と
い
う
作
品
成
立
に
不
可
欠
だ
っ

た
モ
チ
ー
フ
は
、
そ
の
裏
側
に
掛
詞
と
し
て
〈
熟じ
ゅ
く
し紙
／
宿し
ゅ
く
し紙
〉（「
紙
す
き
場
の
娘
」）
と
い
う

も
う
一
つ
の
モ
チ
ー
フ
を
隠
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
つ
ま
り
、
こ
う
い
う
こ
と
だ
。
南
北
朝
を
め
ぐ
る
歴
史
小
説
の
題
材
を
求
め
て
吉
野
を
探
索

す
る
語
り
手
が
思
い
が
け
ず
得
た
秘
宝
が
「
仏
典
中
に
あ
る
菴あ
ん
も
ら
か

摩
羅
果
」
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
る

熟じ
ゅ
く
し柿

だ
っ
た
。
対
し
て
、
母
の
俤
を
追
っ
て
未
知
の
女
性
を
求
め
る
旅
路
の
果
て
に
語
り
手
の

片
割
れ
・
津
村
が
紙
郷
・
国
栖
村
（
漉
返
紙
の
産
地
）
で
出
逢
う
の
が
、
母
の
魂
（
蜀ほ
と
と
ぎ
す魂）
の

転
生
し
た
紙
漉
き
娘
、
す
な
わ
ち
漉
き
返
さ
れ
て
再
生
し
た
宿し
ゅ
く
し紙

（
還
魂
紙
）
で
あ
っ
た
。
こ

の
分ダ
ブ
ル身

の
主
題
（
二
人
の
語
り
手
・
主
人
公
、
二
つ
の
皇
統
、
母
の
身
代
わ
り
な
ど
）
と

掛ダ
ブ
ル・
ミ
ー
ニ
ン
グ

詞
の
手
法
は
、
本
文
で
は
二
つ
の
「
葛く

ず

／
国
栖
」
と
い
う
物
語
の
舞
台
の
地
名
と
し
て

二ダ
ブ
ル重

に
表
記
さ
れ
つ
つ
題
名
「
吉
（
よ
）し（
の
）く
ず

野
葛
」
の
綴ア
ナ
グ
ラ
ム

り
換
え
と
な
っ
て
、
テ
ク
ス
ト
へ
漉
き
込
ま
れ

て
い
る
。
ま
さ
に
、
い
っ
た
ん
解
き
ほ
ぐ
さ
れ
た
植
物
の
繊
維
が
再
び
絡
み
合
っ
て
で
き
た
紙

の
お
も
て
の
よ
う
に
、
文す
が
た
か
た
ち

字
面
を
か
え
な
が
ら
。
そ
の
響
き
は
現
実
に
は
無
関
係
な
事
物
を
結

び
合
わ
せ
る
言
葉
の
か
た
ち

0

0

0

と
ち
か
ら

0

0

0

を
解
放
し
、旧
稿
「
葛
の
葉
」
と
書
か
れ
な
か
っ
た
「
歴

史
小
説
」
に
「
吉
野
葛
」
と
い
う
別
の
姿
と
新
た
な
生
を
与
え
る
の
で
あ
る
。

五
、
お
わ
り
に

　
文
学
的
転
回
の
契
機
と
な
っ
た
関
東
大
震
災
に
遭
難
し
た
谷
崎
は
「
突
然
私
の
脳
裡
に
は
昔

の
母
の
俤
が
浮
か
ん
だ
」と
い
う
。
そ
れ
は
、ま
だ
九
つ
の
頃
に
母
と
罹
災
し
た
記
憶
―
―
、「
親

子
は
余
震
が
止
ん
で
し
ま
ふ
ま
で
互
に
し
つ
か
り
抱
き
合
つ
て
ゐ
た
が
、（
…
）
ど
う
云
ふ
訳
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想〉は宿る

権
力
に
よ
る
統
制
・
弾
圧
の
痕
跡
と
い
っ
た
異
物
ま
で
も
が
漉
き
込
ま
れ
た
紙
片
の
集
積
な
の

だ
。
そ
も
そ
も
、
異
な
る
来
歴
を
持
つ
様
々
な
繊
維
が
一
度
解ほ
ぐ

さ
れ
た
の
ち
に
再
度
縒
り
集
め

ら
れ
た
の
が
「
紙
」
な
ら
ば
、「
紙
す
き
場
の
娘
」
が
漉
き
返
し
た
一ひ
と
ひ
ら片
と
お
な
じ
く
、
そ
れ

ら
は
す
べ
て
例
外
な
く
再
生
紙
だ
と
は
い
え
な
い
か
。
で
あ
る
な
ら
、
小テ
ク
ス
ト説
と
〈
再
生
紙
〉
は

互
い
の
傍そ
ば

近
く
に
あ
る
縁
メ
ト
ニ
ミ
ーに
し
て
、
互
い
に
似
通
う
形メ
タ
フ
ァ
ー代に
も
な
る
だ
ろ
う
。
縦
横
に
縺
れ

あ
っ
た
黒
い
文
字
が
、
複
雑
に
絡
み
あ
っ
た
白
い
紙
の
繊
維
の
上
へ
と
重
ね
あ
わ
さ
れ
、
溶
け

合
っ
て
混
じ
り
合
う
。
小テ
ク
ス
ト説
は
再テ
ク
ス
ト
生
紙
に
な
る

0

0

0

。
秋
の
吉
野
に
足
を
踏
み
入
れ
た
者
が
「
一
面

に
散
り
敷
く
落
葉
」
と
「
此
処
彼
処
の
軒
先
に
乾
か
し
て
あ
る
紙
」
に
眼
を
奪
わ
れ
る
の
と
同

様
に
、
テ
ク
ス
ト
を
前
に
し
た
読
者
の
視
界
は
言
の
葉
と
紙
に
埋
も
れ
、
そ
れ
ら
は
次
第
に
見

分
け
が
付
か
な
く
な
っ
て
ゆ
く
。〈
小テ

ク

ス

ト

説
／
再
生
紙
〉
は
折
り
重
な
り
、
書ブ
ッ
ク物
（
羅
語Liber

も
英
語Book

も
「
樹き
の
か
わ膚
」
が
原
義
）
に
な
る

0

0

0

。『
吉
野
葛
』
を
冠
し
た
書
物
（
六
部
集
版
）

を
手
に
取
れ
ば
、「
そ
の
葉
が
、
峰
と
峰
と
の
裂
け
目
か
ら
渓
合
ひ
へ
溢
れ
込
む
光
線
の
中
を
、

と
き
〴
〵
金
粉
の
や
う
に
き
ら
め
き
つ
ゝ
水
に
落
ち
る
」
ご
と
く
舞
い
散
っ
た
葛
の
葉
が
表
紙

へ
漉
き
込
ま
れ
、
白
い
繊
維
と
絡
み
合
い
な
が
ら
、
紙
の
面お
も
てに
宿
っ
て
い
る
。

１
　  

豊
崎
光
一
ほ
か
訳
『
千
の
プ
ラ
ト
ー
　
資
本
主
義
と
分
裂
症
』（
一
九
九
四
、
河
出
書
房
新
社
）

２
　  

谷
崎
文
学
の
装
幀
に
つ
い
て
は
、橘
弘
一
郎『
谷
崎
潤
一
郎
先
生
著
書
総
目
録
』全
三
巻
＋
別
巻（
一
九
六
四

～
六
六
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
吾
八
）、
山
中
剛
史
『
谷
崎
潤
一
郎
と
書
物
』（
二
〇
二
〇
、
秀
明
大
学
出
版
会
）
な

ど
を
参
照
の
こ
と
。

３
　  

水
上
勉
・
千
葉
俊
二
編
『
谷
崎
先
生
の
書
簡
』（
二
〇
〇
八
、
中
央
公
論
新
社
）。
以
下
、
嶋
中
雄
作
宛

書
簡
は
同
書
よ
り
、
雨
宮
庸
蔵
宛
書
簡
は
『
芦
屋
市
谷
崎
潤
一
郎
記
念
館
資
料
集
（
２
）
雨
宮
庸
蔵
宛

谷
崎
潤
一
郎
書
簡
』（
一
九
九
六
、
芦
屋
市
谷
崎
潤
一
郎
記
念
館
）
か
ら
引
用
し
た
。

４
　  『
紙
の
文
化
辞
典
』（
二
〇
〇
六
、
朝
倉
書
店
）。
こ
の
ほ
か
に
、
和
紙
の
関
連
情
報
は
引
用
文
献
以
外
に
、

次
の
書
籍
・
雑
誌
を
主
に
参
照
し
た
。
池
田
寿
『
紙
の
日
本
史 

古
典
と
絵
巻
物
が
伝
え
る
文
化
遺
産
』

（
二
〇
一
七
、
勉
誠
出
版
）。
久
米
康
夫
『
大
和
吉
野
の
紙
』（
一
九
八
六
、
雄
松
堂
出
版
）、『
和
紙
の

源
流
』（
二
〇
〇
四
、
岩
波
書
店
）。
宍
倉
佐
敏
『
和
紙
の
歴
史
　
製
法
と
原
材
料
の
変
遷
』（
二
〇
〇
六
、

印
刷
朝
陽
会
）。
寿
岳
文
章
『
日
本
の
紙
』（
一
九
六
七
、
吉
川
弘
文
館
）。
西
健
男
『
和
紙
製
造
論
』

（
一
九
二
八
、
有
隣
堂
）。
町
田
誠
之
『
和
紙
の
道
し
る
べ 

そ
の
歴
史
と
化
学
』（
二
〇
〇
〇
、
淡
交
社
）。

渡
部
道
太
郎
『
和
紙
類
考
』（
一
九
三
三
、
物
外
荘
）。
ダ
ー
ド
・
ハ
ン
タ
ー
、
久
米
康
夫
訳
『
古
代
製

紙
の
歴
史
と
技
術
』（
二
〇
〇
九
、
勉
誠
出
版
）。『
季
刊
和
紙
』
第
７
号
「
特
集
吉
野
」（
一
九
九
四
・
四
）。

５
　  

久
米
康
夫
『
大
和
吉
野
の
紙
』（
注
４
に
同
じ
）。
同
書
に
は
「
谷
崎
の
名
作
『
吉
野
葛
』
は
国
栖
の
紙

郷
を
ひ
ろ
く
知
ら
せ
た
が
、
そ
の
成
り
た
ち
や
吉
野
の
紙
の
位
置
づ
け
に
は
ふ
れ
て
い
な
い
」
と
あ
る
。

な
お
、「
吉
野
葛
」
の
「
紙
」
に
着
目
し
た
論
考
に
、
清
水
智
史
「「
紙
片
」
を
再
興
す
る
―
谷
崎
潤
一

郎
「
吉
野
葛
」
と
近
代
日
本
の
観
光
」（『
日
本
文
学
』
二
〇
二
〇
・
八
）
が
あ
る
。

６
　  「
大
和
の
国
栖
村
の
手
ず
き
の
紙
」
を
手
配
し
た
「
樋
口
喜
三
氏
」（『
盲
目
物
語
』
は
し
が
き
）
は
、「
昭

和
二
年
の
早
春
」
と
し
て
「
先
生
と
友
人
妹
尾
健
太
郎
夫
妻
と
私
の
四
人
で
、
国
栖
の
紙
す
き
場
を
見

学
」
し
た
と
証
言
し
て
い
る
（
野
村
尚
吾
『
谷
崎
潤
一
郎
―
風
土
と
文
学
』
一
九
七
三
、
中
央
公
論

社
）。
た
だ
し
、
谷
崎
と
「
大
和
の
上
市
の
Ｈ
さ
ん
」
の
初
対
面
は
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
で
（「
料

理
の
古
典
趣
味
」『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』
一
九
二
九
・
九
）、
投
宿
先
・
桜
花
壇
の
宿
帳
に
よ
れ
ば
、
妹
尾

夫
妻
を
同
道
し
た
吉
野
行
き
は
同
年
秋
で
あ
る（
千
葉
俊
二「
谷
崎
潤
一
郎
年
譜
考
」『
日
本
文
芸
論
集
』

一
九
八
〇
・
三
）。

７
　  

万
葉
歌
が
踏
ま
え
る
故
事
に
つ
い
て
は
身
崎
壽
『
額
田
王
―
萬
葉
歌
人
の
誕
生
』（
一
九
九
八
、
塙
書

房
）、
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
異
名
に
つ
い
て
は
川
口
孫
治
郎
『
杜
鵑
研
究
』（
一
九
一
六
、
東
京
宝
文
館
）
を

参
照
し
た
。

８
　  

ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
／
花
輪
光
訳
『
物
語
の
構
造
分
析
』（
一
九
七
九
、
み
す
ず
書
房
）

９
　  

ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
ジ
ュ
ネ
ッ
ト
／
和
泉
諒
一
訳
『
ス
イ
ユ
　
テ
ク
ス
ト
か
ら
書
物
へ
』（
二
〇
〇
一
、
水

声
社
）

【
附
記
】
本
稿
は
、
京
都
精
華
大
学
人
文
学
部
二
〇
一
九
年
度
卒
業
生
の
三
田
村
慶
郎
の
卒
業

論
文
「
還
る
手
紙
に
理
想
は
宿
る
か
―
谷
崎
潤
一
郎
「
吉
野
葛
」
の
母
恋
い
」
を
も
と
に
、

大
幅
に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
特
に
、
三
・
四
節
の
着
想
は
三
田
村
論
に
依
っ
て
い
る
。

な
お
、
も
と
の
卒
業
論
文
は
優
秀
論
文
と
し
て
活
字
化
さ
れ
て
お
り
、『
京
都
精
華
大
学
人

文
学
部
卒
業
論
文
記
録
集
』
№
８
（
二
〇
二
〇
・
三
、
京
都
精
華
大
学
人
文
学
部
）
で
全
文

を
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

※  

　
谷
崎
潤
一
郎
の
テ
ク
ス
ト
は
基
本
的
に
『
谷
崎
潤
一
郎
全
集
』
全
二
六
巻
（
二
〇
一
五
～

二
〇
一
七
、
中
央
公
論
新
社
）
を
用
い
、
初
出
・
単
行
本
・
全
集
類
・
文
庫
本
な
ど
を
適
宜

参
照
し
た
（
傍
点
は
す
べ
て
引
用
者
に
よ
る
）。
た
だ
し
、
本
論
の
性
格
上
、「
吉
野
葛
」
に

つ
い
て
は
六
部
集
版
か
ら
引
用
し
て
い
る
（
草
書
体
な
ど
特
殊
な
表
記
を
一
部
改
め
た
）。

京都精華大学紀要　第五十四号

か
逃
げ
る
拍
子
に
夢
中
で
筆
を
握
つ
て
ゐ
た
の
で
、
気
が
付
い
て
見
る
と
、
母
の
白
い
胸
板
に

墨
が
黒
々
と
着
い
て
ゐ
た
」（「「
九
月
一
日
」
前
後
の
こ
と
」『
改
造
』
一
九
二
七
・
一
）。
こ
の

子
は
、
や
が
て
、「
絵
筆
」
を
以
て
「
光
輝
あ
る
美
女
の
肌
」
を
「
自
分
の
恋
で
彩
ろ
う
」
と

す
る
男
の
話
（「
刺
青
」『
新
思
潮
』
一
九
一
〇
・
一
一
）
に
筆
を
揮
い
、
一
躍
文
壇
の
寵
児
と

な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
原
体
験
に
「
筆
」
の
痕
跡
を
黒
々
と
留
め
る
「
母
の
白
い
胸
板
」
が
あ
っ

た
。
始
ま
り
に
於
い
て
、
ま
さ
に
母
は
「
紙
」
だ
っ
た
の
だ
。

　
古
典
回
帰
後
の
谷
崎
は
、
記
憶
の
な
か
の
「
墨
が
黒
々
と
付
い
て
ゐ
る
母
の
白
い
胸
板
」
を

再
生
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
、「
装
釘
は
著
者
の
意
匠
に
成
る
」
と
い
う
『
自
筆
本
蘆
刈
』
や
「
表

紙
は
著
者
創
案
に
成
る
黒
漆
塗
に
金
蒔
絵
文
字
」
と
い
う
『
春
琴
抄
』
な
ど
（
以
上
、『
新
版

春
琴
抄
』
巻
末
目
録
）、
自
身
の
理ア
イ
デ
ア想
を
書
物
へ
と
受
肉
さ
せ
て
ゆ
く
。
ほ
か
に
も
『
潤
一
郎

訳
源
氏
物
語
』
の
「
装
釘
を
小
生
に
任
し
て
頂
き
た
い
」
と
、「
コ
ツ
ト
ン
紙
二
つ
折
の
カ
リ

ト
ジ
」、「
函
入
り
」、「
蒔
絵
の
題
簽
」
で
表
紙
を
飾
る
デ
ザ
イ
ン
を
提
案
（
嶋
中
雄
作
宛
書
簡
、

一
九
三
四
・
二
・
一
六
）、
さ
ら
に
『
摂
陽
随
筆
』（
一
九
三
五
、
中
央
公
論
社
）
に
つ
い
て
は
次

の
よ
う
に
指
示
を
与
え
て
い
る
。

　
　  

箱
の
文
字
は
背
も
正
面
も
ヂ
カ
に
印
刷
す
る
こ
と
。
表
紙
は
、
背
は
ヂ
カ
に
印
刷
し
、
正

面
は
見
本
の
如
く
浅
草
紙
の
台
紙
を
貼
り
、
そ
の
上
へ
印
刷
す
る
、
扉
は
、
浅
草
紙
の
上

へ
ヂ
カ
ニ
印
刷
す
る
の
で
す
（
…
）。（
雨
宮
庸
蔵
宛
書
簡
、
一
九
三
四
・
一
一
・
一
二
）

　
荷
造
り
用
の
糸
入
り
渋
紙
で
包
ん
だ
箱
に
、
ボ
ー
ル
紙
へ
浅
草
紙
の
題
簽
を
貼
っ
た
表
紙
、

同
じ
く
扉
も
浅
草
紙
、
見
返
し
は
モ
ミ
油
紙
で
本
文
用

紙
に
は
ざ
ら
紙
と
、
六
部
集
な
ど
豪
奢
な
造
本
と
は
対

極
の
み
す
ぼ
ら
し
い
装
い
だ
（
図
）。
し
か
し
、
こ
れ

も
「
ク
ロ
ー
ス
な
り
布
な
り
紙
な
り
の
持
つ
そ
れ
自
身

の
地
質
と
色
合
と
を
取
り
合
は
せ
て
、
内
容
に
ぴ
つ
た

り
す
る
や
う
な
一
つ
の
調
和
を
作
り
出
す
の
が
理
想
」

（「
装
釘
漫
談
」）
だ
と
い
う
装
幀
美
学
か
ら
、
再
生
紙

な
ど
の
粗
悪
品
を
あ
え
て
選
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
、
寺
田
寅
彦
の
再
生
紙
に
つ
い
て
の
思
索
が

想
起
さ
れ
る
（「
浅
草
紙
」『
東
京
日
日
新
聞
』

一
九
二
一
・
一
・
一
六
、一
七
／
引
用
は
『
冬
彦
集
』

一
九
二
三
、
岩
波
書
店
）。
―
―
手
に
し
た
一
葉
の
紙

片
に
「
赤
や
青
や
紫
や
美
し
い
色
彩
を
帯
び
た
斑
点
」
が
混
じ
っ
て
見
え
る
。
さ
ら
に
目
を
凝

ら
す
と
「
黒
イ
ン
キ
で
印
刷
し
た
文
字
」、
例
え
ば
「
一
同
」
や
「
円
」、「
盪
」
な
ど
と
い
う

奇
妙
な
字
、「
蛉
か
な
」と
い
う
新
聞
の
俳
句
欄
の
一
片
ら
し
き
文
言
ま
で
読
め
る
。
そ
こ
に
は
、

「
帯
紙
」、「
巻
煙
草
の
朝
日
の
包
紙
」、「
マ
ッ
チ
の
ペ
ー
パ
ー
や
広
告
の
散
ら
し
紙
」、「
女
の

子
の
お
も
ち
や
に
す
る
お
す
べ
紙
」
な
ど
、
も
と
の
紙
に
印
刷
さ
れ
て
い
た
模
様
や
文
字
が
ば

ら
ば
ら
に
漉
き
込
ま
れ
、
ま
る
で
「
何
か
の
意
味
の
深
い
謎
」
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う

で
あ
る
。
さ
ら
に
は
「
木
綿
糸
の
結
び
玉
や
、
毛
髪
や
動
物
の
毛
」、「
植
物
の
枯
れ
た
外
皮
」

ま
で
が
絡
み
合
っ
た
一
片
の
再
生
紙
を
見
詰
め
な
が
ら
、
物
理
学
者
は
「
或
る
家
の
紙
屑
籠
で

一
度
集
合
し
た
後
に
、
又
他
の
家
か
ら
来
た
屑
と
混
合
し
て
製
紙
場
の
槽
か
ら
流
れ
出
す
迄
の

径
路
」
を
想
像
す
る
。
そ
し
て
、「
あ
ら
ゆ
る
方
面
か
ら
来
る
材
料
が
一
つ
の
釜
で
混
ぜ
ら
れ
、

こ
な
さ
れ
て
、
そ
れ
か
ら
又
新
し
い
一
つ
の
も
の
が
生
れ
る
と
い
ふ
過
程
」
と
「
文
献
上
の
材

料
が
混
入
し
て
」
か
た
ち
づ
く
ら
れ
る
「
人
間
の
精
神
界
の
製
作
品
」
の
そ
れ
を
重
ね
て
み
せ

る
の
だ
。
こ
の
「
思
想
上
の
浅
草
紙
」
と
は
、「
無
数
に
あ
る
文
化
の
中
心
か
ら
や
っ
て
来
た

引
用
の
織
物
」（
ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
８
）、
す
な
わ
ち
「
テ
ク
ス
ト
」（
織
ら
れ
た
物
・
布
地
が

原
義
）
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
テ
ク
ス
ト
の
観
念
性
が
書
物
と
い
う
物
質
に
な
る
た
め
に
必
要
な
、
例
え
ば
作
者
名
・
タ
イ

ト
ル
・
序
文
・
注
、
そ
し
て
「
組
版
と
紙
の
選
択
」
と
い
っ
た
言
語
的
・
非
言
語
的
要
素
を
、

ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
ジ
ュ
ネ
ッ
ト
は
パ
ラ
テ
ク
ス
ト
と
呼
ん
だ
９
。
ま
さ
に
、「
吉
野
葛
」
は
「
創

作
集
『
盲
目
物
語
』
の
装
幀
に
使
わ
れ
た
「
国
栖
」
の
紙
」
と
い
う
「
造
本
の
素
材
そ
の
も
の

を
テ
ク
ス
ト
の
構
成
要
素
に
し
た
」
と
い
え
る
だ
ろ
う
（
東
郷
克
美
「
狐
妻
幻
想
―
「
吉
野
葛
」

と
い
う
織
物
」）。
実
は
、「
吉
野
紙
不
足
」
の
た
め
に
「
東
京
に
い
く
ら
で
も
類
似
品
が
あ
る
」

と
一
部
を
代
替
品
で
間
に
合
わ
せ
て
い
る
の
だ
が
（
雨
宮
宛
書
簡
、
一
九
三
二・一・
二
六
）、
こ

の
「
似
寄
り
の
品
」（
同
）
で
さ
え
も
分ダ
ブ
ル身

の
主
題
を
際
立
た
せ
る
。
こ
れ
は
、「
何
と
い
う
精

妙
な
テ
ク
ス
ト
―
―
そ
れ
も
語
の
本
来
の
意
味
で
の
」（
東
郷
克
美
）、
で
あ
ろ
う
か
。

　
谷
崎
と
い
う
「
比
類
な
い
語こ
と
ばの
織
物
師
」（
芥
川
龍
之
介
「
あ
の
頃
の
自
分
の
事
」『
中
央
公

論
』
一
九
一
九
・
一
）
の
手
に
よ
る
「
吉
野
葛
」
は
、「
母
狐
が
秋
の
夕
ぐ
れ
に
障
子
の
中
で
機

を
織
つ
て
」
仕
立
て
た
非
在
の
布テ
ク
ス
ト地
の
よ
う
に
、母
恋
い
を
主
題
と
す
る
古
今
の
作
品
群
や
「
南

朝
の
秘
史
」
と
「
口
碑
や
伝
説
」
な
ど
虚
実
を
織
り
交
ぜ
た
小テ
ク
ス
ト説
で
あ
る
。
そ
し
て
、
谷
崎
文

学
は
、紙
祖
・
蔡
倫
が
「
麻
あ
さ
の
は
し頭

及
敝ぼ
ろ
ぎ
れ布

魚
網
」
か
ら
「
樹き
の
か
わ膚

」
ま
で
再
利
用
し
て
「
紙
」
を
作
っ

た
よ
う
に
（『
後
漢
書
』）、
も
し
か
し
た
ら
生
起
し
た
か
も
し
れ
な
い

0

0

0

0

0

0

複
数
の
歴イ
ス
ト
ワ
ー
ル

史
＝
物
語
や
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再生する紙に〈理
イデア

想〉は宿る

権
力
に
よ
る
統
制
・
弾
圧
の
痕
跡
と
い
っ
た
異
物
ま
で
も
が
漉
き
込
ま
れ
た
紙
片
の
集
積
な
の

だ
。
そ
も
そ
も
、
異
な
る
来
歴
を
持
つ
様
々
な
繊
維
が
一
度
解ほ
ぐ

さ
れ
た
の
ち
に
再
度
縒
り
集
め

ら
れ
た
の
が
「
紙
」
な
ら
ば
、「
紙
す
き
場
の
娘
」
が
漉
き
返
し
た
一ひ
と
ひ
ら片
と
お
な
じ
く
、
そ
れ

ら
は
す
べ
て
例
外
な
く
再
生
紙
だ
と
は
い
え
な
い
か
。
で
あ
る
な
ら
、
小テ
ク
ス
ト説
と
〈
再
生
紙
〉
は

互
い
の
傍そ
ば

近
く
に
あ
る
縁
メ
ト
ニ
ミ
ーに

し
て
、
互
い
に
似
通
う
形メ
タ
フ
ァ
ー代に

も
な
る
だ
ろ
う
。
縦
横
に
縺
れ

あ
っ
た
黒
い
文
字
が
、
複
雑
に
絡
み
あ
っ
た
白
い
紙
の
繊
維
の
上
へ
と
重
ね
あ
わ
さ
れ
、
溶
け

合
っ
て
混
じ
り
合
う
。
小テ
ク
ス
ト説
は
再テ
ク
ス
ト
生
紙
に
な
る

0

0

0

。
秋
の
吉
野
に
足
を
踏
み
入
れ
た
者
が
「
一
面

に
散
り
敷
く
落
葉
」
と
「
此
処
彼
処
の
軒
先
に
乾
か
し
て
あ
る
紙
」
に
眼
を
奪
わ
れ
る
の
と
同

様
に
、
テ
ク
ス
ト
を
前
に
し
た
読
者
の
視
界
は
言
の
葉
と
紙
に
埋
も
れ
、
そ
れ
ら
は
次
第
に
見

分
け
が
付
か
な
く
な
っ
て
ゆ
く
。〈
小テ

ク

ス

ト

説
／
再
生
紙
〉
は
折
り
重
な
り
、
書ブ
ッ
ク物

（
羅
語Liber

も
英
語Book

も
「
樹き
の
か
わ膚
」
が
原
義
）
に
な
る

0

0

0

。『
吉
野
葛
』
を
冠
し
た
書
物
（
六
部
集
版
）

を
手
に
取
れ
ば
、「
そ
の
葉
が
、
峰
と
峰
と
の
裂
け
目
か
ら
渓
合
ひ
へ
溢
れ
込
む
光
線
の
中
を
、

と
き
〴
〵
金
粉
の
や
う
に
き
ら
め
き
つ
ゝ
水
に
落
ち
る
」
ご
と
く
舞
い
散
っ
た
葛
の
葉
が
表
紙

へ
漉
き
込
ま
れ
、
白
い
繊
維
と
絡
み
合
い
な
が
ら
、
紙
の
面お
も
てに
宿
っ
て
い
る
。

１
　  

豊
崎
光
一
ほ
か
訳
『
千
の
プ
ラ
ト
ー
　
資
本
主
義
と
分
裂
症
』（
一
九
九
四
、
河
出
書
房
新
社
）

２
　  

谷
崎
文
学
の
装
幀
に
つ
い
て
は
、橘
弘
一
郎『
谷
崎
潤
一
郎
先
生
著
書
総
目
録
』全
三
巻
＋
別
巻（
一
九
六
四

～
六
六
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
吾
八
）、
山
中
剛
史
『
谷
崎
潤
一
郎
と
書
物
』（
二
〇
二
〇
、
秀
明
大
学
出
版
会
）
な

ど
を
参
照
の
こ
と
。

３
　  

水
上
勉
・
千
葉
俊
二
編
『
谷
崎
先
生
の
書
簡
』（
二
〇
〇
八
、
中
央
公
論
新
社
）。
以
下
、
嶋
中
雄
作
宛

書
簡
は
同
書
よ
り
、
雨
宮
庸
蔵
宛
書
簡
は
『
芦
屋
市
谷
崎
潤
一
郎
記
念
館
資
料
集
（
２
）
雨
宮
庸
蔵
宛

谷
崎
潤
一
郎
書
簡
』（
一
九
九
六
、
芦
屋
市
谷
崎
潤
一
郎
記
念
館
）
か
ら
引
用
し
た
。

４
　  『
紙
の
文
化
辞
典
』（
二
〇
〇
六
、
朝
倉
書
店
）。
こ
の
ほ
か
に
、
和
紙
の
関
連
情
報
は
引
用
文
献
以
外
に
、

次
の
書
籍
・
雑
誌
を
主
に
参
照
し
た
。
池
田
寿
『
紙
の
日
本
史 

古
典
と
絵
巻
物
が
伝
え
る
文
化
遺
産
』

（
二
〇
一
七
、
勉
誠
出
版
）。
久
米
康
夫
『
大
和
吉
野
の
紙
』（
一
九
八
六
、
雄
松
堂
出
版
）、『
和
紙
の

源
流
』（
二
〇
〇
四
、
岩
波
書
店
）。
宍
倉
佐
敏
『
和
紙
の
歴
史
　
製
法
と
原
材
料
の
変
遷
』（
二
〇
〇
六
、

印
刷
朝
陽
会
）。
寿
岳
文
章
『
日
本
の
紙
』（
一
九
六
七
、
吉
川
弘
文
館
）。
西
健
男
『
和
紙
製
造
論
』

（
一
九
二
八
、
有
隣
堂
）。
町
田
誠
之
『
和
紙
の
道
し
る
べ 

そ
の
歴
史
と
化
学
』（
二
〇
〇
〇
、
淡
交
社
）。

渡
部
道
太
郎
『
和
紙
類
考
』（
一
九
三
三
、
物
外
荘
）。
ダ
ー
ド
・
ハ
ン
タ
ー
、
久
米
康
夫
訳
『
古
代
製

紙
の
歴
史
と
技
術
』（
二
〇
〇
九
、
勉
誠
出
版
）。『
季
刊
和
紙
』
第
７
号
「
特
集
吉
野
」（
一
九
九
四
・
四
）。

５
　  

久
米
康
夫
『
大
和
吉
野
の
紙
』（
注
４
に
同
じ
）。
同
書
に
は
「
谷
崎
の
名
作
『
吉
野
葛
』
は
国
栖
の
紙

郷
を
ひ
ろ
く
知
ら
せ
た
が
、
そ
の
成
り
た
ち
や
吉
野
の
紙
の
位
置
づ
け
に
は
ふ
れ
て
い
な
い
」
と
あ
る
。

な
お
、「
吉
野
葛
」
の
「
紙
」
に
着
目
し
た
論
考
に
、
清
水
智
史
「「
紙
片
」
を
再
興
す
る
―
谷
崎
潤
一

郎
「
吉
野
葛
」
と
近
代
日
本
の
観
光
」（『
日
本
文
学
』
二
〇
二
〇
・
八
）
が
あ
る
。

６
　  「
大
和
の
国
栖
村
の
手
ず
き
の
紙
」
を
手
配
し
た
「
樋
口
喜
三
氏
」（『
盲
目
物
語
』
は
し
が
き
）
は
、「
昭

和
二
年
の
早
春
」
と
し
て
「
先
生
と
友
人
妹
尾
健
太
郎
夫
妻
と
私
の
四
人
で
、
国
栖
の
紙
す
き
場
を
見

学
」
し
た
と
証
言
し
て
い
る
（
野
村
尚
吾
『
谷
崎
潤
一
郎
―
風
土
と
文
学
』
一
九
七
三
、
中
央
公
論

社
）。
た
だ
し
、
谷
崎
と
「
大
和
の
上
市
の
Ｈ
さ
ん
」
の
初
対
面
は
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
で
（「
料

理
の
古
典
趣
味
」『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』
一
九
二
九
・
九
）、
投
宿
先
・
桜
花
壇
の
宿
帳
に
よ
れ
ば
、
妹
尾

夫
妻
を
同
道
し
た
吉
野
行
き
は
同
年
秋
で
あ
る（
千
葉
俊
二「
谷
崎
潤
一
郎
年
譜
考
」『
日
本
文
芸
論
集
』

一
九
八
〇
・
三
）。

７
　  

万
葉
歌
が
踏
ま
え
る
故
事
に
つ
い
て
は
身
崎
壽
『
額
田
王
―
萬
葉
歌
人
の
誕
生
』（
一
九
九
八
、
塙
書

房
）、
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
異
名
に
つ
い
て
は
川
口
孫
治
郎
『
杜
鵑
研
究
』（
一
九
一
六
、
東
京
宝
文
館
）
を

参
照
し
た
。

８
　  

ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
／
花
輪
光
訳
『
物
語
の
構
造
分
析
』（
一
九
七
九
、
み
す
ず
書
房
）

９
　  

ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
ジ
ュ
ネ
ッ
ト
／
和
泉
諒
一
訳
『
ス
イ
ユ
　
テ
ク
ス
ト
か
ら
書
物
へ
』（
二
〇
〇
一
、
水

声
社
）

【
附
記
】
本
稿
は
、
京
都
精
華
大
学
人
文
学
部
二
〇
一
九
年
度
卒
業
生
の
三
田
村
慶
郎
の
卒
業

論
文
「
還
る
手
紙
に
理
想
は
宿
る
か
―
谷
崎
潤
一
郎
「
吉
野
葛
」
の
母
恋
い
」
を
も
と
に
、

大
幅
に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
特
に
、
三
・
四
節
の
着
想
は
三
田
村
論
に
依
っ
て
い
る
。

な
お
、
も
と
の
卒
業
論
文
は
優
秀
論
文
と
し
て
活
字
化
さ
れ
て
お
り
、『
京
都
精
華
大
学
人

文
学
部
卒
業
論
文
記
録
集
』
№
８
（
二
〇
二
〇
・
三
、
京
都
精
華
大
学
人
文
学
部
）
で
全
文

を
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

※  
　
谷
崎
潤
一
郎
の
テ
ク
ス
ト
は
基
本
的
に
『
谷
崎
潤
一
郎
全
集
』
全
二
六
巻
（
二
〇
一
五
～

二
〇
一
七
、
中
央
公
論
新
社
）
を
用
い
、
初
出
・
単
行
本
・
全
集
類
・
文
庫
本
な
ど
を
適
宜

参
照
し
た
（
傍
点
は
す
べ
て
引
用
者
に
よ
る
）。
た
だ
し
、
本
論
の
性
格
上
、「
吉
野
葛
」
に

つ
い
て
は
六
部
集
版
か
ら
引
用
し
て
い
る
（
草
書
体
な
ど
特
殊
な
表
記
を
一
部
改
め
た
）。


